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　電話が鳴っていた。

　それも、ボックスタイプの公衆電話が鳴っていた。




　すべてが真っ白に染まった世界で、宮(みや)田(た)真(しん)吾(ご)は呆(ぼう)然(ぜん)とその電話ボックスを眺(なが)めていた。

　まさかまた、この夢の世界に来ることになろうとは。

「くそっ」

　驚きよりもまず、悪(あく)態(たい)が口をついて出た。

　一カ月ほど前のことだ。真吾は夢と思(おぼ)しきこの世界で、今と同じような状況に陥(おちい)っていた。そこでなんの気もなく受話器を取ってみたら、神様と名乗る女性が出て――、それが、ケチのつき始めだった。

　その電話に出た瞬間から、真吾は平(へい)穏(おん)な日常を失った。世界の危機に巻き込まれ、命を危険にさらされ、はては異世界の王女と婚約までさせられてしまったのだ。

　それもこれも、電話のベルを鳴らし続けている奴(やつ)のせいなのだ。世界の危機も、命が危険にさらされたことも。異世界の王女と婚約者関係になったのは――、若(じやつ)干(かん)、自分の責任もあるが。

　とにかく、電話の向こう側にいる相手に、真吾は憤(いきどお)っていた。文(もん)句(く)の一つも言わなければ気がすまなかった。だから真吾は大(おお)股(また)で電話ボックスに歩みより、扉(とびら)を開け、無(む)造(ぞう)作(さ)に受話器を取って耳にあてた。すると。

「やっほー、元気ぃー？」

　全身から力が抜けていくような、能(のう)天(てん)気(き)な声が聞こえてきた。間違いない。真吾たちを世界を救う『選ばれし者』に仕立て上げた、張(ちよう)本(ほん)人(にん)だ。

「あれ？　どうしたの？　元気ない？」

　すっかり気(き)勢(せい)を削(そ)がれた真吾は、受話器を手にしたまま、大きくため息をついた。

「なによ、挨(あい)拶(さつ)代わりにため息なんて失礼ね。まあいいわ、今回もちょっとお願いがあるんだわ。実は、また世界の危機が迫(せま)って……」

「ふざけんなぁぁぁぁぁぁ！」

　咄(とつ)嗟(さ)に、言葉を遮(さえぎ)って怒(ど)鳴(な)っていた。

「ま、まま、またか!?　またなのか!?　そう言われてむりやり世界の危機に立ちむかわされて、俺(おれ)たちがどれだけ苦労したかわかってるのか!?　それがまただって!?　いいかげんにしてくれよ！　もう世界の危機とかはこりごりだ！　誰(だれ)か他の、もっと世界の危機を救うのにふさわしい奴に任せてやれよ！」

「ん、ああ、だいじょぶ、だいじょぶ。今回は一人、新しいメンバーを加えるから」

「ちっともだいじょうぶじゃなぁぁぁぁい！　つーか、人の話聞いてるか!?　俺はもうイヤだって言ってるんだよ！」

「えー、そんなこと言われたって、もうどうしようもないんだけど」

「何でだよ！」

「いろいろと都(つ)合(ごう)があるのよ」

「こっちの都合も考えてくれ！　だいたい、俺のあの能力で、これ以上、どうやって世界の危機に立ち向かえっていうんだよ！」

「ああ、あの力ね。うん、それもそうだわな。じゃあ、こうしよう。きみの能力を、もっと強力にパワーアップしてあげる」

「ぱ、パワーアップ？」

「そう。それなら、なんとか世界の危機に立ち向かえるんじゃない？」

「ん、まあ、それに仲間が一人増えるなら、なんとか……」

「よし、交(こう)渉(しよう)成立！　じゃあ、パワーアップしてあげるね」

「え!?　でも、まだ俺――」

「遅(おそ)い。もうパワーアップしちゃったわよ」

「いいっ!?」

　自分の体を見回してみるが、どこも変わったところはない。

「って、ちょっと待て！　俺の力をパワーアップしたところでたかがしれてないか!?　あの力なんだぞ!?」

「言ったでしょ、もう遅いって」

「なにぃ!?」

「ま、そういうことだから頑(がん)張(ば)ってね。あ、世界の危機に関して、今回はちゃんと説明があるから。詳(くわ)しいことは新しいメンバーの子に聞いてね。それじゃっ！」

　一方的に切られた。

　真吾は受話器を片手に、呆然と立ちつくした。

　まただ。また理(り)不(ふ)尽(じん)なこの仕打ちだ。

　こうなってはもう、どうしようもない。

　真吾はもう一度、あの力で世界の危機に立ち向かわねばならないようだった。

　真吾が神様から授(さず)かった能力。

　それは、「スカートをめくる力」なのだった。
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「――きて……、――ちゃん、起きて……」

「ん、うん……？」

　誰かに呼びかけられる声で、宮田真吾は夢から覚めた。

「お兄ちゃん、起きてよ。早くしないと学校に遅(おく)れちゃうよ？」

「ううん……あと五分……」

「五分じゃないよ。ほら、早く起きて！　時間がないんだから！」

　むりやりふとんを剝(は)がされる。

「う、ううん……、誰だよ、俺をギャルゲーの主人公の妹みたいな起こしかたをする奴は……」

「なに意味不明なことを言っている」

　豹(ひよう)変(へん)する言葉遣い。そこで真吾の頭はようやく覚(かく)醒(せい)した。重いまぶたを開くと、そこには一人の少女が真吾を見下ろしていた。

「さっさと着替えろ。寝ぐせを直せ。学校へ行くぞ」

「あ……、リーナか……。……って、リーナ!?」

　真吾は飛び起きた。

　目の前にいる少女はリーナ。異世界の王女様であり、一度は世界を危機に陥(おとしい)れた張本人であり、ひょんなことから真吾の婚約者となってしまった一三歳の女の子である。

「ど、どうしてここにいるんだよ！」

「なんだその言いぐさは。貴様を起こしに来たに決まっているだろう」

「なんで起こしに来る必要があるんだ！　そ、それに、そのかっこうはどうした!?」

　リーナは、なぜか幼稚園の園児服を着て、頭には黄色い帽(ぼう)子(し)をのせ、肩からやはり黄色い幼稚園バッグを提(さ)げていた。
















「なんなんだよ、そのかっこうは」

「妹の『こすぷれ』だ！」

「本当に妹なのかよ！」

「トランクィロ様が『このかっこうで朝起こされて、メロメロにならない男はいない』とおっしゃっていたのだ」

　トランクィロとは、リーナの世界の神様である。地球の、それも日本の偏(かたよ)ったエンターテインメント事情に、やけに詳しい神様なのだ。

　真吾は起き抜けから脱力せざるをえなかった。

　妹で、幼稚園児という設定。いったい、真吾のことをなんだと思っているのだろうか、その神様は。

　世界の危機を強引にねじ伏せてから一週間、リーナは毎日のように真吾の家にやってきては一緒に登校している。リーナは最近、真吾をメロメロにしてやろうとあれやこれやの手を使って家にまで押しかけてくるのだ。

　ただ、リーナは真吾のことが好きではないらしい。

　真吾にスカートをめくられたことが原因で強制的に婚約者にされた上、自分の好みの男性――強くて男らしい――とはかけ離れているため、好きになる理由がない。しかし、真吾と結婚しないと、リーナの世界はいろいろと不都合があるのだ。

　自分の置かれた立場と自分自身の気持ち。相(あい)反(はん)する事実がリーナを悩(なや)ませていたが、最近になってその辺は吹っ切ったようだ。

　せめて、真吾を自分の魅力でメロメロにさせて、従(じゆう)順(じゆん)な犬のようにしつけた上で、自分の世界に連れ帰ろう。好きではないが、自分に忠(ちゆう)実(じつ)であれば、結婚相手としてしかたなくではあるが受け入れよう。そういう妥(だ)協(きよう)があったらしい。だから、トランクィロの指示もあって、今朝のような暴(ぼう)挙(きよ)が毎日のように行われているのであった。

　もちろん、真吾としてはいい迷(めい)惑(わく)だ。多少は自分の責任もあるが、勝手に婚約者にされた上に毎日のように押しかけ女房をされるのだ。これで本当に、リーナが真吾のことを好きならば、まんざらでもない気分になったかもしれない。しかし、リーナは真吾のことが好きではないというのは明白だったし、それを態度に出し、さらにはちょっとしたことですぐ暴力をふるう。今(け)朝(さ)のような男心をくすぐろうとする作戦も、あくまで「神様に言われたからただ実行している」というようにしか、真吾には思えないのだ。

「あのなぁリーナ、おまえはなにもわかってない」

「なんだと？」

　真吾はベッドの上に座り込んで、話し込む態(たい)勢(せい)に入る。

「いいか、確かに、女の子に起こされるというシチュエーションに男は弱い。妹だとか幼稚園児だとかいう設定はひとまず置いておくとしても、そこはあえて否定しないさ。だけど！」

　真吾の目が、カッと見開かれる。

「それはあくまでも、自分に対して明確な好意を持っているという前(ぜん)提(てい)条(じよう)件(けん)が付く！　ねぼすけの兄を『しょうがないなぁ』『だらしないなぁ』と思いつつも、そんな兄が愛(いと)しい、そんな兄も大好きだ、という好意がにじみ出てこそ男は喜び、夢中になるんだ！　それがおまえはどうだ！　好意なんてかけらほどもありはしない！　セリフもただ言わされているだけ！　そんなんでよく妹のコスプレなんかする気になったな！　肝(かん)心(じん)なのは愛だ！　誰よりもはやく兄の顔を見られるという幸せを、無(む)防(ぼう)備(び)な寝顔を見られるという特(とつ)権(けん)を、『起きて』の一言に、体を揺さぶる行為に魂(たましい)を込めて表現しなければなんの意味もない！　妹ならなおさらだ！　表立っていちゃいちゃできない分、朝の起き抜けの時間を最大限活用して兄に甘えようというそぶりが男心をくすぐるというのに、おまえのはなんだ！　ただ『お兄ちゃん』といってるだけじゃないか！　幼稚園児という設定も生かされていない！　やるなら舌足らずな口(く)調(ちよう)でもっと子供らしい感じを出してみろ！　これじゃちっとも萌(も)えないぞ！　見た目が良ければなんでも許されると思うな！　そんなんで俺をどうにかしようなんて、一〇〇年はやいわ！」

　リーナはきょとんと真吾の顔を見ていたが、やがて眉(まゆ)をひそめてしみじみと頷(うなず)いた。

「何を言っているのかさっぱりわからんが、貴様が変態だということはよぉーっくわかったぞ」







　真吾が着替えて部屋を出ると、廊(ろう)下(か)で高校の制服姿になったリーナが待ちかまえていた。

「……どうやって着替えたんだ？」

「園児服の下に着込んでいただけだ」

「ますますもって、おまえのコスプレには『愛』がないっ」

「貴様は変なとこにこだわりすぎなのだ！」

　言い合いながら階段を下りる。

「おはよー」

「あ、おはようございます」

　台所に入って、朝食をとるために自分の席へと座る。

「はい、ご飯です」

「お、ありがとう」

「それとみそ汁です」

「どうもどうも」

「お茶は飲みますか？」

「朝は紅茶だっていつも言って……」

　そこまで会話して、真吾はようやく違(い)和(わ)感(かん)に気付いた。

　自分と会話しているのは母親のはずだった。しかし、その声がやたらと若く、可愛(かわい)らしい。真吾は会話を交わしている相手に目を向けると、果たしてそこには、声の通り、若くて可愛らしい少女が立っていた。

「ほ、穂香(ほのか)!?」

　そこにいたのは住(すみ)吉(よし)穂香だった。真吾と同じ、神様に選ばれた「選ばれし者」の一人である。

　その穂香の隣(となり)に、真吾の母親である由(ゆ)紀(き)子(こ)が、意味深な笑みを浮かべて二人のやりとりを見守っていた。

「お、やっと起きたかねぼすけ。リーナちゃんもごくろうさま」

「うむ、この程度のこと、造作もない」

　リーナと由紀子は、すでに顔なじみである。

　真吾は目を丸くして尋(たず)ねた。

「ほ、穂香がどうしてここに？」

　穂香は照れたようにはにかむと、鞄(かばん)の中から弁当箱を取りだした。

「はい、これ」

「え？」

　差し出された弁当箱と穂香の顔を見比べる。

「今日、ちょっとおかずを作りすぎちゃって、それで、よければ真吾くんに食べてもらおうと思って」

「え、でも、俺、母さんに弁当作ってもらってるし……」

「ああ、今日はお弁当ないから」

「はぁ!?」

　母親のサラッとした一言に、真吾の声は裏返った。

「いやあ、つい忘れちゃってね。ごめんごめん。でもちょうどよかったわぁ。穂香ちゃんのおかげでおばさん、助かっちゃった」

「い、いえ、そんな……」

　真吾はふと、由紀子が後ろ手に弁当箱を隠し持っているのを見つけた。

「おい、その手に持ってる弁当は……」

「これは私の」

　またしてもサラッと言われる。

「今日は天気がいいから、近所の人たちとピクニックに行こうって話になってね。それで急に自分の分を作ったはいいけど、おかげで真吾の分がなくなっちゃって……」

「さっきと言ってることが違うぞ！　作り忘れたんじゃなかったのかよ！」

「細かいことは気にしない」

「ぜんぜん細かくないだろ！」

「うるさいなぁ。男のくせにケツの穴が小さいわね」

「け、ケツ……」

「とにかく、あんたの弁当はなし。だからありがたく、穂香ちゃんのお弁当をいただきなさい」

　なんだ、この強引な展開は。

　首を捻(ひね)る真吾だったが、そこさえ目をつむれば、実は穂香の弁当というのは魅力的だった。なにしろ女の子の手作り弁当である。まだ生まれてから一度も味わったことのない、高校生が憧(あこが)れる三種の神(じん)器(ぎ)の一つである。……残り二つが何かは知らないが。

　それでも、気(き)恥(は)ずかしさから思ってもいないことを口にしてみる。

「それなら、コンビニとか購(こう)買(ばい)でもいいんだけど……」

「代わりがあるのに余計なお金を使わす気かい？　最近はうちも家計が厳(きび)しいんだから」

「あ、もしよろしければ、これから毎日お弁当作ってきますけど」

「え、いいの？　いやあ、それだったらおばさん助かっちゃうわぁ。ごめんね、このお礼はいつかきっとするから、ありがたくお言葉に甘えるわん。ほら、真吾もお礼をいいなさい」

　後頭部をつかまれ、強引に頭を下げさせられる。

「い、いえ、いいんです。私が好きでやってることですし、いろんな料理に挑(ちよう)戦(せん)してみたいと思っていたので……」

　なにやら話がどんどん決まっていく。

　真吾は弁当を受け取るが、妙にイヤラシイ笑(え)みを浮かべる母親が気になってしかたがなかった。

「なんだか、わたくしだけ置いていかれてるような会話だが……」

　リーナが所(しよ)在(ざい)なげに漏(も)らしたが、置いていかれているのは真吾も同じだった。

　そのリーナに、穂香はちらりと視(し)線(せん)を向ける。リーナは視線に気付くが、そのときにはすでに穂香は由紀子との談(だん)笑(しよう)に戻っていた。

「じゃあ、そろそろ行くか」

　真吾に促(うなが)され、学生三人は家を出る。その際、穂香はリーナの背中を見つめ、真吾の背中を盗み見ながら、一つ頷いた。

「穂香ちゃん、頑張ってね」

「ふぁ……！」

　いきなり耳元にささやきかけられ、穂香は飛び上がった。

　見れば由紀子が、意(い)味(み)深(しん)に片目をつむってみせている。

　どういう意味が込められているのかはわからない。ただ……。

　自分の気持ちを完全に見(み)透(す)かされているのは確かなようだった。それで応援されているのか、ただ煽(あお)って楽しんでいるだけなのか。その辺はよくわからなかったが。







　住吉穂香は、真吾と同じく神に選ばれた「選ばれし者たち」の一人である。真吾と学校こそ違うが、同い年で、一番最初に出会った仲間同士だ。

　登校中の会話は、自然と今日見た夢の話になる。

　どうやら穂香も、同じ夢を見たらしい。

「新しく仲間が加わるって言ってたよなぁ。何か感じる？」

　穂香が神様から授かった能力は、仲間と世界の危機を感(かん)知(ち)する能力である。

　穂香は答えた。

「やっぱり、この近くにいるみたいですね」

「また町内かよ！」

　選ばれし者は全部で五人なのだが、その全員が同じ町内に住んでいるのだ。

「どんな人でしょう」

「頼むからまともな人間であってほしい……」

　しみじみと言うのは、全員があまりまともな人間ではないからだ。一人に関しては人間ですらない。リーナは呆(あき)れたように言った。

「それにしても、貴様らの世界は、よくよく危機に陥る世界だな」

　二週間ほど前、地球は侵(しん)略(りやく)を目的に攻め込んできたリーナ率(ひき)いるオクターヴァ人によって危機に陥った。もちろん、真吾たちの活(かつ)躍(やく)により危機は脱(だつ)したのだが、それが原因で真吾とリーナは婚約者となってしまい、さらに別の「世界の危機」が発生してしまったのだ。

　そして、今回の件である。一カ月足らずの間に三度目の危機がやってきたのだから、リーナが呆れるのもムリはないが、真吾たちの世界に危機をもたらした張本人が言うのはどうだろう。

「だが安心しろ。この私に任せておけば、ちょっとやそっとの危機なら見事に撃(げき)退(たい)してやる。必要とあればオクターヴァの民(たみ)、五億六〇〇〇万がいつでも駆(か)けつけられるよう手配してやってもいいぞ？」

「そんな大群、駆けつけられても迷惑なだけだ！」

　それ以前に、まだどんな危機が訪(おとず)れるのかわからないのだ。

「今回は、新しいメンバーが詳しいことを聞いているんですよね？」

「どこまで詳しく聞いてるかは怪(あや)しそうだけどなぁ」

　あのいいかげんな神様のことだ。ろくな説明をしていない可能性はおおいにあった。

「それじゃあ、私はこの辺で」

　真吾の通う県(あがた)ヶ丘(おか)高校の校門まであと三〇〇メートルというところで、穂香は真吾たちと別れた。穂香は美(み)須(す)々(ず)ヶ丘(おか)女子高というお嬢様学校に通っているため、異(い)性(せい)交(こう)遊(ゆう)には敏(びん)感(かん)なのである。たとえ友人であっても、異性と一緒に歩いていたと知れたら、よくて停(てい)学(がく)、悪くすれば退(たい)学(がく)もありえるのだ。

「それじゃあ、また放課後に」

「はい、それじゃあ、失礼します」

　穂香は道を外れ、県ヶ丘を大きく迂(う)回(かい)して自分の学校に向かう。

　ふと振り返って、真吾と肩を並べて歩くリーナを羨(うらや)ましく思いながら、何(なに)気(げ)なく県ヶ丘の校舎に目を向けた。

　そこで穂香は感じ取った。

　真吾や他の選ばれし者たちと同じ、温かい波(は)動(どう)を。

　穂香の力は、選ばれし者を感知する能力である。その力が、県ヶ丘の校舎に新しい仲間がいることを教えてくれる。

「真吾くんと、同じ学校……？」

　穂香は思わず足を止め、立ちつくした。

　それがどうしたというのか。いや、でも……。

　このときの穂香は、なぜか、不吉な予感にさいなまれるのだった。




３




　リーナ・シェン・フィス・オクターヴァは異世界人である。どういった手を使ったかは知らないが、地球での戸(こ)籍(せき)を手に入れ、某(ぼう)国(こく)のお姫様として、真吾が通う県ヶ丘高校にむりやり乗り込んできたのである。

　お姫様などという触れ込みで転校してくれば、全校生徒の話題にならない方がおかしい。最初は、リーナが高(こう)貴(き)な血を引いているということで、これまで生徒たちは遠(とお)巻(ま)きに見守るだけだった。しかし、最近は転校したての頃のようなとげとげしさがなくなり、話しかければ鷹(おう)揚(よう)ながらも応対してくれるので、リーナはいつの間にかクラスの、さらには学校のアイドル的存在になっているのだった。

　リーナとしては、自分が知らないことを尋ねればちゃんと答えてくれるし、お菓子などのオクターヴァにはあまりない食べ物をよく差し入れてくれるので、生徒たちを無(む)下(げ)に扱(あつか)う理由はない。しかも、真吾と違ってちゃんとお姫様扱いしてくれるのがリーナには嬉(うれ)しく、また気分がいいものだった。

　リーナが何か食べたいといえば、いろんなところからお菓子や食べ物が差し出される。何かおもしろいものはないかというと、漫画やらゲームやらが次々に出てくる。リーナはこの漫画とゲームがお気に入りで、休み時間はもちろんのこと、学校が終わってもオクターヴァへ持ち帰るほど夢中になっているのだ。

　そうした扱いを受けていたので、リーナは自分の王族としての血が生徒たちを手なずけたのだと胸を張るが、実際はそんなことはなく、生徒たちは小さい子供が無理して偉ぶっているのが可愛くて、ついついかまってしまっているだけなのだ。それはほとんど、幼児やペットに対する可愛がりかたと大(たい)差(さ)なかった。

　今日も今日とて、教室に入ると、真吾を押しのけるようにして男女の群れがリーナを取り囲んだ。早速、さまざまな貢(みつ)ぎ物(もの)がリーナに提(てい)供(きよう)される。

　手先の器(き)用(よう)な女の子は動物をかたどったビーズのアクセサリーを、お金に余(よ)裕(ゆう)のある男子生徒は指輪やイヤリングなどの装飾品を、料理に自信がある子は手作りクッキーを、お金も技術もない男の子は、一〇円程度の駄(だ)菓(が)子(し)を何十種類も取りそろえてリーナに差し出す。

　リーナはその様子にいたく満足のようで、「よきにはからえ」といわんばかりに受け取っている。真吾としては、そんなにこいつがいいのかよと、クラスメイトたちの正(しよう)気(き)を疑うのだった。

「あいかわらず大人気だな、あのお姫様は」

　声をかけてきたのは、親友の楢(なら)川(かわ)大(だい)輝(き)だ。

　外見は誰もが認めるいい男なのだが、いかんせん、その行動原理があまりにも謎(なぞ)なため、どこか一般人とは一(いつ)線(せん)を画(かく)した感のある男である。リーナを中心にもりあがるクラスメイトたちを、ただ一人、遠くから客(きやつ)観(かん)視(し)できるという一点だけでも、彼の特(とく)異(い)性(せい)がよくわかるだろう。

　その大輝は、無(む)言(ごん)で真吾を廊下に連れ出した。

「昨日も、おまえのおかげでいいものが撮れたぜ」

　廊下の突き当たりで、隠すように真吾へ渡したのは、一冊のアルバムだった。中に収められているのは写真である。だが、ただの写真ではない。この中には、大輝が趣味のカメラで撮影した、さまざまな決定的瞬間が収められているのだ。

　真吾は最初のページを開き、そこに収められていた写真を凝(ぎよう)視(し)した。

　そこにはクラスメイトの三(み)田(た)潤(じゆん)子(こ)の姿があった。

　三田潤子は、物静かでおしとやかな、メガネと三(み)つ編(あ)みお下げがよく似合う美少女である。趣(しゆ)味(み)は読書で、休み時間などに本を読む姿をよく目にする。

　あまり口数の多いほうではないが、話しかければおっとりとした笑顔で耳を傾(かたむ)けてくれるし、一緒に会話をしていると、どんな内容でも心が落ち着いて、軽くなっていってしまう。まるで、マイナスイオン発(はつ)生(せい)装(そう)置(ち)のような雰(ふん)囲(い)気(き)を持った少女なのだ。そんな彼女は真吾の好みのタイプだったし、クラスメイトの中にも彼女のファンは何人か存在する。その彼女がついに、大輝のコレクションに加わったというのだ。

　真吾は慎(しん)重(ちよう)に、ページをめくった。

　すると、そこには斜(なな)め上からのアングルで撮られた潤子の姿があった。もちろん、これがただの写真であるはずがない。

　よく見れば品(ひん)行(こう)方(ほう)正(せい)な彼女にしては珍(めずら)しく、ネクタイを緩(ゆる)め、ブラウスの第一ボタンを外して制服を着(き)崩(くず)していた。そんなだから当然、胸元はややはだけ、意外にボリュームのあるふくらみが垣(かい)間(ま)見(み)える。

「これは二日前のだな」

　二日前といえば、六月だというのに気温が三五度を超えた日である。なるほど、それは確かに、三田潤子であっても涼(りよう)を求めてこんな格好になるのもしかたがない。

　だが、この写真はそれだけではなかった。

　潤子は顔をこちらへ向けているのだ。アングルが斜め上からだから、潤子の顔も自然に上向きになる。そうすると、彼女の白い喉(のど)元(もと)と可愛らしい鎖(さ)骨(こつ)のラインまでが丸見えになるのだ。そこから続く胸元への一連の造(ぞう)形(けい)が、息を呑(の)むほどにきれいだった。

　さらに、である。

　どういったわけか、潤子は笑っているのだ。

　おそらく、撮影者である大輝に向かって笑いかけているのだろうが、その笑顔がまたなんともやばい。

　笑顔と言っても、それは慎(つつ)ましやかな、控(ひか)えめな笑顔である。だが、その笑顔に喉元、鎖骨、胸元という三要素を組み合わせると、とんでもない想像が可能となるのだ。

　胸元を開き、まるで喉を鳴らすようにほほえみかける少女。そんなかっこうでなぜほほえむのか。何を求めているのだろうか。それはまるで妖(よう)精(せい)の誘(さそ)いだった。無(む)垢(く)な少女の大(だい)胆(たん)な告白だった。

　この白い肌を、甘い声を響かせる喉を、豊かにふくらんだ胸を、あなたの好きなようにしていいんです……。そう問いかけるようではないか。奥(おく)手(て)な少女の懸(けん)命(めい)な自己主張。一夏の体験に身を委(ゆだ)ねようという葛(かつ)藤(とう)と決意までが見え隠れするようなこの姿！

　真吾は興(こう)奮(ふん)して次のページをめくった。

「これが、俺とおまえの共同作業の成(せい)果(か)だ」

　大輝が注(ちゆう)釈(しやく)を入れるが、途中から真吾の耳には入らなくなった。

　そこには、スカートがめくれ、ピンク色のパンツをさらす潤子の姿があった。

　これは真吾も見覚えがあった。昨日、真吾の力で彼女のスカートをめくり、すかさず大輝が写真を撮ったのだ。そのときも確かにパンツは見えた。しかし、それだけだった。だが、写真として決定的な瞬間を切り取った光景を目にすると、そこにはただのパンチラではおさまらない、恐るべき光景が写し出されていた。

　咄嗟に反応したのだろう。前のほうはどうにか手で押さえることができたようだが、後ろは失敗したらしい。右手でスカートを押さえようとしたのだろうが、押さえ込むことができず、腕と体の間に挟み込んでしまい、まるで自分からスカートをまくり上げているように見える。

　さらに。

　その押さえ込もうとした右手に、彼女は本を持っていた。目を凝らして確認すると、その本のタイトルが「夏への扉」であることがわかった。その本が、潤子の下着を隠す最後の砦(とりで)のように、置かれている。

　真吾の体は疼(うず)いた。

　六月も中盤にさしかかったこの季節、下着を露(ろ)出(しゆつ)する少女。それを隠そうとして隠しきれない、「夏への扉」という本。夏への扉、である。夏への扉を開いた先にあるものはなんなのか。半分見えているだけに、真吾の想像は止まらない。しかも、前の写真とのコンビネーションで、想像はふくらみ続ける。

　一夏の経験を望む少女。けれど、恥ずかしくて、はしたなくて、そんなことは自分からは言い出せない。だから精(せい)一(いつ)杯(ぱい)の、さりげない主張をするしかない。私の心の扉を開けて欲しい。私のすべてをさらけ出せる扉を開けて欲しい。

　写真の中の潤子は恥ずかしさをごまかすかのように、少し頰(ほお)をふくらませて顔を赤くしている。

　気付いて欲しいのに、誰も気付いてくれない。そんなもどかしさを感じさせるような姿は少女の新たな一面を垣間見させるのと同時に多(た)感(かん)な思(し)春(しゆん)期(き)の情――

「――念をもきりとったまさにメモリアルショット！　世の男共よ、なぜ彼女の心の叫(さけ)びに気付かない！　彼女は待っているはずだ！　自分の心の扉を開けてくれる人を！　ええい、誰も行かないなら俺が行く！　待っていろ三田潤子！　俺が今こそ、夏への扉を開けてや――」

「真吾ぉぉぉぉぉぉぉ！」

「――るぅわぁぁぁぁぁぁ！　な、なんだ、どうした大輝！」

「どうしたもこうしたもない。今回もやっちまってたぞ」

「う、そ、そうだったのか」

「ああ。しかも、いつも以上にハードで危険な感じでだ」

「ご、ごめん」

「気にするな。想像でそこまでトリップできるおまえの姿が俺の糧(かて)になるんだ」

「う、うん、でも、さすがだよ、大輝」

「いや、この状況を作りだしたのはおまえの力だ。真吾の力なくして、この無(む)限(げん)のファンタジーは存在しえなかった」

　二人はニヤリと笑い、拳(こぶし)と拳を軽くぶつけあった。

　無限のファンタジーとは、たった一枚の写真から連(れん)鎖(さ)的(てき)に広がり、今まで垣間見ることのできなかった一面や真実をさらけだし、そこから想像の翼(つばさ)をはばたかせ、さらなる幻(げん)想(そう)へと誘う、大輝のスペシャルテクニックである。

　真吾はいつも、そんな大輝のテクニックの相(しよう)伴(ばん)にあずかっていただけだったが、スカートをめくる力を手に入れてからは、真吾も無限のファンタジーを生み出す側へとまわったのだった。その最初の成果がこれである。

　決定的瞬間を待つことしかできなかった大輝にとって、その決定的瞬間をいつでも作り出せる真吾の力は、まさに神が与えた恩(おん)恵(けい)そのものだった。真吾もまた、他に使い道のないこの力を活用できるとあって、張り切っているのだ。

「あ、そういえば……」

　真吾は大輝に、今朝見た夢のことを話した。また世界の危機が来るらしいということに大輝はあまり関心を示さず、それよりも真吾の力がパワーアップしたという部分に食いついた。

「どうパワーアップしたんだ？」

「いや、まだ何も試してないからわからないんだ」

「そうか。ならば、試すしかないな」

　ということで、早速実験に移ることになった。

　ところが、いくら試しても、真吾の力はあいかわらずスカートをめくるだけだった。特に変わったことは起こらない。二人は首を捻った。

「……どういうことだ」

「さあ……」

「まさか、パワーアップさせたと思っていたら、実はしていなかったとか、そういうオチじゃないだろうな」

「それはないと思うけど……」

「となると、なにか別なやり方みたいなのがあるのかもな？」

「別なって、どんな？」

「俺にもわからんが、しばらくいろいろと試してみよう」

「そうだな……」

　とはいえ、どうすればいいのかさっぱりわからない。

　悩んでいるうちに、チャイムが鳴ってしまった。







　ホームルームの時間になったが、担任の梓(あずさ)川(がわ)柚(ゆず)子(こ)はやってこなかった。それを差し引いても教室内がいつもよりざわめいているので、真吾は大輝に訊(き)いてみた。すると大輝は、このクラスに転校生がやってくるのだと告げた。

「転校生？　こんな中(ちゆう)途(と)半(はん)端(ぱ)な時期に？」

「その中途半端な時期に、あのお姫様もやってきたわけだがな」

　その通りである。

　しかし、この時点ではその辺の符(ふ)号(ごう)を、真吾は意識しなかった。まさか自分を目的に二人も転校してくるとは思わなかったし、そうそう都合のいい話があるわけがないとたかをくくっていた。

「はーい、みなさん静かにしてくださーい」

　そう言って、担任の柚子がやってきた。彼女は教卓の前に立つと室内を一(いち)瞥(べつ)すると、妙に爽(さわ)やかな笑顔になった。

「はい、もう噂(うわさ)は聞いていると思いますが、転校生がこのクラスにやってきます。男子生徒の皆さん、喜びなさい、転校生は女の子、しかも美少女です！」

　教師としてそれはどうよという発言をするが、クラスの男連中は大いに盛り上がった。

「そして女子生徒のみなさん、もしかしたら強力なライバル出現！　となるかもしれませんよぉ。頑張ってくださいねぇ」

　他人の恋愛ごとが大好きな柚子は、余計なことまで言って煽る。そう言われたら、男子としても女子としても、気にならざるをえなかった。いったい、どんな美少女がやって来るというのか、と。

「では、どうぞー」

　柚子の合(あい)図(ず)と共に、一人の少女が教室に入ってきた。

　その瞬間、室内は静(せい)寂(じやく)に包まれた。

　やってきたのは、なぜか巫(み)女(こ)服(ふく)を着た小(こ)柄(がら)な少女だった。そう、神社でしかお目にかかることはないであろう、巫女服だ。左の胸あたりに、何かの文字を崩したような紋(もん)様(よう)が描かれているのが印象的である

　クラスメイトのほとんど全員が、呆(あつ)気(け)にとられて口を開いていた。

　巫女服の女の子は柚子の言うとおり、たしかに美少女だった。
















　整(ととの)った顔立ちも、可愛らしくも引き締まった口元も、きめの細かい白い肌(はだ)も、そして、黒(こく)曜(よう)石(せき)のような深い輝きを放つ瞳(ひとみ)も、まるで精(せい)巧(こう)に作られた人形のように、ほれぼれするような造形を成している。

　だが、それ以上に生徒たちを惹(ひ)きつけ、ある意味で突き放したのは、その雰(ふん)囲(い)気(き)だった。

　じっとその場に立っているだけなのに、まぶしいような神(こう)々(ごう)しさを感じてしまう。

　黒曜石のような瞳で一瞥されるだけで、思わずひれ伏(ふ)してしまいそうなほどの威(い)厳(げん)を感じてしまう。巫女装(しよう)束(ぞく)というのが、いっそう拍(はく)車(しや)をかけているのかもしれない。

　だから、生徒たちは男女問わず、冷やかしの声も、歓(かん)声(せい)も上げることができずに固まってしまったのだ。

　真吾もまた、その雰囲気に呑まれかけていた。完全に呑まれなかったのは、呑まれる寸前に隣の席のリーナが真吾の椅(い)子(す)にケリをかまして注意を逸(そ)らしてくれたからに他ならない。

「あ、あれ？」

　そんな中、いかにも心(しん)外(がい)だ、と言うように、柚子は首を捻った。

「なに？　なんなんですか、この反応？　おっかしいなぁ、もっとこう、大騒ぎになるのを期待してたのに……」

　この転校生の魔(ま)性(しよう)とも言うべき神々しさを、柚子だけは感じていないようだ。ただ鈍(にぶ)いだけなのか、それとも大人の余裕のなせる業(わざ)なのか、よくわからなかったが。

「うーん、じゃあ、自己紹介お願いします。盛り上がりに欠けてやりにくいと思いますけど」

　それはあんただけだ。

　そんな突っ込みを、クラスの全員が行った。

　転校生は一瞬、とまどったような表情を見せたが、やがてゆっくりと、口を開いた。

「……清(せい)内(ない)路(じ)、清(きよ)美(み)です」

　以上。以下、沈(ちん)黙(もく)。

「……えっと」柚子は困ったように転校生の顔を覗(のぞ)き込(こ)んだ。「それだけ、ですか？」

「……他に、何を言えばいいか、わからないから」

「……あ、そ、そうですか……。そうですよね、転校初日で、緊(きん)張(ちよう)してますもんね！」

　やりにくそうにしながらも、柚子は続ける。

「えー、清内路さんは家の都合により、学校指定の制服ではなく、巫女さんの衣装で通うことになっています」

　どんな都合だ、それは。

「……って、この反応のなさはどういうことですか！　普通、巫女さんが学校に通うってなったら、もっとこう、いろんな反応があるんじゃないですか!?」

　そんな柚子の嘆(なげ)きを遮るように、転校生が呟(つぶや)いた。

「……は、いますか？」

「え？」

　その言葉を聞いた柚子は、反射的に聞き返した。

「えっと、何て言いました？」

「……ですから」特に感情の浮かばない声で、繰り返す。「……宮田真吾くんは、どこにいますか？」

　自分の名前が出てきて、真吾はひっくり返りそうになった。同時に、クラス中の視線が自分に集まるのがわかる。

「……宮田くんと清内路さんは、お知り合いなんですか？」

　知らない。

　真吾が首を振ると、転校生の少女も首を振った。ただ、後にこう付け加えた。

「……顔を合わせるのは、初めて」

「はっ？」

　真吾だけでなく、柚子を含むクラス全員が唖(あ)然(ぜん)とした表情になる。それにかまわず、転校生は悠(ゆう)然(ぜん)と歩き出し、真吾の元へとやってくる。

「……初めまして、宮田真吾くん」

「あ、は、初めまして。えっと……、清内路さん？　なんで、俺のこと、知ってるの？」

「……決まっているから」

「な、何が？」

　転校生はここで初めて、恥じらうような、喜びを抑え込むような、ささやかな笑顔になって、言うのだった。

「……あなたと私は、結(むす)ばれなければならない」

「へ？」

「……そして」

　さらなる、超(ちよう)弩(ど)級(きゆう)の爆弾発言。

「……あなたと、私で、子供を作るということが、決まっているの」

　怒(ど)濤(とう)のような沈黙が流れた。

　誰も、何も反応できない。当の真吾に至(いた)っては、頭が真っ白になって、灰になる寸前だった。

「な、なんなのだ、貴様はぁ！」

　そんな中、真っ先に反応を示したのはリーナだった。

「き、貴様！　それは、シンゴがわたくしの婚約者と知っての暴言か!?」

　転校生はリーナを一瞥するが、すぐに関心を失ったかのように真吾に目を戻した。

「……真吾くん」

「は、はい？」

「……私は、いつでもだいじょうぶだから」

　何が。

「……だから、早く、赤ちゃんを、作ろうね」

「ひ、人の話を聞けぇぇぇぇぇぇぇ！」

　リーナの怒声も、彼女には届かないようだった。

　柚子は痛むらしいこめかみを押さえながら、真吾に告げた。

「……宮田くん、あとで国語研究室まで来なさい。とっっっても大切なお話があります」

　俺が話すことは何もないんだけどなぁ……。

　混乱する頭の中で、そう冷静に切り返す自分を、真吾は他人事のように眺めていた。







　ホームルーム終了後、嵐(あらし)のようなクラスメイトたちの追(つい)究(きゆう)と、額(ひたい)に青(あお)筋(すじ)を浮かべて転校生に詰め寄るリーナを尻(しり)目(め)に、真吾は柚子の後について、国語研究室へと向かった。

「確認します」

　研究室の自分の席に腰を下ろし、柚子はまっすぐ、真吾の顔を見(み)据(す)えた。

「清内路さんと宮田くんは、今まで顔を合わせたことがないんですよね？」

「ありません」

「親(おや)御(ご)さん同士の交流もないんですよね？」

「親のことまではよく知りませんけど、清内路なんて名前は一度も聞いたことがありません」

「なのに、その……、子供を作ることを前(ぜん)提(てい)にお付き合いをする？」

「し、しませんよ」

「でも、清内路さんはとっても乗り気ですよね？」

「なんでそんなに乗り気なのか、俺が知りたいくらいです」

　柚子は困ったように頰を撫(な)でた。

「……どういうことなんでしょうか」

「さあ……」

　本当に、どういうことなのだろう。

　また何やらよからぬことが、自分の預(あず)かり知らぬところで決まっているのではないかという不安が、真吾にはあった。だが柚子は、それとは違う心配をしているようだった。

「宮田くん、リーナさんはどうするんですか？」

「え、どうするって……」

「彼女は宮田くんの婚約者ですよね？」

　その事実は全校生徒に知れ渡っており、リーナも公言していることなので、違うと否定したところであまり意味がない。だから真吾としては、「俺は、そんなつもりはないですけど……」としか言いようがないのだった。

　柚子は大きくため息をついた。

「リーナさんに清内路さん、それに、美須々ヶ丘の女の子。もてもてですね」

「いや、もてているというか……」

　本当にもてているのなら、むしろ望むところである。それに、美須々丘の女の子――穂香のことだ――に関しては、そういういろっぽい話とは無関係である。

「私としては、若いうちにいろんな経験を積むのはいいことだと思います。けれど、限度というものがありますからね」

「は、はあ……」

「特にリーナさんとの間に問題が生じたら、それは国際問題にもなるわけですから。ですから教師として言います。リーナさんを泣かせるようなことだけは、絶対にしないでください。もちろん、最終的には宮田くんの意思を尊(そん)重(ちよう)しますが、そのためにリーナさんに辛(つら)い思いをさせるのは、先生、許しませんからね」

「……肝(きも)に銘(めい)じます」

　どう繕(つくろ)おうと、柚子が安心できる言葉は言えないのだ。

　だから真吾がまずやらなければならないのは、清内路清美が、なんの目的で真吾との関係を迫っているのかを突き止めることだった。







　国語研究室を出ると、リーナと大輝が待ちかまえていた。

「何か情報は得られたか？」

　大輝の問いに、真吾は首を振って答えた。

「あの女、いったい何を考えているのだ。わたくしの追究も素(そ)知(し)らぬふりで、ついに一言も口をきかなかったぞ」

　リーナが唸(うな)ると、その張本人が姿を現した。その後ろには、野(や)次(じ)馬(うま)根(こん)性(じよう)丸出しのクラスメイトが大勢、遠巻きに見守っている。

「あ、あのさ、清内路さん？　えっと、どういうことなのか、説明してくれるかな？」

　真吾が言うと、清美は抑(よく)揚(よう)のない声で、淡(たん)々(たん)と答えた。

「……そうしろって、神様が言ったから」

「神様？」

　そこでハッとなる。神様といえばこの場合、一つのものしか指さない。

「もしかして、きみは……」

　コクリと、頷く。

「……私が、六人目の選ばれし者」

「そ、そうなんだ……。いや、それと俺のことと、どう繋(つな)がるの？」

「……世界を、救うため」

　清美は相変わらず感情の見えない黒曜石のような瞳で、言った。

「……私と真吾くんが子供を作らないと、世界が、滅(ほろ)びるから」




４




　放課後。

　真吾が通う県ヶ丘高校から五分ほど歩いたところにある河原(かわら)に、選ばれし者たちは集合していた。

　季節は六月も半(なか)ばを過ぎ、日差しは日に日に強さを増していくようだった。それでも、風通しの良い水辺では、涼しい風が肌を撫でていくため、あまり暑さは感じない。

　にもかかわらず、選ばれし者たちは、約一名を除(のぞ)いてじっとりと汗をかいていた。理由は簡単だ。体感的な暑さではなく、理解しがたい状況を前にした一種の冷や汗が、彼らの全身を流れているのだった。

「納(なつ)得(とく)いかねぇぇぇぇぇ！」

　清内路清美の話を聞いて、最初に大声を張り上げたのは小学生の八(や)坂(さか)光(みつ)夫(お)だった。小学生のくせに生(なま)意(い)気(き)で言葉遣いが荒く、男嫌いな節(ふし)のある思春期真っ盛りの少年である。

「なんでだ!?　なんで真吾ばかりがもてる!?」

「もててねぇ！」

「よ、世も末なんだな、薫(かおる)……」

　と、人形片手に世をはかなんでいるのは松(まつ)川(かわ)淳(じゆん)。二十歳(はたち)になる浪(ろう)人(にん)生(せい)で、オタクで、人形に話しかけ会話までする危ない青年である。

「清美殿、まさか真吾にたぶらかされたのではあるまいな」

「んなわけあるか！」

「いや、そうでもなくてはこの事(じ)態(たい)に説明がつかん……」

　しみじみと言うのは、犬のタロウである。犬のくせに人(じん)語(ご)を解(かい)し、やけに親(おや)父(じ)臭(くさ)く、人間の女性にも発(はつ)情(じよう)する、エロドッグの異(い)名(みよう)をとる成犬である。

　この三人（一匹含む）に、穂香と真吾を加えた五人が、選ばれし者たちである。

　その穂香は、新しく加わることになった六人目の選ばれし者を前に、さかんに首を捻りながら、困(こん)惑(わく)した表情で口を開いた。

「あの、清内路さん？」

「…………」

「どうして、真吾くんと、その、子供を作らないと、世界が滅びるんですか？」

「…………」

「あの……」

「…………」

「…………」

　穂香は涙目になって振り向いた。

「し、真吾くぅん……」

「俺に振るのか!?」

　清美はまったく会話というものを成立させる気がないらしい。穂香たちがどんなに話しかけても、まるで口を開こうとしないのだ。

　唯(ゆい)一(いつ)、真吾が話しかけると、ぽつりぽつりながらも話してくれるのだが、それもけして歯切れがいいものではないため、なかなか話が進まないのだった。

「おい、シンゴ」

　苛(いら)立(だ)ちもあらわに、リーナが声をかける。

「どうやらこの女は、貴様以外とは口をききたくないらしい。それでもわたくしはかまわんが、かんじんな部分だけは聞き出さねばなるまい。世界の危機はなんなのか、そのためにどうしてシンゴが必要なのか、この女が知っていることをとっとと吐(は)かせろ」

　苛立ちながらも、他のメンバーよりも落ち着いているのは、清美の爆弾発言を聞いてから時間が経(た)っているからだろう。それに加え、世界の危機というものが関わっているため、まずは話を聞こうと努(つと)めて冷静を装(よそお)っているのかもしれない。

　何しろ彼女の世界「オクターヴァ」は、現在も真吾とリーナが結婚して子供を成さねば世界は滅びるという危機に瀕(ひん)しているのだ。自分とまったく同じ境(きよう)遇(ぐう)の清美に、どこか自分を重ね合わせている部分もあるのかもしれない。

　とにかく、このままでは謎が多すぎる。言われたとおり、真吾は清美と会話を試(こころ)みた。

「あの、清内路さん？」

「……み」

「え？」

「……清美、そう呼んで」

「え、で、でも……」

「……子供を作るのに名(みよう)字(じ)で呼び合う。……おかしいから」

　そうかもしれないが、そもそも前提がおかしくないだろうか。

　とにかく、会話を成立させるために真吾は腹をくくった。

「えっと、清美、さん？」

「……清美」

「…………」

「……呼び捨て。……男の人は、そうでないと、おかしいから」

「あぅ……」

「おい真吾！　さっさとしろ！」

　もどかしいやりとりに、光夫がせかす。そんなこと言われても、と真吾は目で訴(うつた)えたが、誰も助け船を出してはくれなかった。しかたなく、もう一度、腹をくくる。

「き、清美……」

「……なぁに、真吾くん」

　なんの感情もうかがい知れない声で、返事をする。

　やっと会話が成立したことにちっとも喜べないまま、真吾は続けた。

「んっと……、あれ？　何から聞けばいいんだっけ？」

「まず、世界の危機について聞いてください」

　穂香が耳打ちしてくれる。すると、ここで初めて、清美の表情に変化が見られた。眉根を寄せて、少しだけ不(ふ)機(き)嫌(げん)そうな顔になる。

「……真吾くん、その女から離れて」

「は？」

「……他の女に、真吾くんは渡せない」

　唖然となる。

「お、おいおい。穂香は清美の話を順序立てて説明できるようにアドバイスしてくれてるだけじゃんか」

「……それが、その女の狙(ねら)い。……そうやって理由をつけて、真吾くんに近づこうとしてる」

「ふぇっ？」

　とんでもない言いがかりに、穂香は困ったように笑って、胸の前で手を小さく振った。

「あ、あはは、その、私、そんなつもりはないですよ、はい、ないですよ」

「……女は計算高い、油断するな。……神様が言ってた」

　言ったのか、神様が。そんなことを。

「あ、あはは、あの、すいません真吾くんあとはよろしくお願いします」

　妙(みよう)に慌(あわ)てて、穂香は真吾から離れた。

「……で、今回の世界の危機はなんだって？」

　穂香を睨(にら)むように警(けい)戒(かい)しつつ、清美は口を開いた。

「……私の家は、神社なの」

「あ、だからそのかっこうなのか」

　巫女装束のことである。

　だが意外にも、清美は首を振って否定した。

「……神様に言われたから。……神社の娘は、巫女服を着ないとダメだって」

　言ったのか、神様が。そんな現実にありもしないことを。

　いきなり神社という関係ない話が出てきたが、そこから話さねば説明できないというので、真吾は黙って先を促した。

　清美は聞かれたことしか答えなかった。だから、いちいち真吾が質問し、先を促さないとちっとも話が進まなかった。また、必要最低限のことしか口にしないため、真吾たちが世界の危機についての詳(しよう)細(さい)を知るには、ずいぶんと時間がかかった。

　話を要約すると、次のようになる。

　清美の家は県(あがた)町(ちよう)の隣にある石(いし)割(わり)村(むら)にあるという。清美の家は、村で唯一の神社らしい。その清内路神社には、宝(ほう)物(もつ)殿(でん)と呼ばれる開かずの倉庫がある。そこには遙(はる)か昔に清内路一族と神が協力して倒した「魔(ま)神(じん)」が封(ふう)印(いん)されているらしい。その魔神が、近々復活するのだという。

「ちょっと待て！　なんだそのテレビゲームのラスボス的ネーミングセンスの奴は！」

「……よくわからないけど、世界を危機に陥れる、悪い奴。……神様が、そう言ってた」

「そいつが復活すると、世界は滅びるのか？」

「……うん」

　困惑する真吾の横で、タロウが盛(せい)大(だい)にため息をついた。

「神様に異世界人に独(どく)立(りつ)思(し)念(ねん)体(たい)、そして今度は魔神か……。いったいどうなっているのだ、この世界は」

　それは真吾のほうが訊きたい。

　わずか一カ月足らずの間に、これまで信じてきた常識が、ずいぶんとひっくり返されてきている。この分だと、まだまだ自分たちの知らない事実が飛び出てきそうだ。

「近々って、あとどれくらいなんだ？」

「……五日後」

「五日後!?」

「はやっ！」

　正確には、五日目となる午前零(れい)時(じ)に復活するという。

　真吾たちの驚きが一段落するのを待ってから、清美はさらに続けた。

　選ばれし者たちは、その魔神を再封印するか、完全に倒すかをしなくてはならないらしい。だが、魔神の力は強力で、いくら神から力を与えられた選ばれし者たちでも敵(かな)わないという。

　そんな奴にどうやって立ち向かうのだと問いつめると、清美は一つも表情を変えずに、リーナに目を向け、指さした。

「……あなたの、魔(ま)剣(けん)が必要なの」

　突然に目を向けられて、リーナはきょとんとしたあと、険(けわ)しい表情で清美を警戒した。

「貴様、なぜブルレスケのことを知っている」

「……神様に、教えてもらったから」

　魔剣とは、文字通り「魔」を断(た)つ剣であるという。魔神の強大な力の前では、真吾たちでも敵わない。しかし、魔剣があれば、魔神を倒すことが可能だというのだ。

　もしくは、魔神が完全に復活する前に、その魔剣を楔(くさび)として宝物殿に打ち込み、再封印を施(ほどこ)すかのどちらかを選べるらしい。

　これにリーナは鼻で笑ってみせた。

「ブルレスケを楔などにするのはもってのほかだ。この魔剣はオクターヴァの至(し)宝(ほう)であり神器だ。手放すことなどできん」

「……でも、魔神は強いから」

「わたしくは戦(いくさ)の民だ。魔神であろうがなんだろうが、ブルレスケが共にあれば無敵だ。おまけにその魔神はブルレスケが弱点なのだろう？　ふん、もはや勝ったも同然ではないか」

　得意満面のリーナだったが、清美はふるふると首を振った。

「……それだけじゃ、意味がない」

「なに？」

「……それだけじゃ、魔剣の本当の力は、発(はつ)揮(き)されない」

「本当の力!?」

　真吾たちも驚いたが、持ち主のリーナまでもが驚いていた。

「って、なんでリーナまで驚いてるんだよ！」

「い、いや、そんな話、わたくしも知らなかったんだ」

　本当に、初耳だったらしい。リーナは呆然としている。

「じゃあ、どうすれば本当の力ってやつは発揮できるんだ？」

　そこで、清美はなぜか絡(から)みつくような視線を真吾に向け、自分と、真吾と、最後に自分のお腹を指さす。真吾はイヤな予感がした。

「まさか……」

「……そう」

　イヤな予感を堪(たん)能(のう)する間も与えず、清美は相変わらず淡々と、言った。

「……魔剣の力を発揮するには、私と、真吾くんの子供が、必要」

「ちょっと待ったぁぁぁぁぁぁぁ！」

　すかさず突っ込んだのは光夫である。

「ど、どどど、どういう理(り)屈(くつ)だぁ！」

　清美は光夫に目を向けるが、すぐに興味なさそうに視線を真吾に戻す。

　清美と真吾が子供を作らなくてはならないのは、清美が魔神を封じ込めた一族の末(まつ)裔(えい)であり、真吾が世界の危機＝強大な力、を呼び寄せる特(とく)殊(しゆ)な運命の持ち主であることが関係しているというのだ。その二人の力を合わせ、さらに二人の血を受け継いだ子供の力が合わさることで、ようやく魔神を討ち滅ぼすだけの力を発揮することができるのだ。

　真吾は唖然とせざるをえなかった。

　確か前回の世界の危機でも、真吾が世界の危機を呼び寄せているとか、真吾が世界の危機の中心にいるだとか言われたような気がする。なんでそんなことになってしまうのかさっぱりわからないし、自分が特殊な存在であると認識できる心当たりもないのだが、どうやらそのちっともありがたくない特性は、今なお健(けん)在(ざい)らしい。

　ここまで来ると、真吾は真剣に考えざるをえなくなった。自分はいったい何者なのか。自分に呼び寄せられる世界の危機とはいったいなんなのか。それを突き止め、根(こん)本(ぽん)から解決しなくては、何度でも同じことが繰り返されそうで怖かった。そうならないためにも今回の件は、積(せつ)極(きよく)的(てき)に解決すべきなのかもしれない。そうすればなにか、自分の謎に関して手がかりがつかめるかもしれないから……。

「一つ、いいか？」

　言葉のない真吾に代わって、タロウが口を開く。

「昔、神と共にお主(ぬし)の祖(そ)先(せん)が魔神と戦ったと言っていたが、魔剣のないただの人間が、その魔神とやらと戦えたのか？」

　だが、清美は答えない。タロウは真吾の足を鼻先でつついた。

「ど、どうなんだ？」

「……そのときも、神様は祖先に力を与えたの」

「なるほど」

　大きく頷いてから、タロウは切りこんだ。

「『も』ということは、神は今回も、お主に何か力を与えたのだな？」

「……与えたのか？」

「……うん」

　一同、ざわめく。何しろ選ばれし者たちの攻撃力は、極(きよく)端(たん)に偏っているのだ。新しい力が戦(せん)況(きよう)を大きく左右するのは確かだろうから、みんなが目の色を変えるのも無理はなかった。

「で、どんな力を授かったんだ？」

「……男の人を、誘(ゆう)惑(わく)する力」

「なんだそりゃ!?」

「……男の人を、メロメロにする力」

「いや、そうでなくて」

「……じゃあ、やってみる」

　言うなり、清美は真吾の瞳を覗き込んできた。しばらくは覗き込まれることに居(い)心(ごこ)地(ち)の悪さを感じていた真吾だったが、突然、たとえようのない感覚がせり上がってきた。

　頰が熱くなり、鼓(こ)動(どう)が激しくなる。清美に見つめられていることが恥ずかしくて、でも嬉しくて、ドキドキする。どうしたのかわからない。けれど、清美の顔を改(あらた)めてみることで、その理由がわかった。

　可愛い……。

　思ったよりも小作りな顔も、ふっくらとした唇(くちびる)も、慎ましやかにとがった鼻も、真吾を見つめる黒曜石のように輝く瞳も、どれもが可愛らしく、愛しい。

　そんな清美が、甘く囁(ささや)く。

「……真吾くん、私のこと、好き？」

　相変わらず抑揚はないが、鈴の音のような声に、すっかりのぼせ上がった真吾は、迷わずうなずいた。

「ハイ、好キデス、清美サマ」

「なにぃ!?」

　ギャラリーは全員、絶(ぜつ)叫(きよう)する。中でも穂香とリーナの声は、突き抜けて大きかった。

　かまわずに、清美は続ける。

「……私のこと、愛してる？」

「ハイ、愛シテマス、清美サマ」

「……私のこと、抱きしめたい？」

「ハイ、抱キシメタイデス、清美サマ」

「……じゃあ、抱きしめて」

「ハイ、抱キシメマス」

　と言って、真吾はためらいもせずに清美の体を抱きしめた。

　悲鳴のような歓声を上げたのは男連中で、正(しよう)真(しん)正(しよう)銘(めい)の悲鳴を上げたのは穂香であり、あまりのことに言葉がないのはリーナだった。そんな彼女らをよそに、清美はさらに続ける。

「……私と、キスしたい？」

「ハイ、キスシタイデス、清美サマ」

「……それじゃあ、キスして」

「ハイ、キスシマス」

「お、おい……」

　さすがにやばい展開になってきたと光夫は止めようとするが、清美と真吾はかまう素振りを見せない。

　抱き合った体を離し、清美は顎(あご)をあげ、真吾はその小さな顔を両手で包み込む。そして、ゆっくりと二人の顔が接近し、互いの唇が触れ……。

「死ね、この破(は)廉(れん)恥(ち)漢(かん)がぁぁぁぁぁぁぁ！」

「げはぁっ！」

　ずどらがしゃぁ！

　リーナのジャンピングエルボーが真吾のこめかみに突き刺さった。勢いあまった真吾は吹っ飛んで、変な態勢で地面を転がる。しばらくぴくぴくと全身をひきつらせていた真吾だったが、どうにか体を起こすと、リーナを睨みつけた。

「こらぁ！　い、いきなりなにするんだよ！」

「貴様の胸に訊いてみろ！」

　反(はん)論(ろん)するリーナは、どこからか魔剣を取り出してかまえる。

「げっ。ちょ、ちょっと待った。俺が何をした？　何をしたっ!?」

「……覚えていないというのか？」

「えっと……」

　懸命に思い出すと、とんでもない光景が脳(のう)裏(り)に蘇(よみが)ってきた。

　自分は、清美を好きだと言ったか？

　自分は、清美を抱きしめなかったか？

　自分は、清美と、キスしようとしなかったか？

　そこまで思い出して、血の気が引いた。改めてリーナの顔色をうかがったが、うかがうまでもなくブチ切れているのは確実だった。

「ま、待て！　誤(ご)解(かい)だ！　不(ふ)可(か)抗(こう)力(りよく)だ！　あれは俺じゃない！　俺の意思じゃない！」

「では、なんだというのだ」

「き、清美だ！　清美の力だ！」

　清見に目を向けると、彼女はコクリと頷いた。

　そう、真吾は清美の「誘惑の力」で誘惑されていたのだ。そうでなければ、頭がぼんやりして、夢心地な気分で急に清美のことを愛しいと思ったりするはずがない。

　そのことを懸命に説明し、必(ひつ)死(し)で弁明するが、リーナの怒りは収(おさ)まらず、それどころか穂香もショックを受けたように表情を引きつらせ、男連中からは冷たい視線を浴びせかけられる。

「なな、なんでそんな反応なんだよ！」

「誘惑されたと言っているが、心の片隅ではもうけものとか思っているんじゃないか？」

「んなわけあるか！　清美を抱きしめた感触とか、思い出せなくて残念に思ってるくらいだうわやめろぉぉぉぉぉ！」

　真吾の首の辺りを、リーナは魔剣で水平になぎ払った。後ろに倒れ込んでどうにかやり過ごしたが、命の危険は去りはしなかった。

「貴様は一度、性(しよう)根(ね)を叩(たた)き直したほうがよさそうだな」

「そんな物(ぶつ)騒(そう)なもので叩き直されたら死ぬわ！」

「バカは死ななければ治るまい！」

「無(む)茶(ちや)言うなぁ！」

　そこへ、真吾を守るように清美が割って入った。

「……真吾くんを、いじめないで」

「いじめてなどいない。せめて人として、まっとうに生きられるよう、矯(きよう)正(せい)しようとしているだけだ」

　えらい言われようである。

　真吾は言い返そうとしたが、それよりはやく、清美はリーナを睨みつけた。

「……真吾くんは、世界を守る鍵(かぎ)。……真吾くんを傷つけようとする人は、たとえ仲間でも、許さない」

「む……」

「……許さない」

　珍しく、リーナが気(け)圧(お)されている。

　リーナは舌打ちすると、魔剣をしまい、大きく息を吐いた。

「貴様もどこか頭がおかしいようだな。シンゴとは今日、初めて会ったのだろう？　そんな男と、いきなりその……、子供を作るようなことをして平気なのか？」

「……平気」あっさりと、返す。「……だって、そうしないと、世界が滅ぶから」

「では質問を変えよう。貴様はシンゴのことが好きなのか？」

「……好きとか、よくわからない。……だけど神様が、それしか方法はないって言ってたから。……だから、私は真吾くんと赤ちゃんを作るの」

「簡単に言うなよ……」真吾は困り果てた。「だいたい、五日間じゃ子供は産めないだろ」

「……私の中に命が宿れば、それで魔剣は力を発揮する。だから、だいじょうぶ」

「そ、そうだとしてもさ……」

　真吾の言葉は、途中で尻すぼみになって消えていった。

　清美はとまどった表情を見せていた。世界を救うにはこれしか方法がない。なのに、どうして仲間たちはじゃまをし、真吾は乗り気でないのか。その辺がまったく理解できないという顔だ。

　どうしてそう割り切れるのかわからなかったが、割り切っている以上、説(せつ)得(とく)するのは難しいように思えた。              

「……魔神の復活まで、あと五日。……昨日(きのう)の今日だから、正確にはあと四日。……はやくしないと、時間がない」

「ま、まあな」

「……子作りは、一回で成功するとは、限らないし」

「だぁぁぁ、わかったから！　ひとまずその話は置いておこう！　急にそんなこと言われたって困るんだ！　こっちも心の準備が必要なんだよ！」

　このままでは、有(う)無(む)を言わさずに清美に押し切られそうだった。リーナは怒り心(しん)頭(とう)のままだし、淳に光夫、タロウは半ば高みの見物を決め込んでおり、穂香に至っては、なぜかうつむきかげんでじっと黙(だま)ったままである。だから、いったん清美とは距離を置いて、仲間たちと話し合う時間が欲しかった。

　そんな真吾の心(しん)境(きよう)を察(さつ)したわけではないだろうが、清美は引き下がった。ただ、最後に「……でも、他に方法がないことだけは覚えておいて」と、念を押すことは忘れなかったが。

　この日はこれで、解散となった。
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　解散となるはずだった。

　真吾に送って欲しいという清美を、二人きりにするとどうなるかわからないと全員で駅までついていき、バスに乗って帰るのを見送ってから、彼らは再び、駅前の広場で頭を付きあわせた。

「さて……」

　清美が乗ったバスが見えなくなると、光夫は一つ、咳(せき)払(ばら)いをした。

「どういうことだ、真吾ぉぉぉぉぉ！」

「俺が知るかぁぁぁぁぁ！」

「魔神を倒すには魔剣が必要で？　その魔剣が本当の力を発揮するにはおまえとあの女が子供を作らなきゃいけない？　んなアホな話があるかぁぁぁぁぁ！」

「だから、俺が知るかぁぁぁぁぁ！」

　怒鳴りあう二人に、帰宅途中の学生や、買い物帰りの主婦が何事かと目を向ける。

「二人とも、少し落ち着け」

　タロウが首を振りながら二人の間に入ってきた。

「確かにバカらしい話だ。しかし、清美殿はその話を信じている。あの誘惑の力を使って、むりやりにでも真吾を襲(おそ)おうとしているのも、おそらく本気だろう」

「それって世界を救う道具にされるってことだろ？　そんなのはゴメンだ！」

「で、でも、も、もし他に、せ、世界を救う方法がなかったら、ど、どうするんだな？」

　淳の言葉に、誰も意見することができない。

「……状況を整理するぞ」

　光夫が全員の顔を見回して、言う。

「まず、世界の危機だ。これはあの女の家で封印されている魔神が復活するってことだよな？　そんなやつ、本当にいるのか？」

「いるだろう」

　タロウが即(そく)答(とう)する。

「そうでなければ神が我々に世界の危機を警告し、清美殿を新たに加える理由がない」

「じゃあ次だ。その魔神は本当に、世界を滅ぼせるだけの力を持っているのか？」

「それも同じ理由で肯(こう)定(てい)できるだろう。しかも、神は我々だけでは勝てない、王女の魔剣が必要とさえ言っているのだ。あのいいかげんな神がそこまで言(げん)及(きゆう)している限り、魔神の力は我々の想像を超えるものだと思っていいだろう」

「それじゃあ、本当に、俺たちの力だけじゃ勝てないのか？」

「神の言葉を信じるのならば、勝てないのだろうな」

「勝てない、イコール真吾はあの女と子供を作るしかない。そういう図式か？」

「うむ」

「おい、真吾」

　急に呼びかけられて、真吾はしゃっくりのように息を飲み込んだ。

「おまえは世界を救うためなら、好きでもない女と寝たりできるのか？」

「ね、寝るって、おまえ、小学生が……」

「この際、表現なんかにかまってられないだろ。どうなんだ？」

「そりゃ、こんなおいしい話はそうそうないだろうし、清美もなんだかんだでけっこう可愛いし、いざとなったらまあ、残念ながらというか、しかたないというか、ほら、まあ、なんだ、そういうことになってしまうのも、遺(い)憾(かん)ながらやぶさかではない――」

　ふと、殺(さつ)気(き)を感じた。

　穂香がジトッとした目で真吾を睨み、リーナがものすごく爽やかな笑顔で魔剣を手にしていた。

「――なんて、言うわけないじゃないか。あはは、こんなのは、その……、いろいろ間違ってると思うし、たぶん」

「たぶん？」

「いや、絶対。確実に。断言できる」

　リーナは呆れたように肩をすくめて剣をしまったが、穂香の目はどこかふてくされたように真吾を睨みつけたままだった。

　光夫は続ける。

「まともな人間関係からすれば間違ってるだろうさ。けどな、世界を救うためには正しいことだろう？　そこはどうなんだ？　あくまで人間らしい関係を優先するか、世界の平和を優先するか。俺たちはまず、そこをはっきりさせておくべきなんじゃないか？」

　今回はある意味、誰も犠(ぎ)牲(せい)にすることなく世界を救える状態だ。ただ一点、世界を救うためと割り切って、心を通わせていない相手と子供を作ることが前提となるが。

「キヨミは、割り切っているようだがな」

　リーナが言うと、その場の空気が重くなる。

「割り切っているというより、そうすることが当然って感じだったぜ」

　普通、見も知らぬ男と子供を作れとか言われたら、抵抗を覚えるはずだ。しかも、昨日の今日の話である。リーナはまさに、納得いかないまま真吾の婚約者となっているわけだが、清美は何もかも受け入れ、さも当然のように振る舞っているのだ。一般的な常識から考えれば、ありえないことである。では、彼女は何(な)故(ぜ)、当然のように受け入れることができるのか。答えは出なかった。

「とにかく、俺たちは納得できない。真吾がおいしい目にあうということも許せない」

「そこが問題なのかよ！」

　形はどうあれ、そこは全員の意見が一致するところであった。問題は、では、どうやって世界を救うのか、ということになる。

　リーナの魔剣を楔にして再封印できない以上、基本的には、復活した魔神と正面からぶつかって倒すしかないだろう。しかし神様は、それでは勝てないというのだ。

「思うんだけどさ」

　光夫が声を潜(ひそ)めて言う。

「俺はその神様の言ったことってのが、怪しいと思うんだが」

「どう怪しいんだ？」

「いいか？　そこの王女の魔剣が必要だっていうところまではいいとしよう。けど、力を発動させるために真吾と、あの女と、その子供が必要だなんて、おかしくないか？」

「そう、か？」

「そうさ。あまりに条件が厳しすぎる。この条件にあう奴がいなければ、魔剣の意味がないじゃないか」

　それは確かに、そうかもしれない。

「リーナが知らなかった、っていうのもポイントだよな」

　オクターヴァ創(そう)世(せい)のころから共にあった剣である。しかも、リーナたちにはトランクィロという神様が、地球では考えられないくらい身近にいるのだ。それで魔剣について何も知らないというのは、あまり考えられないのではないだろうか。

「自分の愛剣に自分の知らない秘密があるというのは気持ちが悪いな」

　いつの間にか魔剣を手にしていたリーナが、その刀(とう)身(しん)を撫でながら呟く。

「リーナのとこの神様なら、何か知ってるんじゃないか？」

　真吾は思いつきで言ってみたが、リーナは深く考え込んだ。

「……トランクィロ様に訊いてみるか」

「そうしたほうがよさそうだな。ところで、どうやって訊くんだ？　オクターヴァに帰ればどこでも声が聞こえたりするのか？」

「いや、オクターヴァでも王宮の神(しん)託(たく)の間でしか神の声は聞くことができない。しかし帰って尋ねるのでは時間がかかる。貴様らに伝えるのは明日になってしまうしな。それでは気持ちが悪いだろう」

「そうだけど、じゃあ、どうするんだ？」

「緊(きん)急(きゆう)の呼び出しをする。おい、この辺に『でんわぼっくす』とかいうものはあるか？」

「電話ボックス？　そんなもの、どうするんだ」

「トランクィロ様と、『でんわ』で連絡を取る」

「ちょっと待て、おまえのとこの神様も連絡手段は電話なのかよ！」

「こちらの世界では、『でんわ』が一番、連絡が取りやすいのだそうだ」

　いったい神様が住む世界と自分たちの世界はどう繋がっているのか。妙なとこで庶(しよ)民(みん)的(てき)すぎて、威厳もありがたみもあったもんじゃない。

　とはいえ、魔剣についての疑問を解消する必要はある。すぐに連絡が取れるというなら、このさいなんでもよかった。

　幸い、ここは駅前である。探し回るまでもなく、すぐ側(そば)に電話ボックスはあった。

「おいシンゴ。これはどうやって使うのだ？」

「知らないんかい！」

「むっ。わたくしたちの世界にそんなものはないのだ。知らなくて当然だろう」

　だったらそんなものを連絡手段にするな。

　真吾はしかたなくリーナと二人で入って、使い方の説明をした。

「なるほど、この『だいやる』で『ばんごう』を回せばいいのだな」

「決まった番号とかあるのか？」

「うむ、これだ」

　制服のポケットから取り出したのは、一枚の紙(し)片(へん)。覗いてみると、そこには１０９１６－３０－８３１という、電話番号らしきものが書かれていた。ただ、明らかに、通常の番号とは数も並びも異なっている。

「この番号って何か意味があったりするのか？」

「うむ、こちらの数字で１０９１６(トランクイロ)－３０(さま)－８(ばん)３(ざ)１(い)という語(ご)呂(ろ)合(あ)わせになっているのだ」

「ふざけてんのか、おまえの神様はぁぁぁぁぁ！」

「ふざけてなどいない！　非常にわかりやすく、かつ、覚えやすい番号ではないか！」

　ボックス内で言い合っていると、光夫がドアを蹴(け)りつけてきた。

「何グズグズしてるんだ！　さっさとしろ！」

　二人は「こいつが！」と互(たが)いを指さしたが、これ以上は本当に時間のムダなので、言いたいことを飲み込んで電話に集中することにした。

　リーナの指がダイヤルを回す。そして、コール音が三回鳴ったところで、相手が電話に出た。真吾が受話器に耳を近づけると、そこから若い女の声がした。

「もしもし、トランクィロです」

　真吾は脱力して電話機にもたれかかった。

　もしもし、か。神様の第一声がもしもしなのか。

　どっかの誰かの「パンパカパーン！」に比べればましかもしれないが、やはり威厳とか、神々しさに欠けるような気がする。

　そんな真吾をよそに、リーナは慣(な)れたように会話を交わす。

「リーナです」

「リーナさんですか。この秘密回線を使っているということは、今は地球ですね？」

「はい」

　神様の所にもあるのか、回線が。

　そうした突っ込みどころにさえ目をつむれば、トランクィロの声は、神様らしかった。

　神様というより、女(め)神(がみ)様、と言うべきだろうか。

　真吾たちが会話を交わした神様よりも、ずっと落ち着いた雰囲気で、声も透(とう)明(めい)感(かん)のある優しい声だ。それでいて、電話越しにも気(き)品(ひん)や強さのようなものも感じさせる。

「一つ、トランクィロ様にお訊きしたいことがあります」

「あら、なんでしょう」

「ブルレスケについてです。あれには、わたくしも知らない本当の力というものがあると聞いたのですが、トランクィロ様はご存じですか？」

　わずかに沈黙したあと、トランクィロは言った。

「本当の、力？」

　リーナは清美が言ったことを伝えた。すると、トランクィロはまるで何かを探(さぐ)るように、ゆっくりと尋ねた。

「それは……、誰に聞きました？」

「地球の神、つまりラメントです」

「ラメントが……」

　考え込むような間のあと、返ってきたのは予想外の言葉だった。

「それは、おかしいですね」

「おかしい？」

「はい。確かに、ブルレスケには魔を貫(つらぬ)く力があります。実際、あなた方の祖先が危機を乗り越えることができたのは、その力によるところが大きいのです。しかし、そのような条件が付くというのは初耳ですね」

「これは、トランクィロ様がお作りになったのではないのですか？」

「いいえ、違います」

　否定され、リーナは意外そうに目を見開いた。

「ブルレスケは、あなた方の祖先が生まれる前から、ずっとオクターヴァにあったのです。いつからそこにあったのかは、わたくしにもわかりません。ただ、強力な力を秘(ひ)め、魔を貫く剣の存在は、わたくしたちの間でも有名でしたから、わたくしはそれを誰にも使われないように封印していたのです」

　わたくしたち、ということは、他にも神様みたいなのが何人かいるということなのだろうか。真吾は疑問に思ったが、口を挟(はさ)むことはしなかった。

「有名ではありましたが、その正体はよくわかっていません。ブルレスケを手元に置いている私が知らないことを、ラメントが知っているというのは考えにくいことですが……」

「ということは、あの情報はウソ、ということですか？」

「かもしれません。ただ、新しい何らかの情報を得たという可能性はあります。そうなると、ラメントの言うことは正しいということになりますね」

　ふと思い出したように、トランクィロは話題を変えた。

「魔剣が必要ということは、何かあったのですか？」

「魔神、とやらが復活するらしいのです」

「魔神、ですか……」

　疲れたようなため息が聞こえてくる。

「そこにも、魔神がいるのですね」

「そこにも？」

「魔神は、神になりそこねた人間のなれのはてです。しかし、その力は強大であるがゆえに、多くの災(わざわ)いをもたらしました。リーナ、あなた方の祖先を襲ったのも、その魔神たちなのです」

　これにはリーナも驚いたが、真吾も興味をそそられる話だった。

「魔神はオクターヴァにも、そしてそちらの世界にも数多く存在しています。そのほとんどは、倒されたり、封印されたりして害を及ぼすことはないのですが……、ごくまれに、封印が解(と)けたり、姿をくらましていた者が何らかの時期を見はからって現れたりすることはあります」

「今回も、その一つなのですか？」

「おそらく。気をつけてくださいね、リーナ。魔神は神のなりそこねとはいえ、神に近づこうとするだけの力を持った存在です。間違っても、魔剣を奪われることがないようにしてください」

「はい、心(こころ)得(え)ております」

　真吾は二人のやりとりが、何だか神様との会話というより、師(し)匠(しよう)と弟(で)子(し)の会話のように感じられた。もしくは、教師と生徒、か。トランクィロにはあまり尊(そん)大(だい)さを感じず、リーナもトランクィロを敬(うやま)ってはいるが、服(ふく)従(じゆう)するようにへりくだっているわけでもない。まさに師弟関係と呼ぶのがふさわしいような気がした。

「他に、何かありますか？」

　そう訊かれて、リーナは真吾に目を向けた。真吾は少し考えたが、これ以上尋ねることはなさそうなのでうなずいた。

「いえ、以上です」

「そうですか」

　真吾はいま聞いたやりとりを仲間たちに伝えたが、結局のところ、神様の話は怪しいが、確(かつ)固(こ)たる証(しよう)拠(こ)がないので噓(うそ)くさい、という程度にとどまるしかなかった。そもそも、神が噓をつく必要性がわからない。だから、限りなく怪しい話であっても、噓であると言いきれないのであった。

「じゃあ、しばらくは様子を見るしかないのか？」

　光夫の結論に、真吾と淳は頷いたが、タロウとリーナは賛(さん)同(どう)しなかった。

「しばらくというが、そんなに余裕はないだろう」

「あと四日だったか？」

　確かに、神様の真意を計るには時間がない。どうしたものかと悩むが、やはり結論は出なかった。

「穂香はどう思う？」

　真吾はこれまでずっと黙っていた穂香にふってみたが、穂香は曖(あい)昧(まい)な笑みを浮かべて「いえ、特に……」と答えるだけだった。

「どうした、穂香殿。なにやら調子が悪そうだが……」

「はい、いえ、その、なんでもないです。だいじょうぶです」

「あんまりだいじょうぶそうに見えないけど……」

　タロウと真吾の心配を振り払うかのように、穂香はもう一度「だいじょうぶです」と言って、にっこり笑ってみせた。それを見届けて、光夫が方針を打ち出す。

「とにかく時間がない。なにもしないで待つのもムダだから、一度、魔神が封印されてるところを見に行くべきじゃないか？」

「清美の家に行くっていうことか？」

「ああ」

　魔神に関する情報が少なすぎるのだ。それは確かに、必要かもしれない。

　清美の家がある石割村にはバスで三〇分ほどかかる。時刻表を覗いてみると、石割村行きのバスは一時間に一本あるかないかだったが、時間帯が幸いしたのか、次のバスは一五分後だった。

　中途半端に時間が空(あ)いてしまったので、真吾は話題を提供するために切り出した。

「そういえばみんな、神様から新しい力とかもらったりした？」

「はんっ」なぜか、光夫に鼻で笑われる。

「あの神様がそんなサービス精神旺(おう)盛(せい)なわけないだろ。今回も言いたいことだけ言って、さっさと切られたぜ」

「ぼ、僕も、そ、そうだったんだな」

「右に同じく」

　どうやら、誰も戦力アップについて口を挟む暇(ひま)がなかったらしい。

「穂香は？」

「私も、です」

「ってことは、パワーアップしてもらったのは俺だけか……」

　これに、男三人が音の速さで食いついてきた。

「ぱ、パワーアップだと!?」

「ど、どど、どんなふうにパワーアップしたんだな!?」

「聞かせてみろ！　いや、見せてみろ、真吾！」

　おおいなる期待を持たれたようだが、真吾としては残念な報告しかできない。何がどうパワーアップしたのかわからないと言うと、しかし男たちは相変わらず目を輝かせたまま、真吾に詰め寄ってきた。

「いや、真吾にはわからなくても、俺たちが見ればわかるかもしれないじゃないか！」

「じ、実(じつ)践(せん)と、そ、その検(けん)証(しよう)は、だ、大事なんだな！」

「さあ、試してみるがよい！　拙(せつ)者(しや)たちがじっくりと観察してやろう！」

　鼻息の荒い三人の目が、穂香に向けられる。

「え？　え？　え？」

「さあ、真吾！」

「し、真吾くん！」

「やれ、真吾！　それが世界のためだ！」

　促され、彼らの目的に思い当たる。

「そ、そうだよな。うん、確かめてもらうのは必要だよな」

　そうして、真吾も穂香に目を向ける。これに、当然ながら穂香は慌てふためいた。

「ちょ、ま、待ってください！　そんな、ダメ……！」

　真吾は最後まで言わせなかった。穂香のスカートに意識を集中させ、手首を返しながら腕を振り上げる。

「めっくれろー」

　と同時に、穂香のスカートが綺(き)麗(れい)にめくれあがる。「おおっ」と歓声を上げながら、男たちは穂香のあられもない姿を期待した。

　だが、それは果たせなかった。穂香はめくれあがったスカートを押さえつけることもせず、仁(に)王(おう)立(だ)ちしていた。

「なにぃ!?」

　真吾たちは愕(がく)然(ぜん)とした。なんと穂香は、スカートの下に、ブルマをはいていたのだ。

「ば、バカな！」

「ブルマだとぉ!?」

「えへへ、いつまでも、やられっぱなしの私じゃないですよ」

　ショックを受ける男連中に向かって、穂香はＶサインで勝(か)ち誇(ほこ)った。

「そんな……、二度も世界を救った俺のスカートめくりが、こんな簡単に敗れるなんて……」

　真吾はがっくりと膝(ひざ)をついた。

「って、ショックを受けすぎですよ、真吾くん！　ああ、松川さん！　薫ちゃんと現実逃(とう)避(ひ)に入らないでください！　光夫くん！　なんで涙をこらえるみたいに空を見上げてるんですか！　タロウさん！　いじけたみたいに丸くならないでください！」

　リーナは穂香のスカートをつまみ、ブルマを見ながらしみじみと呟いた。

「これだけでやつらの意(い)気(き)を削ぐことができるとは……。これからは、わたくしもスカートの下にそれをはこう。いいものを見させてもらったぞ、ホノカ。ありがたく使わせてもらう」

「あ、はい、いえ、どうぞ」

「うむ」

　そして、リーナは魔剣を取り出し、肩に担(かつ)いで悲(ひ)嘆(たん)にくれる男連中に視線を落とした。

「さて、こいつらの腐った性根をたたき直してやるか」
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　石割村は、山々に囲まれた盆(ぼん)地(ち)に作られた集落である。県町と隣(りん)接(せつ)する北側部分にしか主要な幹(かん)線(せん)道路がなく、電車などの交通機関も、村内には通っていない。村人たちの足となるのはマイカーか自転車、そして村営のバスである。

「うは、噂には聞いてたけど、本当に田舎(いなか)だなぁ」

　遠(えん)慮(りよ)のない感想を漏らしたのは光夫である。村へと続くトンネルを抜けた辺りから一気に人家が少なくなり、道路脇には森や林、山肌だけが目につくようになった。

　そうして終点である村役場前で降り立った真吾たちだったが、あまりの閑(かん)散(さん)ぶりに開いた口が塞(ふさ)がらなかった。

　人家はまさに点在であり、隣家との距離は一〇〇メートル単位が平気で使われそうだった。家と家の間には畑が設(もう)けられているが、いろんな野菜がごちゃ混ぜに作られているところをみると、家庭菜園なのかもしれない。一〇〇メートル四方もある家庭菜園など、見たこともないが。

　ざっと見回したところ、人の手が入っているのは人家と田畑くらいしか見あたらない。コンビニとかゲームセンターはもちろん、居(い)酒(ざか)屋(や)や雑(ざつ)貨(か)屋(や)といった商店の類(たぐい)も見えない。本当に、生活するための機能しか、この村には存在しないようだった。

　真吾たちが住む県町は、けっして都会ではない。だが、それでも、すぐ隣にこれほどの田舎があるのは信じられなかった。

　人の姿は、田畑で働く影がちらほらと見える程度だ。どこかで子供たちが遊ぶ声が聞こえるが、姿は見えなかった。　

　田舎ぶりに呆気にとられているうちに、役場の中から一人の男性が出てきた。何か用があったのだろう、頭には麦わら帽子を載せ、首には薄(うす)汚(よご)れたタオルを巻き、汗に濡(ぬ)れた灰色のＴシャツを着た、いかにも農作業の途中で寄りました、というかっこうである。

　清内路神社の場所を聞く必要があったので、真吾たちはこれ幸いと男性に話しかけた。男性は怪(け)訝(げん)な顔をして、あそこに何の用だ、と、逆に聞き返した。真吾たちは少しだけ返答に詰まってから、自分たちは清美の友人なのだと伝えた。

「友人？」男性の声に、うさんくさそうな響(ひび)きが加わる。「そんなはずがないだろう」

「え、でも……」

「清美様に友人などいない」

　真吾たちはぎょっとなって男性の顔を見た。

　その顔に、怪訝さはすでになかった。表情を消し、突き刺すような遠慮のない視線を、真吾たちに向けている。

　どういうことだと、真吾は考えた。

　友人がいない？　そんなバカなことがあるのか。それに「清美様」とはいったい……。

「まさか、おまえたち……」

　考えているうちに、男が口を開いた。その声には、剣(けん)呑(のん)なものが含まれていた。

「清美様をたぶらかそうとするつもりか？」

「はぁ？」

　思わず、といった感じで、光夫の口から素(す)っ頓(とん)狂(きよう)な声が漏れた。声にこそならなかったが、真吾も同じ心境だった。

「えっと、どういうことですか？」

　男性は答えなかった。明らかに敵意のこもった目で、真吾たちを睨みつけている。

「帰れ」

　何の予備動作もなく言われたため、真吾たちはその言葉を聞き逃した。だからというわけでもないだろうが、男性はもう一度、強い口調で、ほとんど恫(どう)喝(かつ)に近い凄(すご)みをきかせて、言った。

「帰れ」

「なっ……」

　一方的な物言いに、光夫が食ってかかろうとする。だが、それは果たせなかった。途中で絶(ぜつ)句(く)し、立ちつくしたのは、それどころではなくなったからだ。

　いつの間にか、役場の中から人が駆けつけてきていた。十人ほどの男女が、男性の後ろに、汚(きたな)いものでも見るような目つきで真吾たちを睨(ね)めつけている。

　さらに、この場の異様さを感じたのか、近くの田畑から次々に人が集まってくる。気がつけば真吾たちは、村人たちによってすっかり取り囲まれていた。

「な、なな、なんなんだな！」

「どういうことだ、これは」

　淳とタロウが狼(ろう)狽(ばい)するのもムリはない。真吾もこの異常な事態に焦(あせ)っているし、好戦的なリーナでさえ、気圧されて額に冷や汗を浮かべているのだ。

「真吾くん……」

　穂香は怯(おび)えた声で真吾の背後に回り、制服の裾(すそ)を握りしめた。

　なんだこれは。

　いったい、なにが起きているんだ。

「帰れ」

「帰れ」

「帰れ」

　なおも、人の輪は増していく。その中には、小学生くらいの子供たちの姿もあった。彼らもまた、敵意をむき出しにして、「帰れ」と連(れん)呼(こ)していた。

　真吾は気付いた。彼らの瞳が、暗く淀(よど)んでいることに。底が見えず、感情をうかがい知ることができないのに、敵意だけはハッキリと滲(にじ)んでいる。

　その様子が、もっと感情的であったなら、真吾たちもこれほど異様な雰(ふん)囲(い)気(き)に呑まれることはなかったに違いない。反抗することもできたはずだ。だが、かれらは淡々と、川の流れが地(じ)道(みち)に岩肌を削(けず)っていくように、真吾たちに「帰れ」と迫るのだ。不気味さと相まって、真吾たちは刃(は)向(む)かう気力を削がれた。

「なんだよ、これは……」

「知るか。ただ……」

　光夫は喉を鳴らして、唾(つば)を飲み込んだ。

「帰らなきゃ、なにをされるかわからないってことだけは、確かだな」

　まったくその通りだった。よく見れば村人たちは、菜切り包丁や鎌(かま)、鋤(すき)や鍬(くわ)といった農具を手にしているのだ。

「帰るよ」

　ふてくされながら、光夫は言った。

「帰りゃいいんだろ」

　その言葉と共に、村人たちの輪が崩れる。輪の中に一カ所だけ、通り道ができた。

「歩いて帰れってか……」

　だが、おとなしく従うしかない。

　歩き出す真吾たちの後を、村人たちが見張るように行列を作ってついてくる。

「おい、シンゴ。これはどういうことだ」

「わからない、ただ……」

　この村が異常であることは確かだ。そして、もう一つ、確かなことがある。

　村も、神様も、そしておそらく清美も、なにかを隠しているということだ。

　村人たちは結局、村の入り口であるトンネルの前までついてきた。トンネルに入り、村人たちの姿が見えなくなったところで、真吾たちは淳の瞬間移動で県町まで戻った。

　見慣れた風景に安(あん)堵(ど)しながら、しかし、かれらの胸の内は晴れることなく、重くわだかまったまま、その日は解散となった。
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　何か温(あたた)かく柔(やわ)らかいものが布(ふ)団(とん)に潜(もぐ)り込(こ)んでくる気(け)配(はい)で、真(しん)吾(ご)は目を覚ました。しかし、睡(すい)魔(ま)は真吾を優しく包んで離さず、目も開けられなければ意識も朦(もう)朧(ろう)としている。その温かく柔らかいものが密着してきたので、真吾は反射的にそれを抱き寄せた。

「あっ……」

　という、やけに色っぽい声が真吾の鼓(こ)膜(まく)を揺さぶり、甘い匂(にお)いが鼻(び)腔(こう)をくすぐる。いろんな部分を刺激され、たまらずまぶたを開くと、目と鼻の先に清(きよ)美(み)の顔があった。

　真吾はぎょっとなった。一発で目が覚めた。

　少し動かせば互(たが)いの唇(くちびる)が触れそうなところに顔があり、息づかいがハッキリと感じられる。体は密着して、足に至っては絡みあい、清美の温(ぬく)もりを直(じか)に感じている。

　バッチリと目が覚めると同時に、血の気が引く音を真吾は聞いた。

「う、うわあぁぁぁぁぁあ！」

　跳(は)ね起(お)きて、壁に背中をぶつけながら飛(と)び退(の)いた。

　なんだ、この状況は。

　なにがどうしてこうなった。

「き、ききき、清美!?」

「……どうしたの、真吾くん」

　清美は気(け)怠(だる)そうに起きあがると、何かをねだるように、真吾の目を覗(のぞ)き込(こ)んでくる。それは真吾の深い部分に訴えかけてくる仕草だったが、昨日は綺(き)麗(れい)で神秘的に思えた黒(こく)曜(よう)石(せき)のような瞳(ひとみ)が、いまは底の知れない、不(ぶ)気(き)味(み)に淀(よど)む黒い沼のように感じられた。

　昨日(きのう)の石(いし)割(わり)村(むら)でのできごとが思い出される。村人たちの暗く淀んだ瞳が思い返される。

　真吾の体はブルッと震(ふる)えた。自分はいま、追いつめられているのだということに気がついた。

　事実、清美は真吾ににじり寄ってきた。壁を背にしているため、逃げ場はない。

　清美は真吾の膝(ひざ)に手を乗せ、さらに接近する。二人の鼻と鼻がぶつかりそうなくらい近づくと、ささやくように、小さな唇をうごかした。

「……続きは、やらないの？」

　何の、と訊(き)こうとしたところへ、威(い)勢(せい)よく部屋のドアが開け放たれた。

「ほらシンゴ、今日も来てやったわよ、早く起きなさーい！」

　妙に押しつけがましいセリフと共に部屋に入ってきたのは、リーナだった。

「まったく、あんたなんか放っておいてもいいんだけど、おばさんに頼まれちゃったらどうしようもないじゃない？　しかたなく来てやってるんだから、ありがたく思いなさ……」

　リーナの言葉は途中で失(しつ)速(そく)し、消えた。助かった、と思えたのは一瞬だった。その視(し)線(せん)は、まるでいまにもキスしそうな態(たい)勢(せい)の二人に注(そそ)がれる。

　今日のリーナの服装は普通の制服姿だな、という、どうでもいいようなことを真吾は思い、我に返った。

「……今日は、何のマネだ？」

「『トゥ・ハード』という『こんぴゅうたげえむ』に出てきた幼なじみを参考にしたのだが……、貴様こそ、それは何のマネだ？」

「俺(おれ)のほうが、訊きたいよ」

　清美は小さく舌(した)打(う)ちした。

「……ちぇっ、失敗」

「……シンゴ」

　地(じ)獄(ごく)よりも熱く、南(なん)極(きよく)よりも寒(さむ)々(ざむ)しい目で、リーナは真吾を睨(にら)みつけた。

「……貴様は、自分の立場もわきまえず、村人連中に受けた仕打ちも忘れて、その女の色(いろ)香(か)に魂(たましい)を売り渡したのか？」

「ま、待って！　俺に、弁(べん)解(かい)の、余(よ)地(ち)を、ください……」

「……何も、弁解することなんてないのに」

　清美のダメ押しに、リーナは魔剣を取り出し、真吾は己の人生の終(しゆう)焉(えん)を悟(さと)った。

「おはようございまーす」

　そこへ、穂香(ほのか)までがやってくる。

「真吾くん、起きてますかぁ？　おばさまが真吾くんはまだ寝てるって言ってたんですけど、そろそろ起きないと学校に間に合いませんよぉ。早く顔を洗って、朝ご飯を食べて、元気に登校し……」

　やはり、途中で言葉が失速し、止まる。爽(さわ)やかな笑顔は錆(さ)びついたようにぎこちなくなり、頰(ほお)の辺りがピクピクと動いていた。
















「……真吾くん、これは、いったい？」

「み、見たままを信じないで！　俺の言葉を信じて！」

「……真吾くん、積(せつ)極(きよく)的(てき)なんだから」

　またも、清美の余計な一言。

　穂香は手を握りしめ、ぷるぷると震わせた。

「し、真吾くん……」

「違う、違うんだぁ……」

　朝からハードすぎる展開である。

　真吾は泣きたくなってきた。




２




　懸(けん)命(めい)に事情を説明することで、真吾は身の潔(けつ)白(ぱく)を証明することができたが、女性三人の間にはなにやら不(ふ)穏(おん)な空気が流れていた。昨日の石割村での出来事を考えれば当然だが、今の自分がへたに取りなそうとすると、もっととんでもないことになりそうだったので、真吾はあえてその空気に気付かないふりをした。

　おかげで、いつもの通学路が妙に緊(きん)張(ちよう)感(かん)をはらんでおり、お互いを牽(けん)制(せい)しあうかのような女性陣に気(け)圧(お)されて、真吾は一言も口を開けないまま学校にたどり着いてしまった。

　学校の手前での別れ際、穂香がリーナに「真吾くんのこと、よろしくお願いします」と言っているのが聞こえた。今朝のようなことがあったら阻(そ)止(し)しろということだろうが、それは真吾をよろしく頼むというより、清美に気をつけてくれと言っているようだった。

　そうして登校した真吾は自分の席へ向かうが、そこを大(だい)輝(き)に呼び止められた。

「おっ、今日もいいネタがあるのか？」

「いや」

　大輝は首を振って、視線を後ろにいる清美に走らせた。

「ちょっと、廊(ろう)下(か)に出ようか」

「わかった」

　リーナと清美に「トイレだ」と噓(うそ)をついて、二人は廊下に出た。清美は一緒に行こうとするが、リーナが食い止めていた。

「実は二つほど、おまえの耳に入れておきたい情報がある」

　実際にトイレのほうへ向かいながら、大輝は言った。いつになく、真剣な声だった。

「一つは転校生についてだ」

「清美について？」

「あんなことを言う転校生だからな。ちょっと気になって調べてみたんだ。清(せい)内(ない)路(じ)なんて珍(めずら)しい名(みよう)字(じ)だから、けっこうあっさり引っかかってきてな。彼女の実家は神社らしい」

　それは昨日聞いたから知っている。だが、そこから先の情報は初耳だった。

　二人はトイレを通り過ぎて、廊下の突き当たりで向かい合う。

　清美の家は、正確には清内路という一族は、清内路グループという巨大企(き)業(ぎよう)の一族でもあるというのだ。

　清内路グループは食料品の取(と)り扱(あつか)いを中心にした企業だが、現在のように大きく成長したのはここ最近のことである。以前は安全運転な経営に終(しゆう)始(し)していたらしいが、一〇年ほど前から博打(ばくち)的(てき)な経営で成長し始めたのだ。

「……それが？」

「その陰に、神の言葉を聞き、未来を予言することができる巫(み)女(こ)の存在があると噂(うわさ)されているんだよ」

　その巫女こそが、清美なのだという。

「清美が？」

「ああ」

「神の言葉を聞ける？」

「ああ」

　そのため、村人たちは清美のことを神の遣(つか)いとして、特別視しているらしい。だから村人たちは、清美のことを「清美様」などと呼んでいたのだ。

　真吾は考え込んだ。

　大輝の話が事実だとすれば、清美は一〇年前から神様と接触していたことになる。そして、その言葉を身内に伝えることによって一族が繁(はん)栄(えい)したならば、神様の言葉は絶対なのだと思いこむのもしかたがないように感じた。それならば、神様の言うことを簡単に信用し、真吾と子供を作ることに疑問を抱いていないそぶりも納(なつ)得(とく)できる。

　真吾は昨日の清美とのやりとりや、石割村での出来事を大輝に伝えた。すると大輝は鼻を鳴らして「怪(あや)しいな」と、真吾たちがたどりついたのと同じ感想を漏(も)らした。

「だが、怪しすぎる。こんなあからさまな怪しさじゃあ、疑(うたが)ってくださいと言うようなものだ。そこにはきっと、なにか別な意(い)図(と)が隠(かく)されているんだろう。これを見ろ」

　言って取り出したのは、何枚かの写真だった。そのうちのいくつかは、真吾にも見覚えがあった。石割村の写真だ。

「まあ、なんてことはない写真ばかりなんだがな。ただ、石割村の風(ふう)潮(ちよう)と重ね合わせると、意(い)味(み)深(しん)なものがここには存在する」

　二枚の写真を真吾に渡す。それは、一見すれば風景写真のようだったが、一つは山とその中腹にある神社の様子を写したものだ。おそらくこれが、清内路神社だろう。そしてもう一つは、どこかの森の中だろうか。草木が茂った中に、よく見ればポッカリと穴を開けた洞(どう)窟(くつ)のようなものが見える。

「これ、洞窟か？」

「地(ち)下(か)牢(ろう)だ」

　思いがけない言葉に、真吾は目を丸くして、その写真を凝(ぎよう)視(し)した。かすかにだが、階段のようなものが見える。自然のものではなく、明らかに人の手が入っている。

「なんで、そんなものがあるんだ？」

「石割村はな、遙(はる)か昔は『魔(ま)封(ふう)じの村』と呼ばれていたんだ」

　恐ろしい「鬼」や「悪魔」を、神の力で清内路神社に封じ込めたというのがその由(ゆ)来(らい)らしい。その「鬼」や「悪魔」を「魔(ま)神(じん)」と置き換えれば、なるほど、そう呼ばれることも納得できる。

「ただ、魔神の力は強大で、おそらく封(ふう)印(いん)は完(かん)璧(ぺき)ではなかったんだろう」

「え、そうなの？」

「そうだろう。でなけりゃ、いまになって魔神の封印が解(と)けるとか、そういう話にはならないはずだ」

　もっともである。

「封印は完璧ではなかった。だから、魔神の力は、もしかしたら封印されている場所からわずかにだが漏れているのかもしれない。村人たちは、最初から神と清内路神社の加(か)護(ご)を受けているから、それくらいなら問題はない。しかし、よそ者は違う。なんの免(めん)疫(えき)もない人間が、病(びよう)原(げん)菌(きん)の蔓(まん)延(えん)している場所にのこのこ出かけていったら、たちまち病気に冒(おか)されるだろう。だから村人は、いや、神はこう言ったんだ。『よそ者を安(あん)易(い)に受け入れるな』ってな」

　村人たちはその言いつけを守った。それでも、村には「鬼」や「悪魔」の存在を聞きつけ、その力を求めてやってくる人間が後を絶たなかった。そうした者や、「鬼」や「悪魔」に魅(み)入(い)られ、操(あやつ)られてしまった者たちを捕らえ、閉じこめて正(しよう)気(き)に戻るまで隔(かく)離(り)するために作られたのが、この地下牢だという。

「それじゃあ、俺たちが追い返されたのも、そういう風習が残ってるからなのか？」

「いや、ところが話はそう単純じゃない。それは遙か昔のことで、ほとんど神話や伝(でん)承(しよう)に近い状態なんだ。だから、公式の歴史資料には、そんなことはどこにも書いていない。どうやら村人たちも、そんな事実は知らないんじゃないかというのが俺の予想だ」

「どうしてだよ。俺たちは実際に追い返されたのに」

「俺は追い返されなかった」

　その一言で、真吾は二(に)の句(く)が継(つ)げなくなった。

「カメラを持って堂々と歩いていたが、追い返されるどころか、逆に懇(こん)切(せつ)丁(てい)寧(ねい)に、村を案内してもらったくらいだ。さすがに、清内路神社だけはまだ特別視する風習が残っているのか、なかなか写真を撮(と)らせてもらえなかったけどな。そんな中でどうにか撮影できたのが、この二枚だ。もっとも、こっちの地下牢のほうは、ほとんど偶(ぐう)然(ぜん)撮れたようなものだけどな」

「どうして、追い返されなかったんだ？」

「だから言っただろ。よそ者を受け付けない風習なんて、とっくの昔になくなってるんだよ。人口がたかだか二〇〇〇人の村だ。よそから人を受け入れなきゃ、とっくの昔に滅(ほろ)びてるさ」

「じゃあ、何で俺たちは……」

「思い当たる節(ふし)は一つしかない。清内路清美だ。彼女はほとんど忘れ去られていた神の力というものを、現在の村に呼び戻した存在だ。彼女を神(しん)聖(せい)視(し)し、特別扱いすればするほど、彼女の身(しん)辺(ぺん)には注意を払うだろうからな。それなら、おまえたちが追い返されたのもうなずける」

　では、もし、あのときおとなしく帰ろうとしなければ、自分たちは捕らえられ、この地下牢に閉じこめられていたのだろうか。そう考えると、背(せ)筋(すじ)が寒くなった。

「この地下牢、どの辺にあるんだ？」

「清内路神社がある山のふもと、この写真で言うと、右側の辺りだな」

　大輝が指さしたのは、神社が写っている写真の、山の右側だった。その横には砂(じや)利(り)道(みち)が通っており、さらにその横には小川が流れていて、それを利用した水田が見える。

「神社の真下、か……」

「おそらく、魔神が封じられている宝(ほう)物(もつ)殿(でん)の真下辺り、だな」

「これ、もらっていいか？」

「ああ」

　何に使うというわけではないが、いちおうというつもりで、真吾は制服のポケットに写真をしまった。

「さっきの、おまえたちが追い返されたという話だけどな」

　声を潜(ひそ)め、大輝は言う。

「たぶん、魔神の復活も関係していると思う。清内路に、村人に、魔神に、神。どいつもこいつも怪しいとなれば、やはり、一(ひと)筋(すじ)縄(なわ)ではいかない何かがあるはずだ」

「その何かって、なんだろ」

「わからん、その辺は本人から直接聞き出してみてくれ」

「それはあんまり、期待できそうもないけどなぁ」

　ぼやいてから、真吾はまじまじと大輝の顔を眺(なが)めた。

「それにしても、そういう情報はどこからどうやって持ってくるんだ？」

「企業秘密だ」

　不(ふ)敵(てき)に笑って、はぐらかす。そんな仕(し)草(ぐさ)が様になるから、真吾は少し羨(うらや)ましかった。

「そしてもう一つの情報だが……」

　清美の話を切り上げ、大輝はまた二枚の写真を取りだした。どちらも今度はうってかわってパンチラ写真だったので、真吾は呆(あき)れつつも目を輝かせて凝視した。

「これはおまえの力を使って撮影された写真だ。残念ながら、俺の目指す無(む)限(げん)のファンタジーとは無(む)縁(えん)のショットだがな」

　確かに、この写真からは、きらめき、逬(ほとばし)るような感情の高ぶりを感じない。

「右側が今までの写真、左側が昨日の写真だ。そこで実は一つ発見したんだが、この写真を見比べて、何か決定的な違いがあることに気が付かないか？」

　わからない。大輝は言った。

「左側の写真はスカートがお腹の辺りまでずり上がっている」

　言われてみればそうだった。めくれなくてもパンツが見えそうなほど、スカートが高い位置にある。だが、これがどうしたというのか。

「いいか、真吾」

　大輝は自分を落ち着かせるかのように、ゆっくりと、言った。

「これはあくまでも仮(か)説(せつ)だが、つまり、おまえの力は、スカートをめくるだけじゃなく、スカートを脱(ぬ)がせることもできるようになったという可能性があるんだ」

「……そうなの？」

「俺にも確(かく)証(しよう)はない。だから、実験してみるべきだ」

　ということで、大輝に促(うなが)されるがままに、廊下に出て実験することになった。対象は、ちょうど一階の渡り廊下を歩いている担任の梓(あずさ)川(がわ)柚(ゆず)子(こ)に定められた。

「いつも通りにやればいいのかな？」

「いや、きちんとしたイメージを持ったほうがいいんじゃないか？　スカートがめくれるというイメージの延長で、スカートが脱げる光景を思い浮かべるんだ」

　真吾は言われたとおり、柚子のロングスカートに意識を集中し、スカートが脱げる光景を思い浮かべながら、「めくれろっ」と手を返した。

　すると、信じられないことが起きた。

　柚子のロングスカートが大きくめくれあがったかと思うと、なにがどうなったのか、スカートがすっかり、体から離れていた。つまり、脱げていたのだ、スカートが。

「おぉっ!!」

「なにぃ!?」

　柚子は呆(ぼう)然(ぜん)と立ちつくした後で、顔を真っ赤にし、大慌(おおあわ)てで大事なところをクラス名簿で隠しながらスカートを拾い上げ、あたふたと腰に巻き付けて、もときた道を引き返した。おそらく、国語研究室に戻ったのだろう。

　真吾はその様子を、わが目を疑いながら眺めていた。

「こ、これは……」

「すごい……」

　驚きあった後で顔を見合わせ、二人はニヤリとほくそ笑んだ。

　勢いづいた二人は周囲を見回して、最初に目に入った女の子を次のターゲットに定めた。彼女は真吾たちに背を向けているのでちょうどよかった。

　大輝から「今度はセーターに意識を集中してみろ」と耳打ちされ、真吾は言われたとおり女の子のサマーセーターに意識を集中し、手首を返して「めくれろぉ」と呟(つぶや)いた。

　すると。

　セーターの裾(すそ)がめくれあがった。めくれあがるだけでなく、同時に、女の子はバンザイをするように両手をあげ、その態勢から一気にセーターが脱げてしまったのだ。

　その光景は、まるで見えない糸に操られた着せ替え人形のようだった。女の子は「え？　え？　え？」となにが起こったのかわからずに、目を白黒させている。張(ちよう)本(ほん)人(にん)である真吾でさえも、目の前で起こったことが信じられなかった。

「ぬ、脱げた……」

「ああ」

「脱げたよ、セーターが！」

　いったい、どんな力が働けば、手も触れずにセーターが脱げるのだろう。真吾は考えたがわからなかった。たぶん、神が与えた力だから、としか説明のしようがないのかもしれない。

　そんな真吾の肩に、大輝の手が乗っかる。

「どうだ？　おまえの新しい力は」

「いや、すごいよ。でも……、この力、なにか役に立つのかなぁ」

「役立つに決まってるだろ」

　いつになく力強く言い切る大輝に、真吾は目を見(み)張(は)った。

「いいか、真吾。俺たちが求めてきた無限のファンタジーはパンチラが中心だ。なぜだかわかるか？　それはスカートさえはいていれば、パンチラ写真をゲットすることは、実は意外に簡単だからだ。だが、俺が求める無限のファンタジーはそれだけで終わらない、終わらせたくない。たとえば、二(に)の腕(うで)フェチがいたとしよう。だが学校内では制服の構造上、二の腕を拝(おが)む機会はほとんどない。しかし、おまえの力があれば、制服の袖(そで)をめくりあげることによって、二の腕を拝むことが可能となるのだ。いや、それだけじゃない。さっきの光景を見ただろう？　セーターを脱がせたとき、女の子はバンザイをするように手を挙(あ)げていた。その上で、セーターだけでなくブラウスも脱がせたらどうなる？　なんと腋(わき)の下(した)というマニアックな領(りよう)域(いき)も、いつでも堪(たん)能(のう)できるようになるのだ！　わかるか？　おまえの力は、無限のファンタジーを、俺が諦(あきら)めかけていた高みにまで昇(しよう)華(か)させることができるんだ！」

「う、うーん、俺、そんなにマニアックじゃないし……」

「セーターを脱がせて、ブラウスも脱がせることができる。ならば当然、おまえの力はブラジャーもパンツも脱がすことができるだろう。その先にあるものは……、何だ？」

　無(む)防(ぼう)備(び)にさらされた、素(す)肌(はだ)だけだ。

　真吾は目を輝かせた。

「す、すごいじゃないか、俺の力！」

「ようやく理解してくれたか。よし、ならばすぐに効果を試そう！」

「おう……って、ちょっと待った！　試すって、なにを？」

「もちろん、着ているものを全部脱がせることができるかを、だ」

「いやいやいやいや、それはまずいだろ！」

「なんで」

「だって、それって、人前で、裸(はだか)にするってことだろ？」

「当然だ」

「うーん……、さすがにそれは、できないよ。男の目もあるのに裸になんかされたら、絶対に傷つくと思うし……」

「無限のファンタジーのためだ。少々の犠(ぎ)牲(せい)はしかたないだろ」

「ごめん、俺はそこまで非情になれないし、わりきれない。こればっかりは、やめておくよ」

「ふむ、見(けん)解(かい)の相(そう)違(い)、いや、芸(げい)術(じゆつ)性(せい)のすれ違いか……」

　それ以前に、人間としての良心の違いだと思うが。

　とにかく、学校で女の子を裸にすることはできない。もちろん、学校以外ですることもできない。なんとも宝の持ち腐れな能力である。

「しかし、その効果だけでも確認してみたい。なんとかできないか？」

「できないよ」

「そうか……。よし、なら俺で試せ」

「はぁっ!?」

「男の俺なら、裸になってもかまわないだろう」

「かまうわ！　それに男の裸なんて見たくもないし、そもそも脱がしたくもないよ！」

「じゃあどうすればいいんだ！」

「どうもしなければいいじゃんか！」

　しばらくぶつかりあったが、妥(だ)協(きよう)点(てん)は見つからなかった。いいかげん諦めてくれとうんざりした頃に、大輝はニヤリと笑って真吾を指さした。

「おまえだ」

「は？」

「おまえが自分で自分に力を使ってみればいいんだ」

「はいぃぃぃ!?」

「自分の裸なら、別にかまわないだろう？」

「全力でかまうわ！　それに、公(こう)衆(しゆう)の面前で裸になるだなんて、できるわけないだろ！」

「俺はできるぞ」

「俺は大輝とは違うんだよ！」

「だったらあれだ、トイレの個室ですればいい。トイレなら、誰(だれ)にも見られないし、裸になっても問題ないだろ？」

「そもそも学校で裸になること自体が問題じゃないか？」

「しかしこのまま知(ち)的(てき)好(こう)奇(き)心(しん)を放置しておくのも問題だろう」

「俺は別に……」

「よし、それなら少し妥協しよう。もう一度、あの転校生に力を使ってみてくれ」

「え、清美を？」

　ちょうど、教室から清美とリーナが出てくるところだった。リーナは何かわめいているが、清美は気にした様子もなく、こちらへ向かってくる。

「巫女服は制服に比べれば帯で締めたりしてきっちりした着方をしているからな。それでもおまえの力が通用するかだけでも、見てみたい」

「だから、女の子が裸になるようなことは……」

「白い着物――白(はく)衣(い)っていうんだが、その下には襦(ジユ)袢(バン)というものを着ているはずだ。一枚脱がしても裸にはならないから安心しろ」

　裸にならないのなら、いいかもしれない。

　それに、真吾も巫女装(しよう)束(ぞく)には興味があったから、一枚だけとはいえ、それを脱がせるのにはやはり興奮を覚えた。

「よし、やろう」

　清美は真吾の力を知っている。だから、正面から強行発動させることにした。白衣だけでなく、緋(ひ)袴(ばかま)にも意識を集中する。ついでに緋袴もめくろうという、二点同時攻めだ。

　そして、「めくれろ！」と手を返した瞬間、緋袴がめくれ、どういう力が働いたのか、帯(おび)でしっかりと締(し)め付(つ)けられているはずの白衣が一瞬にして脱げていく。しかし、清美はそれに頓(とん)着(ちやく)せず、無表情のまま、ぼうっと突っ立ったまま、真吾に目を向けていた。

　あまりにまっすぐ目を向けられたので、真吾は手を振り上げた姿(し)勢(せい)のまま固まってしまった。清美の目が、真吾の目を捉(とら)えて離さない。

　しばらく真吾の顔を見つめていた清美だったが、やがて何かに思い当たったようにポンと手を叩(たた)き、真吾の元に寄ってきた。

「……真吾くん」

「は、はい？」

「……エッチ」

「ぐふぅ！」

「……見たいなら見たいって、言ってくれればいいのに」

　そう言って、自ら緋袴の裾をまくり上げる。

「……見るだけじゃなくて、触ってもいいから」

「い、いや……」

「……朝の続き、する？」

　緋袴をめくりあげたまま、真吾にすり寄ってくる。そして、上目遣いで真吾を見上げてくる。ほんのり頰を染めた様子はたまらないが、だからといって理性を吹き飛ばすほど真吾は無(む)鉄(てつ)砲(ぽう)ではなかった。

　じっと真吾の目を覗き込んでくる清美から強制的に視線を外そうとして、真吾はふと甘い匂いを感じた。シャンプーとか石けんの匂いだろうか。思わずドキッとなるその香りに、なんだか頭の深い部分がモヤッとなって、気がついたら真吾は床にパタリと押し倒されていた。

「……さあ、真吾くん」

　いつの間にか、清美は真吾の上に馬乗りになっている。身動きを封じた上で、清美は真吾の手首をつかんだ。

「……真吾くん」

「ハイ」

「……朝の続き、する？」

「ハイ、シマス」

「……いい子」

　クスリと笑って、清美はつかんだ真吾の腕を、自分の胸にあてがおうとした。

　だが。

「死ね」

　音もなく二人の傍(かたわ)らに立ったリーナが、魔(ま)剣(けん)の柄(つか)で、真吾の心臓の辺りを一突きした。

　真吾の呼吸は止まった。本当に、一〇秒くらい、息ができなかった。

「――ぐぇほっ、げほっ、な、なにするんだよ！」

「貴様のその態勢を見てからものを言え」

　感情を強引に抑え込んだような物言いに、真吾はようやく、我に返った。どういう状況にあるのかを把(は)握(あく)した。

　自分は廊下に倒れていて、その上に清美が馬乗りになっていて、真吾の手は清美の手に支えられ……、清美の胸に、触れていた。もっと正確に言えば、押しつけられていた。

　柔らかい感触が……、と感じるより前に、己(おのれ)の命の危険を悟った。リーナは魔剣を手にし、こめかみに青(あお)筋(すじ)を浮かべ、口元を引きつらせている。

「ま、待って！　違うんだ！　これは俺のせいじゃなくて！　き、清美！　また『誘(ゆう)惑(わく)する力』を使ったな!?　ここ、こんな場所で使うなよ！」

「……人(ひと)気(け)のない場所なら、いいんだ」

「ほう、そうなのか？」

「ち、違っ……。だ、大輝、大輝!?　助けて！　こいつらにちゃんと説明……って、い、いない!?」

　慌てて探してみると、廊下の遙か彼方(かなた)でカメラをかまえている親友の姿があった。

「ぐはぁ！　う、裏切ったなぁ!!」

　叫(さけ)びながら、真吾は涙目になってリーナを見た。土下座でもなんでもしようと思ったが、意外なことに、彼女は拗(す)ねたような目で、真吾を見ていた。

「あ、あの……」

「どうして、ホノカやキヨミばかりに……」

「え？」

　なにを言ったのか聞こえなかった。聞き返そうとするより早く、ハッとなったリーナが勢いよく頭を振って、魔剣をかまえた。

「そんなにわたくしに、魅力がないか？」

「は？　いや、言ってる意味がわかんないんだけど……」

「いいから死ね」

「何で!?」

　そんな理(り)不(ふ)尽(じん)なしうちから真吾をかばうように、真吾の上に乗ったまま、清美が両手を広げた。

「どけ、キヨミ」

「……どかない。……真吾くんをいじめる人は、許さない」

　清美の加勢はありがたかったが、真吾は清美とリーナの間に流れる不穏な空気に気づいた。昨日まではなかった、感情同士が火花を散らして激突している。

　どれくらい睨み合いが続いただろう。最初にリーナが「フン」と鼻を鳴らして、魔剣を収(おさ)めた。それと引き替えるように、清美も真吾の上から腰を上げた。

「いいか、シンゴは貴様のものではないからな」

「……でも、あなたのものでもない」

　お互いに、一歩も譲らない。

　真吾はハラハラしながら見守っていたが、先に矛先を収めたのはリーナだった。

「ちっ」と舌打ちして、真吾を睨みつける。

「そもそも、なんで、こいつのことで、こんなにイライラしなくてはならんのだ……！」

　よくわからないことを言いながら、教室へ戻っていく。それを見送って、清美が声をかけてきた。

「……真吾くん」

「は、はい」

「……私はいつでも、待ってるから」

　なにを。いや、なんであっても待たなくていいです。

　清美はそれだけ言い残して、教室へと入っていった。

　そこへ、高みの見物を決め込んでいた大輝が戻ってくる。

「たいへんだな」

「そう思うなら助けてくれよ……」

「俺は人の恋(こい)路(じ)に口出しはしない質(たち)なんだ」

　恋路でも何でもないんだけどなぁ、と思っていると、ホームルーム開始のチャイムが鳴った。

「だが、清内路がおまえに執(しゆう)着(ちやく)しているのがよくわかった。神の言葉を鵜(う)呑(の)みにして、抵抗もなく受け入れているということもな」

　大輝はスカートを脱がすときとはまた違った真剣な目で、教室内の清美を見つめた。

「それに村でのこともある。いいだろう、この件は俺のほうでもさらに調べてみよう。なにやらいかがわしい匂いがプンプンするからな」
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　放課後になり、真吾はリーナと清美と共に河原(かわら)へと向かった。そこではすでに選ばれし者たちが集まって、小難しい顔で何やら相談が行われていた。おそらく、清美のことや石割村のこと、そして魔神や神様の言葉などについて話し合われていたのだろう。

　真吾たちに気付くと、穂香は笑顔になって出迎えた。

「いらっしゃい、真吾くん。リーナさんに、えっと……、清美さんも、どうぞ」

　誰が持ってきたのか、青いピクニックシートに三人を招く。

　真吾はそんな穂香を見ながら、平然と座っている仲間たちを一(いち)瞥(べつ)し、ため息をついた。

「もうすでにみんなが突っ込んだあとなのかもしれないけど、いちおう言っていいか？」

「はい？」

「なんだ、そのかっこうはぁぁぁぁぁ！」

　と言うのも、穂香はスーツ姿だったのだ。

　ねずみ色のジャケットに膝丈のタイトスカートをはき、首にはスカーフを巻いている。さらに穂香はメガネをかけ、手には書類をまとめてあるらしいファイルを手にしていた。

「あ、これですか？」
















　穂香はツイっとメガネを押し上げると、表情をキュッと引き締めた。

「社長秘(ひ)書(しよ)のかっこうです」

「……社長、秘書？」

「はい」

　すました感じで、返事をする。

「それも、役作りの一(いつ)環(かん)なのか？」

「はい」

　穂香は演劇部に所属しているのだが、部長命令で役作りのためにと、穂香が担当しているらしい役(やく)柄(がら)のかっこうで外を歩かせているのだ。

「確か、学校では陸上部に所属してて、家ではメイド、じゃなかったっけ？」

「学校では陸上部で、家ではメイドをして頑(がん)張(ば)った結果、とある会社の社長秘書になることができたという設定なんです」

　どんなサクセスストーリーの結果なんだ、それは。

「しかも、有能なんですよ。パリッとして、カッコイイ大人の秘書なんですよ」

　得意そうに、再びメガネを押し上げる。

　本人は有能でカッコイイ秘書を演じているようだが、残念ながら成功しているとは言い難(がた)かった。

　スーツは着こなしているというより、ちょっと背伸びしてかっこうつけてみた、という感じだし、知的さを演出するはずのメガネは、アイドルがちょっとした変装をするためにかけているようで逆に幼く見え、有能さをアピールしているらしいすました表情も、無理して頑張っているんです、というようにしか見えない。唯(ゆい)一(いつ)、大人っぽいといえば、意外にボリュームのある胸のふくらみくらいだろうか。ふと仲間たちに目を向けると、彼らも穂香のすました表情ではなく、少しきついんじゃないかなぁ？　おじさんが緩(ゆる)めてあげようかぁ？　と言いたくなるような盛り上がりに意識がいっているようだった。

「鼻の下が伸びてるぞ」

　いきなりリーナに指摘され、真吾はぎょっとなった。慌てて鼻の下をこすって取(と)り繕(つくろ)うが、あまり意味はなかった。

　このままではまずいと、話を逸(そ)らすため、真吾は強引に話題を変えた。

「そういえば俺の力なんだけど、どうパワーアップしたのかわかったよ」

　これに、男連中は光の速さで食いついてきた。

「なんだなんだなにがどうパワーアップしたんだおい！」

「見せてみろ！　今すぐだ！　ほれ、やってみろ！」

「あぅぅぅ、ど、ドキドキするんだな！　わ、ワクワクするんだな！」

　はしゃぐ男性陣に対し、穂香は「わ、私は今日も、ブルマをはいてますよ！」と強気に出たが、体はすでに逃げ腰だった。

「で、どんな力になったんだ？」

「服を全部脱がせることができるようになったんだ」

　何(な)故(ぜ)か沈(ちん)黙(もく)が流れた。穂香に至っては逃げ腰どころか、本当に逃げ出して真吾から距離をとった。

「真吾……」光(みつ)夫(お)はおそるおそる、訊いてきた。「スカートめくりはともかく、それはさすがに犯罪だろ？」

　実はスカートめくりも犯罪になるということを、この少年はちゃんと認識しているのだろうか。

「だから使えないんだよ。まあ、服を一枚だけでも脱がせることはできるけど」

「どうやったらそんなふうになるんだよ」

「それは……」

　目を向けると、穂香は本気で逃げ出す態勢を取った。

「穂香」

「いやです！」

　速攻、断られた。

「でも、みんなが俺の力を把握していたほうがいいと思うんだ。だから、ゴメンだけど、ちょっと実験台になってくれ」

「どういう理(り)屈(くつ)ですかぁ！」

　言いながら、穂香は全力で逃げ出した。

　そんな穂香の背中に意識を集中し、真吾は「めくれろっ」と手首を返す。すると、スーツのジャケットが意思を持った生き物のように、穂香の体から脱げるのだった。

「おおっ」と、男たちの間で歓(かん)声(せい)が起こる。穂香のほうは、強引にジャケットを脱がされたものだから、手にしていたファイルを取り落としてしまい、中の紙をぶちまけてしまった。

「あ、ああ、あうあうあー」

　懸命に拾い集めようとするが、そのほとんどは、風に飛ばされ、川(かわ)面(も)に着水して、やがて沈んでしまった。穂香はぺたんとその場に座り込んだ。

「劇の台本が……」

「ええっ!?」

　それはさすがに悪いことをしたと思ったので、真吾は泣き出しそうな穂香に謝りながら、劇の台本を拾い集めた。

「結局、世界を救う役には立ちそうにないじゃないですかぁ……」

　なじるような穂香に、返す言葉がない。

　そこへ、つつつと清美が寄ってくる。

「……真吾くん」

「うお、ど、どうした？」

「……なんで、私に、してくれないの？」

「そ、そりゃあ……」

　清美にしたら、襲(おそ)われてしまうからだ。

　言葉に窮(きゆう)していると、今度はリーナが寄ってきた。なぜだかむくれた様子で、真吾と目を合わせようとしなかった。

「ごめんなさい」

　先手を打って謝ったが、その言葉に気づかない様子で、リーナはぽつりと呟いた。

「また、ホノカか……」

「え？」

「いや、なんでもないっ。それより、この女に訊くべきことがあるだろう。さっさと訊け」

　そうだった。

　昨日の村人たちの様子や、神様が怪しいということを清美に伝えなくてはならない。昨日の村からの帰り道で、ひとまず清美の反応を見ようということになったのだ。

　真吾たちは昨日の疑問や出来事を清美にぶつけてみた。すると清美は、珍しく勢い込んで反論してきた。

「……神様の言葉は、絶対」

　明らかに憤(いきどお)った様子で、凄(すご)んでくる。

「……神様の言うことに、間違いはない」

　清美は言う。

　神様の言葉のおかげで、家族や親(しん)戚(せき)は幸せになることができた。会社は大きくなり、寂(さび)れていた神社も活気を取り戻すことができた。それに伴(ともな)い、村の人たちも明るくなった。毎朝、神様にお祈りをするのが村人たちの日課になっているほどだ。清美を「巫女様」と呼んで、大切にもしてくれている。おかしいことなんてなにもない。

　それに、神様の言葉を疑うということは、世界の危機を見過ごすということでもある。世界を救うべき選ばれし者たちが、神の言葉を疑う必要はない。神の言葉に忠実であれば、確実に世界は救えるのだ。

「……だから、神様を疑うなんて、ありえない」

　その勢いに押されて、硬(かた)い空気が流れる。

　なんだろう。

　真吾はたとえようのない不安を、清美に感じた。

　清美の言っていること自体は、わからなくもない。神様のおかげで会社が大きくなり、家族や親戚が幸せになった。それが村全体に広がって、多くの人も幸せになった。だから、神様に感謝する。神様の言うことを聞いていれば、間違いはない。そこまではいい。しかし、どうしてそこまで盲(もう)目(もく)的(てき)に信じられるのか。特に、今回のような人の意思を無視した命令にも、清美は素(す)直(なお)に従(したが)っている。

　村人たちのこともそうだ。友達などいないという発言を、否定もしなければ動(どう)揺(よう)する素(そ)振(ぶ)りも見せない。それが当たりまえだとでも言うように、平然としている。

　学校で大輝から清美の話を聞いたとき、真吾は納得した。神の言葉に従うのは無理もない、と。だがこれは、自分が納得できる範(はん)疇(ちゆう)を越えているような気がする。うまく言葉にできないが、根(こん)本(ぽん)的(てき)な部分で、自分たちと清美はずれているのだ。

　それは他のメンバーも感じているらしい。それぞれに困(こん)惑(わく)したような、苦(にが)いものをかみつぶしたような表情で、顔を見合わせている。

　ただ、一つ言えるのは、清美はなにかを隠したりはしていないということだ。清美の話を聞く限りでは、隠し事ができるほど器(き)用(よう)な生き方をしてきた様子は窺(うかが)えないのだ。

「……えっと」

　膠(こう)着(ちやく)した雰(ふん)囲(い)気(き)をどうにかしようと、穂香はパンと手を叩いた。

「実は今日、授業でお菓子を作ったんですよ。それで、たくさん作ったんで、みんなで食べようと思って持ってきたんです」

　シートの上に置いてあったバッグから、タッパーに入ったお菓子を取り出す。ふっと、張りつめていたものが流れ出した。この機に乗じて、光夫と淳(じゆん)も動き出す。

「そういえば、そういう話をしてたな。ジュースも買ってあるんだ」

「さ、早速、ほ、穂香ちゃんの腕前を、た、確かめさせてもらうんだな」

　立ちっぱなしだった真吾も、穂香たちに促されてシートに座った。その右(みぎ)隣(どなり)に清美が、左隣にはリーナが陣取る。

「さあ、どうぞ」

　差し出されたのはクッキーだった。ほどよくキツネ色に焼け、食欲をそそる甘い匂いが鼻を突く。たまらずに、真吾は口の中に放り込んだ。期待に違(たが)わず、おいしい。

「うん、おいしい。さすが穂香だよ」

「えへへ、ありがとうございます」

　相(そう)好(ごう)を崩(くず)す穂香は、もう有能な社長秘書であることは忘れているらしい。メガネをかけたまま、目(め)尻(じり)を下げる。

　光夫と淳は一つ一つを嚙(か)みしめながら味わい、タロウも穂香の手からクッキーを口にする。

「っておい！　クッキーを食べるふりしてさりげなく穂香の手を舐(な)めてるだろ！」

「何を言う。舐めなくてはクッキーが食べられないではないか」

「必要以上に口と鼻を押しつけてるような気がするのは気のせいか？」

「気のせいだ」

「うーむ……」

　リーナは唸(うな)る。

「こればかりは、わたくしにはマネができんからな……」

　悔(くや)しそうにしながらも、盛んにクッキーを口に放り込んでいく。穂香のクッキーを一番楽しみにしているのはリーナかもしれない。

　異世界の王女も絶賛の一品である。ではそのお菓子を、古い神社の娘はどう感じただろうか。

　真吾が目を向けると、清美はクッキーを手にしたままで、口に運ぶ様子がなかった。

「……清美？」

　呼びかけても、清美は動かない。ただひたすら、手元を、手のひらの中にあるクッキーを眺めている。

「おい、どうしたんだよ」

　肩を叩くと、ようやく気付いたかのように顔を上げる。

「……え？」

「だから、クッキーなんか見てどうしたんだ？」

「……クッキー？」

「そう、クッキー」

「……クッキーって、なに？」

　これにはその場にいた全員が唖(あ)然(ぜん)とした。リーナですら、口にしようとしていたクッキーを食べることができなかったほどだ。

「クッキーを、知らない？」

「……うん」

「マジか？」

「……？」

　なにに驚いているのかわからない、というように、清美は首を傾(かし)げた。

「えっと、お菓子です」

　穂香がフォローに入る。

「……お菓子？」

「う……、そ、その、食べ物ですよ。甘くておいしい、女の子はみんな大好きな食べ物です。とにかく、食べてみてください。お口に合うかどうかわかりませんけど、たぶん、おいしいですよ？」

　穂香に促され、清美はおそるおそるクッキーを口へ運ぶ。そして、ゆっくりと、一口かじった。

「…………」

「……（もぐもぐ）」

「……ど、どうですか？」

「……甘い」

「そ、そうですか」

　なぜか、安(あん)堵(ど)する。

　清美は続けて、残りを一気に口の中へ放り込んだ。

「……おいしい」

　ささやかながらも、感動を現すように、頰が緩んだ。真吾関連以外で清美がこんな表情を見せるのは、初めてだった。

「あ、たくさんありますから、どんどん食べてくださいね。ジュースもありますから」

　清美はまた、ピタッと動きを止めて、真吾に目を向けた。

「……ジュース？」　

「え、まさか、ジュースも知らない？」

　こっくり、頷く。

　真吾は穂香と目を合わせてから、清美の前に置かれた缶(かん)ジュースを手に取った。

「じゃあ、この飲み方も、知らない？」

　こくり。

　真吾は何とも言えず、缶ジュースの開け方と飲み方を教えた。そうして清美に渡すと、清美はまたしばらく缶ジュースと睨みあった後、恐(こわ)々(ごわ)といった様子で口を付けた。

　口を付けた瞬間、清美の目が見開かれ、凄い勢いで口から缶が離れた。

「ど、どうした？」

「…………」

「おい」

「……しゅ、しゅわしゅわ」

　驚いた表情のまま、清美はもう一度、口をつける。

「……でも、おいしい」

　どうやら、炭(たん)酸(さん)飲料も初めて飲むらしい。

「なあ、清美姉ちゃん」

　遠(えん)慮(りよ)のない態度で、光夫は声をかける。

「あんた、今までどんな食生活してたんだ？」

　だが、清美は質問の意味がわからないというように、首を傾げる。

「クッキーとかジュースなんてどこにでもあるだろ。それを知らないなんて、おかしくないか？」

　おかしい、と言われ、清美は助けを求めるように真吾の顔を見た。しかし、真吾もそれは気になっているのだ。助けを出せる状態ではない。

「まあ、いいではないか」

　助け船を出したのは、タロウだった。

「簡単におかしいと決めつけるのはまずいだろう。拙(せつ)者(しや)も知らないことは多いのだ」

「おまえは犬だ。人間と一緒にするな」

「……いぬ」

　黙り込んでいた清美が、ぽつりと漏らす。

「……犬。……わんわん？」

「もしかして……、犬も初めて見るのか？」

「……うん」

　おかしい。やっぱりおかしい。

　お菓子やジュースならば、家庭の方針で食べさせないということもあるかもしれない。見たことがないというのはあれだが、山奥の村であればあまり出回っていないのかもしれない。しかし、犬はそこら中にいるのだ。清美の住む村にも犬の一匹や二匹いるだろうし、テレビや本などでも盛んに目にする動物だ。それを見たことがないのはどう考えてもおかしいだろう。

「……まさか、テレビも見たことない？」

「……てれび？」

「……じゃあ、本は？」

「……ほん。……これのこと？」

　バッグから取り出したのは、教科書だった。

「まあ、それも本だけど……、松(まつ)川(かわ)さん、ちょっと漫画貸してください」

　淳は真吾に漫画を借す予定だったので、ちょうど持ってきているのだ。

　淳から受け取った漫画本を、清美に見せる。だが清美は、動かない。やはり、漫画も見たことがないらしい。

「いったい、どんな生活してたんだよ」

　ついそんなことが口から漏れてしまった。しかし、清美は答えない。答えられないのだろう。たぶん、自分にとっては普通の生活なのだ。それをおかしいと言われて、戸(と)惑(まど)わないはずがない。

「まあ、気にするな」

　また、タロウがその場を取りなす。

「知らないという意味では、そこの王女も似たようなものだ」

「失礼な。わたくしはその女よりも知的探求心はあるつもりだ。なにしろ『ぱそこん』は基本的な扱いならマスターしたからな」

「基本的って、どんなだよ」

「『げえむ』の『いんすとーる』や『あんいんすとーる』、それに画像の抽(ちゆう)出(しゆつ)は一人でできるようになったぞ」

「やっぱりゲーム関連かい！」

　しかも、何気に真吾もできないことをやっている。どんどん、偏(かたよ)った地球色に染まっていくお姫様である。

　そんなやりとりの間も、清美は黙っている。しかし、時折、その視線がタロウを盗み見ているのがわかった。

「あ」

　穂香がポンと手を叩いて、タロウに耳打ちした。

「清美さん、きっとタロウさんと遊んでみたいんですよ」

「……なぜだ？」

「興味があるんですよ。だけど、どうしていいかわからないから、手が出せないんです」

「ふむ……」

　そうかもしれない、と納得したところで、穂香は清美にクッキーを手渡した。

「……？」

「これを、タロウさんに食べさせてみませんか？」

　表情は変わらない。しかし、明らかに目の色が変わったのがわかった。

「はい」

　清美はクッキーを受け取り、穂香の指示に従って、手のひらに載せたクッキーをタロウに差し出す。タロウは間(かん)髪(はつ)入(い)れず、そのクッキーを口にした。

「ひゃっ」

　とたん、可愛(かわい)い悲鳴が清美の口から漏れた。清美は顔を背(そむ)け、目を思いきり閉じている。

「あ、こ、怖かったですかっ？」

　清美は答えず、ゆっくり目を開けると、背けていた顔を正面に戻し、じっとタロウの顔を見つめる。そしてその状態のまま、穂香に向かって手のひらを差し出した。

「……もう一つ」

「え、あ、はい」

　クッキーを渡すと、清美はそれをタロウに差し出す。タロウは少し迷ってから、手のひらごと舐めるようにクッキーを口にした。

「はぅっ」

　また、可愛い悲鳴。

　どうやら舐められたことがくすぐったくて、声が出てしまうらしい。今度は目を閉じたりすることなく、じっとその様子を窺っている。

「触ってみてもいいんですよ」

　穂香に促され、清美はおそるおそる、タロウの頭に手を置いた。

「…………」

　無言で、頭を撫(な)でる。

　しばらく、ずっと、撫で続ける。一(いつ)心(しん)不(ふ)乱(らん)に。これでもか、と。

「あの、ワンちゃんは、喉(のど)の辺りを撫でてあげると喜びますよ」

　言われて、清美はチラリと穂香を見てから頷(うなず)いた。手を頭から喉にやり、不器用な手つきで、それでも盛んに、撫でまくる。

「……気に入ったみたいだな」

「……そうですね」

　相変わらず無表情だが、口元が緩んでいる。心なしか目元も優しくなっているようだ。

「こ、こうしてみると、い、犬と戯(たわむ)れる、か、可愛い女の子なんだな」

「でもやっぱりちょっと変な光景じゃないか？」

　ひたすら犬を撫で続ける巫女服の少女。絵にはなるが、確かに、この光景がいつまでも続くのは変かもしれない。

「た、タロウばっかり、お、女の子に触られて、ず、ずるいんだな。ぼ、僕も、さ、触られたいんだな」

「まあ、こればっかりはどうしようもないだろ」

「あ、で、でも、た、タロウに興味があるなら、も、もしかしたら……」

　淳はごそごそとバッグをあさった後、人形の薫(かおる)ちゃんを取り出した。

「か、薫、き、清美ちゃんと、お、お話ししてみるんだな」

『うん、いいよ』

　そしていきなり、人形と会話を始める。

　タロウをいじり倒していた清美だったが、新たに可愛らしい人形を目にして、こちらにも興味を感じたらしい。淳は清美の正面に座り込んで、人形の手を挙げてみせた。

『こんにちは、清美ちゃん。私、薫。よろしくね』

　清美はタロウを撫でながらキョトンとしていたが、やがてぽつりと「よろしく」と挨(あい)拶(さつ)し、律(りち)儀(ぎ)に頭まで下げて見せた。

　そんな清美の前に、淳は薫ちゃんを差し出す。清美は薫ちゃんと淳の顔を見比べていたが、やがて、おそるおそる手をさしのべ、まるで生まれたての赤ん坊を扱うように、慎(しん)重(ちよう)に受け取った。しかし、それっきりじっと見つめているだけだったが、よくみればわずかに頰が綻(ほころ)んでいるのがわかった。しばらくすると、薫ちゃんの手を握ったり、髪を撫でたりしてその感触を夢中で楽しむようになっていた。

　真吾たちはタロウと淳（薫ちゃん）に清美の相手をさせ、その間に今後の対策を話し合うことにした。

「あの姿を見ていると、やっぱり清美さんも普通の女の子なんだなって思いますよ」

　穂香の言葉は、暗(あん)に清美を疑うのはよくないと言っていた。

「そうかもしれないが、やっぱり神様の方は怪しいままだろ。村人の反応もけったいだしな。そうなると、あいつも自動的に怪しくなる。本人がどう思っていようが、だ」

　光夫の言には、穂香も反論できない。

「どっちにしても、魔神を倒すっていう方向は確かだよな」

　全員が頷く。

「じゃあ、魔神が復活するっていう日に、清美の神社に行って、待ち伏せしよう。で、復活した瞬間にリーナがバッサリ。これでいいんじゃないか？」

　かなりいいかげんで大(おお)味(あじ)な作戦だが、詳(くわ)しいことがなにもわからないのでは、これ以上は詰めようがなかった。

「他に、決めとくことってあったっけ？」

　全員が首を振る。

「じゃあ、そろそろ解散にしようか」

　そう提案したときだった。

「待て」

　真吾たちを制する声がした。

「一つ、重要な案件がある」

　声の主は穂香だった。だが、穂香ではありえなかった。

　表情が別人のように一変していた。あどけない表情はなりを潜め、大きな瞳は硬(こう)質(しつ)なガラスのように輝き、声も低く、尊(そん)大(だい)になっている。

　真吾たちはギョッとなったが、すぐにそれが何者なのかに思い当たった。

「グラン、か」

　グランと呼ばれた穂香は、鷹(おう)揚(よう)に頷いた。

　グランディオーソ、通称グランは、神の一部から生み出された独(どく)立(りつ)思(し)念(ねん)体(たい)である。独立思念体というものがどういうものなのか、真吾たちはいまいちつかめていなかったが、ようするに、穂香の中にもう一人の人間が入っているのだ。

　このグランは神から遣(つか)わされただけあって、いくつかの役目を帯(お)びている。選ばれし者たちをまとめるのがその一つだが、この世界全体を守るためなら、地球一つを滅ぼすことさえ厭(いと)わない過激さも秘(ひ)めている。実際、その過激さが元で、地球は滅亡の危機に瀕(ひん)し、真吾たちと戦う事(じ)態(たい)にまで陥(おちい)ったのだ。

　しかし、その戦いのあと、グランは一度も出てくることはなかった。世界を救う方法を見つけてみせるという真吾たちを、しばらくは静(せい)観(かん)することにしたらしい。

　そのグランが、穂香の意識を押しのけ、唐(とう)突(とつ)に現れた。何かよくないことが起こっているのだと、真吾たちは即(そく)座(ざ)に予感した。

「どうしても、そなたらに伝えなくてはならない事実がある」

　だが、次に出たグランの言葉は、真吾たちの予想を遙かに上回るものだった。




「清内路清美から『世界の危機』の波動を感じるのだ」
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　その日は解散となり、清美は淳とタロウが家まで送っていくことになった。

　清美は真吾に送っていって欲しそうだったが、タロウと淳（の持つ人形）の魅力に流される形で、渋(しぶ)々(しぶ)とだがこの一人と一匹に送られることを承(しよう)諾(だく)した。

　淳とタロウに送らせる理由は、戦いの場となるであろう清美の家の偵(てい)察(さつ)であった。昨日の反省を生かし、神社の位置は地図で事前に調べておいた。そして、いざ村人たちに囲まれても、淳なら瞬間移動で逃げられるし、タロウは野(の)良(ら)犬(いぬ)のふりをすれば人の目をごまかして村の中を歩き回ることができる。そうして、清美の生活環境や、村での神様の扱いなども調べる予定であった。

　そしてなんといっても、最大の目的は、清美の正体を探(さぐ)ることである。

　グランの言葉を聞いていなかったタロウと淳には、清美が「世界の危機」であるということを伝えてあった。なにかつかんできてくれることを祈るしかない。

「まったく、なんなんだよ、これは」

　そんな三人を見送って、真吾は頭をがしがしとかきむしった。

　誰に言ったわけでもないが、穂香は申し訳なさそうに目を伏せた。

「あ、いや、穂香のせいじゃないだろ」

「でも……」

　穂香は清美と対面した瞬間に、清美が世界の危機であるということを知った。ただ、その反応がおそろしく弱かったので、いまいち確信が持てず、切り出せなかったのだ。おまけに、清美は選ばれし者でもある。ただでさえ清美を疑う流れができつつあるのに、さらに追い打ちをかけるこの事実は、仲間を信じたい穂香にとって、口にすべきことではなかったのだ。

　それを、グランが強引にこじあけた。問(もん)答(どう)無(む)用(よう)で、真吾たちに伝えてしまった。世界を救うことを優先するグランにしてみれば当然のことで、あえて隠そうとする穂香の心理状況こそが、理解できないようだった。

　だが、混乱したのは、いきなり打ち明けられた真吾たちである。

　グランと穂香の言葉を信じるならば、清美は世界を救う選ばれし者であると同時に、世界を滅ぼす『世界の危機』でもあるのだ。この矛(む)盾(じゆん)はどう説明すればいいのだろう。

　さすがのグランも、これには明確な答えを出せなかった。『世界の危機』の波(は)動(どう)が、注意しなければ気付かないくらい弱い理由もわからないし、そもそも、清美がどのような形で世界を滅ぼすのかもわからない。波動が弱いのは、明確な『世界の危機』である魔神と関わっているからなのかもしれないが、では清美と魔神がどう関わっているのかというと、これも答えはわからないのだった。少なくとも、清美は世界を救うために、魔神を倒そうとしている。なのに、どうして『世界の危機』の波動を感じるのか。それが、最大の疑問であった。

　グランは清美を注意、観察し、場合によっては排(はい)除(じよ)することも念(ねん)頭(とう)に置かねばならないと忠告してきた。光夫はその案に賛成のようだったが、真吾としてはそう簡単に賛同できるものではなかった。

「どのみち、やることは最初から決まっているだろ」

　リーナはとにかく、魔神を倒すことを優先するらしい。ただそれは、清美のことを思ってのことではなく、じゃまをするようであれば容(よう)赦(しや)なく叩きのめすことを前提にしているようだったが。

「あとは、淳とタロウの報告次第だな」

　いつまでもこうしていても意味がない。

　光夫の言葉で、真吾たちは帰(き)途(と)につくことにした。







　タロウと淳は、たわいない世(せ)間(けん)話(ばなし)をしつつ、やや緊張した面(おも)持(も)ちで、清美を挟み込むようにして河原の横を併(へい)走(そう)するサイクリングロードを歩いていた。

　清美は家から学校へは車で送ってもらっているが、帰りはこちらから連絡しない限りはバスで帰るのだという。

　そうしたことをぽつりぽつりと語る清美だが、昨日のコミュニケーション不全からしてみれば、充分な進歩である。

　軽い調子で会話をしているのだが、どうしてもその顔つきが強(こわ)ばってしまうのは、穂香たちから、清美が世界を滅ぼす存在であるかもしれないということを聞かされているからだ。

　もしかしたら、今この瞬間にでも、本性を現して襲いかかってくるかもしれない。そんな恐怖もあった。

　だが、緊張する二人をよそに、清美は上(じよう)機(き)嫌(げん)だった。口(く)調(ちよう)は相変わらず淡(たん)々(たん)としているが、口数が明らかに多くなっている。ときおり笑みさえ浮かべ、そうした姿を見ていると、とても世界の危機に関わっているようには見えなかった。もちろん、見たままを判断材料にするのは危険ではあるが。

　夕焼けを背に、三人は長い影を落として歩く。その様子は、仲のいい兄妹か恋人が、犬を連れて散歩しているように見えたかもしれない。

「……ワンちゃん、薫ちゃん」

「む？」

『なぁに？』

　珍しく自分から声をかけてきた清美は、一瞬、言葉を失ったかのように視線を宙にさまよわせたあと、なにかを決意するかのように、とっておきの秘密を告げるかのように、声を震わせ、今までで一番弱々しい口調で、言った。

「……明日も、一緒に、遊んでくれる？」

　思いがけない言葉だった。

　もしかしたら、もう遊んでくれないのではないか。自分がこんなお願いをしてしまっていいのだろうか。様々な不安と葛(かつ)藤(とう)が見て取れた。

　おそらく清美は、世間一般で言うところの普通の生活を送っていない。そんな少女が、初めて口にした、当たり前の一言。たった一つの、小さなお願い。

「もちろんだとも」

『うん、いいよ！』

　断れるはずがなかった。そんなささやかな願いを口にするのさえ勇気を振(ふ)り絞(しぼ)る必要があった少女を、無(む)下(げ)に扱うことなどできなかった。

　清美は「……よかった」と呟いて、安堵の息を漏らす。

　ここにきて、タロウと淳は思うのだった。

　たとえ清美が「世界の危機」であったとしても。

　自分たちがこうして仲間として、友人として接していれば、彼女が世界を滅ぼすということはありえないのではないか。

　それだけ、清美は自分たちに馴(な)染(じ)もうとしていた。興味を示してくれた。世界を滅ぼす理由が思い当たらない以上、自分たちのこの思いは、間違いではないような気がした。

　だが。

　もう少しでサイクリングロードが終わり、駅前へと続く大通りに出る直前、いきなり、黒(くろ)塗(ぬ)りの車が三人の行く手を遮(さえぎ)った。さらに、中から黒服の男が三人現れ、清美たちを囲むように立ちはだかる。

「な、な、な、なんなんだな!?」

　突然のことに淳は狼(ろう)狽(ばい)し、タロウは牙(きば)を剝(む)いて警(けい)戒(かい)する。しかし、そんな二人を制するように、清美が前に出た。

「……だいじょうぶ」

「で、でも……」

「……清内路の者だから、気にしないで」

　清内路と聞いて、それでも淳とタロウの緊張と警戒は解けなかった。清美の身内ではあるが、あまりにも物々しすぎる。

「……なんの用？」

「清美様を、お迎えに参りました」

「……私は、頼んでないけど」

　黒服はチラリと淳とタロウに目を向けてから、言った。

「清美様をたぶらかそうとする輩(やから)から清美様をお守りするのが我らの役目。大切な使命を前に、清美様にもしものことがあってはなりません。世(せ)俗(ぞく)の輩となるべく接触しないようにと神に戒(いまし)められたのをお忘れですか？」

「た、たぶらかす？」

「戒められた、だと？」

　いくつか聞き捨てならないセリフがあった。だが、清美は否定しなかった。そのかわり、肯(こう)定(てい)もしなかったが。

　清美は未(み)練(れん)を残すような目で、淳とタロウに顔を向けた。そして、諦めたように「……そういうことだから」と言って、自ら車に乗り込む。

　黒服たちは汚(きたな)いものを見るかのように淳とタロウを一瞥し、「必要以上に清美様に関わるな」と言い捨てて、車に乗り込んだ。それは村に近づけさせないための脅(おど)し文(もん)句(く)のようでもあった。
















　車が走り去ると、タロウは淳を振り返った。

「淳殿、瞬間移動をしてくれ」

「え、え？　ど、どこへ行くんだな？」

「石割村だ。淳殿たちでは目立つだろうが、拙者ならば人目についてもうまく立ち回れるはずだからな」

　このまま黙って見過ごすわけにはいかない。その意思がハッキリと感じられた。淳は頷いた。







　タロウは瞬間移動で石割村の役場に着くと、近くの茂みに身を隠して、清美が乗せられた車が通りかかるのを待った。

　三〇分したところで、見覚えのある車がすぐそばを通りすぎていく。タロウはすかさず、その後を追った。

　それから車は五分ほど走り、広場のような所に入ったところで停まった。広場の先には小さな山があり、山肌が整備されて階段が設(もう)けられていた。山の中腹には、木々に混じって神社のものらしい社(やしろ)や鳥(とり)居(い)の一部が見える。どうやらこの広場は、神社の駐車場らしい。ほかにも二台ほど、車が停められている。

　清美は車から降りると、男たちに連れられて階段を上り始めた。やはりここが清美の家である清内路神社らしい。

　タロウも階段を上ったが、途中で清美を送り終えたらしい男たちが下ってきたので、脇の林の中に身を隠し、やり過ごしてから再び上を目指した。

　上り終えるとそこはすでに神社の境(けい)内(だい)だった。鳥居をくぐったすぐ先に拝(はい)殿(でん)があり、その右手奥には平(ひら)屋(や)の民家がある。おそらくここが清美の家なのだろうが、なぜか清美の匂いはこちらではなく、さらに奥の方へと続いていた。民家を横目に、山を三分の一ほどぐるりと回ると、そこにも一つの建物があった。

　建物というのは正しくないかもしれない。山肌に埋(う)め込(こ)まれるように、屋根の一部と、何かの文字を崩したような紋(もん)様(よう)が描かれた扉(とびら)が取り付けられている。おそらく、横穴を掘ったか、洞窟を利用して作られたのだろう。

　その建物の前に、清美はいた。

「清美殿」

　タロウが声をかけると、扉を開けようとしていた清美はビクッと肩をすくめて、おそるおそる振り返った。その目がタロウの姿を捉えると、怯(おび)えたようにすくめた肩が、ゆっくりと下りた。

「……わんちゃん？」

「すまん、後をつけさせてもらった」

　頭を下げた後で、タロウは気付いた。扉に描かれた紋様は、清美の巫女服に描かれたものと同じだったのだ。きっと、清内路神社にまつわる紋様なのだろう。

　タロウは清美の側(そば)に駆け寄って、改めて扉を眺めた。

　木製の、観(かん)音(のん)開(びら)きの大きな扉だ。ずいぶん古いものらしく、腐りかけているところもあり、ところどころ補(ほ)修(しゆう)されていた。

「清美殿、ここは？」

「……私の、部屋」

「部屋？」

「……寝(ね)床(どこ)」

「寝床？」

　要(よう)領(りよう)を得ない回答だったが、ようするに、清美はここで生活しているらしい。

「神社のほうにも家があるようだが、あれは清美殿の家ではないのか？」

「……私の家。……でも、私は住んでない」

「住んでない？」

「……ここに住んでいるのは、私だけ」

　どういうことだろうと思った。聞き出そうとしても答えてくれないと思ったが、自分をじっと見つめている清美に気づき、タロウは清美の手の甲(こう)を舐めた。「ひゃうっ」と小さく声を上げて、清美は体を震(ふる)わせた。驚いたらしいが、やがてしゃがみこんで、タロウの頭を撫で始めた。

「なぜ、一人で住んでいるのだ？」

「……神様に、そう言われたから」

　タロウを撫でくり回しながら、清美は答えた。

　清美は神の言葉を聞く「巫女」である。巫女は、神の言葉を聞くための神聖性を失わないように、人とむやみに接することを禁じられているというのだ。

　だから清美は、家族とも離れて、ここで生活しているのだという。

「ここは、なんなのだ？　ずいぶんと古いもののように見受けられるが……」

「……宝物殿」

「宝物殿？」

　清美はうなずいた。神社にまつわる道具が収められているかと思ったが、それでは清美が住めなくなってしまうだろう。そうしたものは別な場所に移されたのかと思ったが、違った。

「……ここに、魔神が封じられているの」

　ぎょっとしてタロウは清美を見た。すぐ側で、黒曜石のような瞳がタロウの目を覗き込んでいる。だがその焦(しよう)点(てん)は、目のさらに奥の、もしかしたらどこでもない世界を見つめているかのように、定まっていなかった。

「なぜ、そんなところに、住んでいるのだ……？」

「……神様に、そう言われたから」

　またか。また、神様に言われたから、か。

「平気、なのか？」

「……なにが？」

「いや……」

　自分でもよくわからない。

　清美は首を傾げた後、立ち上がった。

「……そろそろ、中に入らないと。……神様から、連絡があるかもしれないし」

「う、うむ……」

　なんとも言えず、タロウは扉から少し離れた。

「……それじゃあ、また明日」

　言って、清美が扉を開けた瞬間だった。

　なにかが、流れ出してきた。

　反射的に、タロウは飛び退いた。気配に清美が振り返るほど激しく、後ずさった。

「……どうしたの」

　タロウは答えられなかった。ただ、ガクガクと四(し)肢(し)を震わせて、姿(し)勢(せい)を低くして、いつでも逃げ出せるようにかまえることしかできなかった。

　なんだ、いまのは。

　目を凝らして、扉を凝視する。特に何かが出てきたということはない。だが、タロウはハッキリと感じたのだ。なにかとてつもなく、イヤなものが扉の中から流れ出てくるのを。

「まさか……」

　野性のカンが告げる。それは、とてつもなくまずいものだと。絶対に、近づいてはならないものなのだと。

　間違いない。タロウが感じたイヤなもの。それは……。

　魔神の、気配だ。

　魔神はまだ復活していない。なのに、これほどの存在感を濃(のう)厚(こう)に示すことができるのか。

　タロウの体は改めて震えた。口の中がからからに乾(かわ)いて、呼吸が荒くなる。

　だが、恐怖よりも驚くべきことは、清美がここで、魔神の側で、生活をしているということなのだ。

　これほどの濃(のう)密(みつ)な、あえて表現するなら邪(じや)悪(あく)な気配が満ちた場所で生活をしているという。タロウには信じられなかった。できることならすぐにでも逃げ出したかったし、二度と近寄りたいとも思わなかった。そんな場所で、彼女は生活をしている……。

「清美、殿……」

　タロウは呟いた。しかしその声は清美にとどかなかったらしい。

　清美は「……バイバイ」と言って、何事もないように、ごくあたりまえのような顔で、中に入っていった。

　扉が閉まる。清美の姿が見えなくなり、息づかいが感じられなくなり、タロウは不安になった。だが、もう一度、あの扉の側に近づいて、扉を開け放ち、清美の無事を確かめる勇気は、タロウにはなかった。

「なんということだ……」

　タロウは唸った。己の臆(おく)病(びよう)さを飲み込むように、歯を食いしばった。







[image: ]




１




　今(け)朝(さ)も三人娘が家にやってきていろいろと騒がしくしていった。そんな状況に脱(だつ)力(りよく)しつつ、真(しん)吾(ご)が学校へ登校して教室にはいると、大(だい)輝(き)がやってきた。だがその顔は、いつものようにふてぶてしくもなければ自信に満ちた笑(え)みを浮かべるでもない、厳(きび)しいものだった。

「清(せい)内(ない)路(じ)について、またわかったことがある」

　酷(ひど)いもんだよ、と前置きしてから、大輝は言った。

「清内路は小中高と学校に通っていない」

　いきなりの事実に、真吾は目を剝(む)いた。

「どこかの学校に通っていたという経(けい)歴(れき)がないんだ」

　神の啓(けい)示(じ)を受けるようになってから、清(きよ)美(み)はほとんど一人で暮らすようになったという。神の言葉を聞くには、俗(ぞく)世(せ)の汚(けが)れを持ち込ませず、感受性というものを排(はい)除(じよ)した状態、つまり、人として真っ白な状態であることが望ましいと、神は告げたらしい。そのため、清内路一族は清美を隔(かく)離(り)し、人との接触を断ち、ただ住む場所と食事を与えるだけとなったのだ。

　その辺は昨日(きのう)、タロウと淳(じゆん)から聞いている。そのときは信じられないおもいで聞いていたが、こうして再び大輝の口から語られると、その境(きよう)遇(ぐう)に、つい思いを馳(は)せてしまう。

　大輝は続ける。

「小学校、中学校は義務教育だよな。けど、そこは清内路グループの圧力で石(いし)割(わり)村(むら)の教育委員会の口出しを封(ふう)じたらしい。おかげで彼女はいままで、一度も学校に通うことができなかった。もちろん、友達や仲間を作ることもできなかった」

　そんな仕打ちに反発すべき家族も、企(き)業(ぎよう)が成長することに舞い上がり、また神の言葉に背(そむ)いて不(ふ)興(きよう)を買うことを恐れ、むしろ積(せつ)極(きよく)的(てき)に清美を世(せ)間(けん)から切り離すことに尽(じん)力(りよく)したという。

　なにしろ、成長前の清内路グループの経営は火の車で、いつ倒産してもおかしくない状況だったのだ。両親はまだ幼い清美を育てつつ、寝る間も惜しんで東(とう)奔(ほん)西(せい)走(そう)し、グループの立て直しに躍(やつ)起(き)になっていたという。そこへ、まだ五歳にもならない清美が神の啓示を受けたのだ。

　それからの一族は、急カーブを描いて成長を遂(と)げることになる。

　清美が口にする言葉は「神の言葉」としてもてはやされ、崇(あが)められた。清美の口から告げられる神の言葉は的確に未来を予知し、グループの方向性を決定する指(し)針(しん)となった。

　その指針というのは、ごく単純なものだった。今年の国内は台風の被害が大きいから輸入品に力を入れろ、とか、来年は全国的に水不足となるからいまのうちに在庫を抱えておけ、というようなものから、あの会社は危ないから手を切っておけ、とか、その企業と手を組めばもっと成長できる、といった程度のものだ。

　詳(くわ)しい説明はなにもない。しかし、清美の口から告げられる神様の言葉に従(したが)えば間違いはないという暗(あん)黙(もく)の了解が、いつしか清内路一族にはできあがっていた。

　だからこそ、清内路グループは、そして両親は恐れたのだ。神に背くことを。神に背き、神の啓示を断ち切られることを恐れた。清美を隔離し、普通の女の子として過ごす自由を奪(うば)った。

　その結果、清美は学校にも通えず、外界の情報を完全にシャットアウトされた。もちろん、最初の頃は清美もその仕打ちに反発した。村から逃げ出そうとしたこともある。しかし、それが失敗に終わった次の日に、清美に比較的多く接していた親(しん)戚(せき)の一人が急死した。原因は不明。だが、清美は神の啓示により、それが禁を犯(おか)そうとした清美への天(てん)罰(ばつ)だということが判明した。

　これにより、清美は決定的に神の言葉を盲(もう)信(しん)するようになる。少なくとも、神の言葉通りにしていれば、誰(だれ)も困らない。それどころか、みんなが幸せになっていく。そう考えたのだろう。感謝の言葉は清美の耳にも届いていたから、そうした村人たちの気持ちに応(こた)え続けようという決意もあったかもしれない。

「もしくは、幼い頃の貧乏生活を覚えていたのかもしれないな」

　とにかく、清美は神の言葉を紡(つむ)ぐ巫(み)女(こ)として、人間らしさをどこかに置き去りにしたまま成長してしまったのだ。

「それにしても……」

　真吾は考え込んだ。

　いろいろと、行きすぎというか、やりすぎではないだろうか。

　企業を成長させるため、ひいては自分たちの生活を守るためというのはわかる。しかし、それにしては、清美一人だけがその生活から切り離されているのが気にくわない。そのことに対し、気にした様子もなさそうな村人や家族もそうだし、疑問も抱いていない清美自身もそうだ。誰か一人を犠(ぎ)牲(せい)にして得られた幸せが、本当の幸せであるのかは大いに疑問である。

　それに、真吾には、どうしても釈(しやく)然(ぜん)としない部分があった。

　大輝の話だけを聞いていると、神様は清美に対してずいぶんな仕打ちをしているように思う。そして、厳(げん)格(かく)に清美を管理しているわりには、清美を使って神様が何をしたいのか、まったく見えてこないのだ。そもそも、神様がなぜ、清内路一族に肩入れするのかもわからない。

　自分たちが会話を交わした神様は、いいかげんではあっても人間を徹(てつ)底(てい)管理するような性格ではないような気もする。肩入れするにしても、もっといいかげんに、もっと適当に言葉を伝えるような気がするのだ。

　清美の信じる神様と、自分たちが遭(そう)遇(ぐう)した神様の印象の乖(かい)離(り)。ここに何か、大きな意味が隠されているような気がしてならない。　

　と同時に、真吾は納(なつ)得(とく)する部分もあるのだ。

　清美のまっすぐすぎる性格は、人とふれあうことがほとんどないからできあがったものなのだ。神様の言葉を信じて疑わず、感情らしいものをみせずに実行しようとするのは、そのためだ。

　だから、真吾に執(しつ)拗(よう)に迫(せま)るのだ。

　真吾と子供を作らないと世界は滅(ほろ)びる。

　神様がそう言ったから。

　だから清美は、その言葉を疑いもせず、実行に移そうとする。それでは機械である。

　だが、その清美にも人間らしい感情が垣(かい)間(ま)見(み)えることもある。

　タロウや人形の薫(かおる)ちゃん、お菓子に興味を示したのがその一つだ。

　おそらく、どれもがみんな、初めて接するものだったのだろう。だから、どういう反応をしていいのかわからず、とまどった。とまどいつつも、最後には好奇心がまさって、手を触れたり、口にしたりしていたのだろう。

　真吾はため息と共に天を仰(あお)いだ。

　ようやく、清美のことがわかってきたような気がした。

　そして、自分が、自分たちがなにをすべきなのかも、見えてきた。

「で、どうするんだ？」

　大輝が聞いてくる。その目はなにかを期待するように、笑っている。

「決まってるさ」

　真吾は清美の姿を視界に捉(とら)えた。清美はクラスのおせっかいな、だがいずれ彼女に必要となるであろう優しい女の子たちに囲まれている。清美は彼女たちと会話をする気はないのだろう。椅(い)子(す)に座ったまま、微(び)動(どう)だにせず無表情を貫(つらぬ)いている。おそらく神様から、学校という人があふれかえる場所へ行くにあたり、あまり他人と会話をするなとでも言われているのだろう。

　だが、真吾は断言できる。それは、間違っているのだと。

　そんな仕打ちは許されざることであり、清美が人並みな生活を送ることを妨(さまた)げるのは、何(なん)人(びと)たりともできないのだと。

　だから真吾は決意する。

「清美を、神様の呪(じゆ)縛(ばく)から解(と)き放(はな)つ」

　そう、これは呪縛だ。神が人を支配する呪縛なのだ。

　神様から、神様の言葉から清美を解放すること。村人たちの思(おも)惑(わく)から、清美を解き放つこと。

　それが、魔(ま)神(じん)を倒し、世界を救うのと同時に、真吾たちに課せられた使命なのだ。

　その決意を聞き、大輝は満足そうに笑った。それでこそ真吾だ、と、背中を叩(たた)かれた。
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　しかし、清美を神の呪縛から解き放つということは、神に背くということでもある。

　世界を救うために、いいかげんながらも真吾たちに力を与え、警告もしてくれた相手に刃(は)向(む)かうのである。まさに、天に唾(つば)する行為である。

　さらに、実際問題として、真吾と清美が子供を作らないと、魔(ま)剣(けん)の力が発動せず、魔神を倒せないという難(なん)問(もん)が待ちかまえている。これをどうするのかがクリアできなければ、そもそも、清美を解放するとかは言えないのだ。

　放課後、真吾は河原(かわら)に集まった選ばれし者たちにそのことを伝えた。

　みな、一様に唸(うな)った。

　そんな中、はっきりとした意思を示したのは穂香(ほのか)だった。

「神様の言葉に怪(あや)しい部分があるのなら、神様の言葉をすべて信じる必要はないと思います」

　つまり、魔剣の本当の力とか、そういう話は噓(うそ)だという前提で戦うべきだというのだ。

「言うのは簡単だけどよ、それで神様の話が本当だったらどうするんだ？」

　光(みつ)夫(お)の問いに、穂香は揺(ゆ)るぎない瞳(ひとみ)で答えた。

「本当だったらそれまでです」

「お、おい……」

「どのみち、二つしか道はないんです。魔神を倒して清美さんを救うか。清美さんを救えずに魔神に世界を滅ぼされるか。そのどちらかです。魔神を倒しても清美さんを救えないとか、清美さんを救っても魔神に滅ぼされるとか、そういう選択はたぶん、最初からないんですよ」

「それは、あの女を救うことが前提だろ？」光夫は食い下がる。「あの女を犠牲にすることは考えないのか？」

「考えません。前にも確認したはずです。私たちは、誰かを犠牲にして世界を救うなんて、考えちゃいけないんです」

　強く出るのは、清美が世界の危機であると口にしてしまった負い目からだろう。穂香の意思ではないといっても、信じるべき仲間を疑わせるように仕向けてしまったのだ。その穴(あな)埋(う)めをするかのように、清美を救うことを主張した。

「確かに、穂香殿の言うとおりではあるな」

　タロウは少し離れたところで淳（正確には薫ちゃん）と遊んでいる清美を見て言った。

　タロウは、清美が黒服の男たちに連れて行かれたところを目撃している。そのときの清美の表情が思い浮かぶたび、タロウはやるせない気分になるのだ。

　なにもかも諦(あきら)めているような表情は、痛(いた)々(いた)しかった。諦めているから、悔(くや)しくも悲しくもない、イヤだという感情も湧(わ)かない。それがタロウの胸を締めつけた。黒服たちは「たぶらかすな」とか「戒(いまし)めを守れ」だとか言っていたが、そんなものは清美には必要ない。いや、大きく成長を遂げた清内路一族にとっても、もう必要がないはずなのだ。

　もちろん、神(しん)罰(ばつ)を恐れているという理由もあるだろう。だからこそ、自分たちが何とかしなくては、清美はずっと、仲間や友達と一緒に笑い、泣き、思い出を積み重ねていくという当たり前の人生を送れないのではないか。

　清美はいま、薫ちゃんとたどたどしいながらも会話を交わしている。それは幼い子供が最初に行う、他者とのコミュニケーションと同じだった。人と会話をすること、人形で遊ぶこと。そんな当たり前のことを、いまになってようやく行えるようになったのだ。

「前回は判断を真吾にゆだねた。だが今回は拙(せつ)者(しや)自身の意思で決断しよう。拙者は清美殿を救う。絶対に、犠牲にはしない」

　こうなると、渋っているのは光夫だけになる。光夫はふてくされたように顔を背け、舌(した)打(う)ちした。

「俺(おれ)だけ悪者かよ」

「そ、そんなことは……」

「いいんだよ」

　フォローしようとする穂香を制して、光夫は清美を盗み見た。

「俺だって納得してるわけじゃない。確実に世界を救うためには、あの女と真吾がにゃんにゃんしなくちゃいけないんだろ？」

　にゃんにゃんってなんだ、にゃんにゃんって。

「でもそんなのは絶対に反対だ。反(へ)吐(ど)が出る。だからその点は、真吾たちに賛成だ」

「光夫……」

「それに、あの女を救うとか以前に、神様のやり方が気にくわないし、やっぱりおかしいことがいくつもある」

「おかしいこと？」

「神様はいままであの女を隔離してたんだよな？　他人と触れさせず、できるだけ感情のない、真っ白な状態が望ましかったんだよな？　それがどうして、この期(ご)に及(およ)んで真吾の学校なんかに送り込んだんだ？」

「それは……、だって、そうしないと俺と、その、子供を作ることができないからじゃないか？　魔神についてとか、どうやって対処するかの説明も、清美がしなきゃいけないし……」

「違うな。魔神について説明するなら、あいつの家に俺たちを呼び出せばいい。それこそ、あいつを巫女様って崇めてる連中が俺たちを探して、むりやりにでも連れて行けばすむ話だ。子供のことだってそうだ。学校なんていう大勢の目がある場所に放り込まないで、さっさとあいつの家に真吾を連れ込んで、二人だけにしてどこかに閉じこもって迫った方が確実だろ？　人の目がないぶん、じゃまされる確(かく)率(りつ)も低いし、なにより真吾が変な気を起こす可能性も高い」

「そうなんですか、真吾くん!?」

「どうしてそこで確認するんだよ！」

　ただ、光夫の言うことはもっとだった。清美が持つ誘(ゆう)惑(わく)の力で迫られたら、抗(あらが)う術(すべ)はない。いままで成功しなかったのは、まわりに人の目があり、その都(つ)度(ど)じゃまをしてくれる人たちがいたからだ。

　清美の性格から考えて、彼女自身が誘惑の力を望んだとは思えないし、真吾に迫るのも、神様から指示されたからにすぎないだろう。

　神様はいいかげんだから、こんな中(ちゆう)途(と)半(はん)端(ぱ)な指示になるとは考えられる。だが、いいかげんなわりには、具体的な指示が多いのも確かなのだ。

　疑問はある。だが、その疑問の答えを探(さぐ)る暇(ひま)はない。

「とにかく、まずはその魔神とやらをブチのめせばいいのだろう？」

　ひじょうにわかりやすい当面の目標を、リーナは示す。リーナとしては、早く魔剣を振るう機会が訪(おとず)れないかと、ワクワクしているのかもしれない。だが真吾たちは、リーナほど魔神の復活を待ちこがれることはできなかった。

　世界を滅ぼすことができるほどの相手である。不安がないと言ったら噓になる。魔神なんて本当はいないんじゃないかという希望的観測も、まだ心のどこかにある。

　そんな心構えではいけないとわかっていても、真吾たちの不安は払(ふつ)拭(しよく)できないのだった。
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　そんな不安を少しでも和(やわ)らげるためか、今日も穂香はお菓子を作ってきていた。シートの上にみんなで座り込んで、お菓子に手を伸ばす。今回のお菓子も文(もん)句(く)のつけようがなく、絶品だった。これには真吾たちも、いっとき不安を忘れて、舌(した)鼓(つづみ)をうった。

「お菓子だけじゃなくて、料理もうまいもんなぁ」

　真吾は空(から)になった弁当箱を穂香に返した。昼食用の弁当を作ってもらうようになってから三日目になるが、いずれも満足のいくものだった。おまけに、一つとして同じおかずが並んだことがないのも特筆すべきことだろう。

　真吾の母親が作る弁当は、前の晩の残り物と、冷凍食品が中心である。ところが穂香は、冷凍食品はいっさい使わず、ほとんどがお弁当用に朝作られたものなのだ。

「でも、少しは残り物も使っていますよ？」

　その残り物も、煮物やショウガ焼きといった手間暇のかかるものばかりである。それでいて、唐(から)揚(あ)げとかミニハンバーグとかが平気で入っているのだから、どれだけ早く起きているのだろうか。

「実はな」リーナがお菓子をほおばりながら口を開く。「わたくしも一口賞(しよう)味(み)させてもらったのだがな、オクターヴァの三つ星料理人と変わらぬうまさだったぞ」

　オクターヴァにもあるのか、三つ星とか。

「異世界人も絶賛の腕前かぁ。そうだ！　将来さ、料理でもお菓子でもいいから、お店を持ったりしてみない？」

「いいですね」穂香は即(そく)答(とう)した。「そしたら真吾くん、手伝ってくれますか？」

「もちろんだよ」頷(うなず)いて、男連中に声をかける。「なあ、みんな？」

　光夫たちは勢い込んで返事をした。だが、穂香は虚(きよ)をつかれたように目を丸くして、がっくりと項(うな)垂(だ)れるように視(し)線(せん)を落とした。その横ではリーナが、「みんな、か……」と呟(つぶや)いて、ふてくされたように頰(ほお)をふくらませている。二人の反応の理由がわからず、真吾は首を捻(ひね)った。

「……あの」

　そんな中、おずおずと清美が手を挙(あ)げる。自分から口を開くのは珍(めずら)しかったので、全員の視線が一気に清美に集中した。

「……今日は、私も、お菓子を、作ってきたの」

「へえ……」

　思わず、感心したような声が漏(も)れた。お菓子を知らないと言った清美が、昨日の今日でそのお菓子を作ってきたというのだ。

　清美は鞄(かばん)から弁当箱を取り出した。入れ物が味(あじ)気(け)ない弁当箱というのが清美らしい。

　パカッとふたを開ける。興味津(しん)々(しん)で真吾たちはその中を覗(のぞ)き込(こ)むが、覗き込んだ瞬間、凍(こお)りついた。

　中にはなにか、得(え)体(たい)の知れないものが入っていた。

　茶色と黄色が入り交じった、ぐしゃぐしゃの物体。流(りゆう)動(どう)食(しよく)のような、と言えば聞こえはいいが、お菓子という概(がい)念(ねん)を根(こん)底(てい)から覆(くつがえ)すような、歪(いびつ)という言葉さえ甘ったるく聞こえる、正体不明の一品だ。

　真吾たちは顔を見合わせ、すばやく視線で会話した。

（こ、これって……）

（本当に、食い物か？）

（あ、あう、あうあうあう……）

（で、でも、見た目は悪くても、食べてみたらおいしいのかもしれませんよ？）

（それはあるかもしれないねいやない、絶対ない）

　ちょっと顔を近づけてみたところ、強烈な刺(し)激(げき)臭(しゆう)が鼻をついたのだ。口にしなくとも酸(す)っぱいことがわかる、ピリリとした匂(にお)いである。
















　再び、目で会話。

（……えっと、お菓子って言ってたっけ？）

（お、お菓子がどうして、す、酸っぱい匂いがするんだな？）

（隠し味とかのレベルも超えてるだろ）

（で、でも、見た目と匂いは悪くても、食べてみたらおいしいかもしれませ……）

　穂香の目が、タロウの姿を捉えた。

　タロウはがくがくと体を震えさせて、地面に伏せっている。鼻がきくタロウにとって、この匂いは筆(ひつ)舌(ぜつ)につくしがたい苦痛なのだろう。おまけに、耳は力無く折れ、シッポがお腹にくっついている。本能が命の危険を感じているのか、すっかり怯(おび)えているようだ。

（穂香、試しに、食べてみる？）

（……ごめんなさい、やめておきます）

　すっかり沈(ちん)黙(もく)した真吾たちに、清美は訝(いぶか)しそうにしつつも、スッと、お菓子だという謎(なぞ)の物体を差し出してきた。

「……どうぞ、召し上がれ」

「うぐ……」

　食べたくないというのは簡単だ。だが、清美が生まれて初めて作ったお菓子なのだ。それを一口も食べずに突き返すのは気が引けた。

　おまけに、清美を神様の呪縛から解き放つと決めたばかりなのだ。お菓子作りに興味を持つことは、そのとっかかりになる。ここでおいしいと言えば、きっと清美はお菓子作りが好きになる。普通の女の子としての一歩を踏み出すことができる。

　真吾の背中を、冷や汗が流れた。

　これか？　清美が『世界の危機』だというのはこれのことなのか？

　清美を救うにはこれを食べることが重要だ。しかし、食べたらおそらく、いや、間違いなく死ぬ！　死んだら世界を救うことはできない。だから、清美が世界の危機なのか？

　そしてそれ以上に恐るべき事実がある。仲間の手料理を食べて死亡。選ばれし者たち全滅。世界は滅びる。そんな正義のヒーローなど、かつて存在しなかっただろう。同じ滅ぶにしても、美しさとか、かっこよさというものがあるはずなのだ。だが、これには美しさもかっこよさも、かけらもない。正義の歴史にマヌケな汚(お)点(てん)を残さないためにも、それだけは絶対に避けねばならなかった。

　清美を救うと言い出したのは自分である。自分一人の犠牲で正義の矜(きよう)持(じ)が保たれるなら、喜んで散るべきだろう。よし、ここは、自分が責任を取ろう。取らねばならない。取るべきだろう。やっぱり、取らねばならないのだろうか。

　永遠とも思える逡(しゆん)巡(じゆん)は、だがあっさりと破られた。

　弁当箱を覗き込んだリーナが、顔をしかめて言ったのだ。

「これは、何だ？」

「……お菓子」

「妙(みよう)に生(なま)臭(ぐさ)い匂いがするが……、食えるのか？」

「……たぶん」

　たぶんってなんだ、たぶんって。

「いったい、なにを入れたんだ？」

「……冷蔵庫にあったもの。……卵とか、豚肉とか、書いてあった」

「ぶふぅ！」

　光夫がたまらず吹き出した。

「ちょ、ちょっと待て！　おかしいだろ！　なんでお菓子に豚肉が入るんだよ！」

　弁当箱を凝(ぎよう)視(し)し、さらに表情が引きつる。

「つーかこれ、豚肉も卵も生でぶちこんだだろ！　この時期に生はまずいって！　どうみても腐(くさ)ってるぞ！　少しは考えろよ！」

「……だって、作り方、知らないから」

「俺だって知らないさ！　けど、お菓子に豚肉は入らないことくらいわかるわ！」

　光夫の指摘に、清美はしゅん、と項垂れた。その姿があまりにも気の毒で、真吾はいたたまれなくなったが、どう言葉をかければいいのかわからなかった。

　そんな真吾の代わりに、穂香が優しく声をかけた。

「あの、そんなに落ち込まないでください。作り方を知らなければ誰でもこうなりますよ。それより、昨日初めて食べて、それでちゃんと食材の卵を使えたのは凄(すご)いですよ」

　それはフォローになっているのだろうか。

　当然、清美は立ち直れない。すっかり落ち込んでしまったようだ。

　その場に気まずい空気が流れる。それでも、誰も清美のお菓子を食べようとしないのは、やはり自分の命が大事なのだろう。

「えっと、よければ、私が作り方を教えましょうか？」

　その提案に、清美は顔を上げた。しばらく考え込んでいたようだったが、清美はくいっと穂香の袖(そで)を引っ張った。

「……お菓子の作り方、教えて欲しい」

「いいですよ、もちろんっ」

　穂香は満面の笑みで答えた。

「じゃあ、明日はどうですか？　魔神を倒すついでに、清美さんの家に行ったときに教えますよ。あ、ちょうど土曜日で学校も休みですから、みんなでお泊まりしましょう！」

　名案だ、というように、パンと手のひらを打ち合わせる。

「おやつにお菓子を作って、夕食も私たちで作る。なんだか楽しそうですよね、リーナさん」

「なっ!?　わ、わたくしも、作るのか？」

「もちろんですよ」

「し、しかし、わたくしは……」

「（ポソリ）戦いの民(たみ)が、逃げるんですか？」

「よかろう！　料理だろうがお菓子だろうが、なんでもこい！」

「決まりですねっ」

　ものすごくいい笑顔で、胸の前で手を合わせる。「しまった……」と、リーナが我に返ったときにはもう遅(おそ)かった。穂香はさらに、自らのプランをまくしたてる。

「昼間は清美さんの神社でお参りして、夜はゲームをしましょう！　時間になったら魔神をさっさと倒して、夜中は布(ふ)団(とん)の中で女の子同士の内緒話です！　うん、これですよ！　お泊まりといえば内緒話！　リーナさんも清美さんも、なにか恥(は)ずかしい話、思い出しておいてくださいね！」

「は、恥ずかしい話……」

　どんな話だろうと、真吾は夢想し、淳はだらしなく口元を歪(ゆが)め、光夫はみんなに背を向けて鼻を押さえた。

　清美はまばたきもしないでじっと考え込んでいるようだった。それでも、やがて、こっくりと、小さく頷いた。

「じゃあ、決まりですね！」

　いまから楽しみなのか、穂香の声も浮き足立っている。

「明日、みんなで、清美さんの家にお泊まりです！」

「泊まりっていうことは……」

　光夫が、体を震わせながら呟く。

「穂香姉ちゃんのお風呂上がりとか、パジャマ姿を、拝(おが)めるのか……？」

「しょ、小学生のくせに、えらいピンポイントなとこに興奮するんだな……」

「……いや、しかし、みごとだ」

　ふらつく足取りで、タロウが真吾の足下にやってきた。まだ清美のお菓子の後(こう)遺(い)症(しよう)があるのか、声に力がない。

「穂香殿は清美殿に、人間らしさを取り戻させるための足がかりを作ろうとしている。しかも、我々全員を巻き込んで、だ」

　清美は穂香とリーナに対し、真吾を巡(めぐ)って妙な敵(てき)対(たい)心(しん)を抱(いだ)いていた。ただ清美の家へ乗り込むというだけでは、彼女たちの参加は認めなかったかもしれない。

「しかも、魔神に絶対勝てることを前提に話をしている。我々にも不安はある。だが、それを払拭するような物言いは、皆を勇気づける役目もあるのだろうな」

　もちろん、そう簡単にいくとは穂香も思ってはいないだろう。しかし、いくら真剣になっても、懸(けん)命(めい)に思い悩んでも、どうにもならないときはどうにもならないのだ。だったら、いっそのことバカバカしいくらいの態度でのぞんだほうがいいのかもしれない。重く暗い清美の過去を打ち破るには、騒(そう)々(ぞう)しいくらい明るいほうがいいのかもしれない。変に考え込んで、沈(しず)んで、真(ま)面(じ)目(め)にいくよりも、そっちのほうが、たぶん、自分たちにはふさわしいのだろう。

「全部、計算してたのかな？」

「いや、計算はしていないだろう。本当に、思いつきだけのはずだ」

　もしそうなのだとしたら。

　真吾は感心すると同時に、清美を救うことに希望の光が見えてきたような気がした。

　まっすぐに仲間を思いやる心があれば、きっとうまくいく。自然に、うまくいくようになる。それを、穂香が教えてくれたのかもしれない。

　明日、である。

　明日になれば、きっと、真吾たちの正しさが証明されるはずだ。

　場所は石割村の清内路神社。

　清美を神の呪縛から解き放つのに、もっともふさわしい場所であるといえた。
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　今日、清(きよ)美(み)の家に、仲間たちが来るという。

　久しぶりに足を踏み入れた家族が住む自宅で、清美は後(こう)悔(かい)していた。

　あのとき、どうして頷(うなず)いてしまったのだろう。

　昨日のことを思い返して、頭をかかえたくなった。

　清美にしてみれば、魔(ま)剣(けん)さえあれば事足りるのだ。しかし、リーナは魔剣を手放す気はないという。力づくで奪(うば)おうにも、戦いの民(たみ)だけあって、隙(すき)がない。

　ならば、真(しん)吾(ご)と子供を作るしかない。そのためには、なるべく外野は少ない方がいい。全員を家に招くことに抵抗を覚えるが、それ以上に、誰(だれ)かと一緒に一晩を過ごすのが怖かった。

　誰かと一緒に夜を明かすなど、初めてのことだ。神のお告げを聞くまでは両親と一緒だったのだろうが、そのときの記憶はほとんどないし、いまとむかしでは状況が違う。

　神様は人とふれあうことで、清美が持つ神と通じ合う能力が減少し、退(たい)化(か)することをよく思わなかった。彼らを家に招き入れるということは、そんな神の意志に背(そむ)くことではないだろうか。だとすれば、自分は許されないことをしようとしているのではないか。

　自分は誰かと関わってはいけない。誰かと関わって、心を許したりすると、相手が不幸になる。けっして、彼らを家に招いてはいけない。お菓子作りを習ったりしてはいけない。みんなで一晩を過ごすなど、もってのほかだ。

　そう、なにもかもが、断るべきだと清美に教えている。だから、清美は断った。断ろうとした。

　だが、清美は頷いていた。

　穂香(ほのか)の誘(さそ)いに、はっきりと、頷いていた。

　自分で驚いた。なんで頷いたのかがわからなかった。ただ、胸がドキドキする。なにもしていないのに鼓(こ)動(どう)が乱れるなんて不(ふ)可(か)解(かい)だった。けれど、不快ではなかった。どう形容すればいいのかわからないけれど、このドキドキがイヤではなかった。

　ちらりと、台所の様子を窺(うかが)う。

　真新しいエプロンが三つ、用意されている。

　今日は神様の許しを得て、特別に、両親が住む自宅を使うことが許されていた。

　清美はドキドキしながら真吾たちを待った。いまかいまかと、時計とにらめっこしながら待ち続けた。

　と、そこへ――




　電話のベルが、鳴った。
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　この前と同様、真吾たちはバスで村役場前に降り立った。

　降り立つと同時に素早く警(けい)戒(かい)の目を向けるが、人の姿は見あたらなかった。人っ子一人見あたらないのが気になるが、真吾たちにかまうなとでも清美から指示があり、極(きよく)端(たん)にその言いつけを守っているだけなのかもしれない。

「いよいよだな……」

　魔(ま)神(じん)の復活まで、一二時間を切っている。

　真吾が張りつめた声で言うと、光(みつ)夫(お)がバカにしたように鼻で笑った。

「シリアスは似合わないぞ。それに、いまからかまえてもしかたないだろ」

　確かにその通りだ。いくら緊(きん)張(ちよう)したところで、結果がよくなるわけではない。それに、どう取(と)り繕(つくろ)っても、自分たちにシリアスが似合わないのは自覚済みだ。ならば、普段通りでいよう。それが神の意に背こうとする、最初の抵抗になるかもしれないのだから。「じゃあ、行きましょう！」　

　それがわかっているからか、穂香の声は明るい。意識してやっていることなのかもしれないが、清美を救うという意気込みには、こういう明るさが必要なのかもしれない。

　予(あらかじ)め調べてきた通りに、道なりに歩いていくと、やがて山のふもとへとたどりついた。先頭を歩いていた穂香が立ち止まって、目の前の山を見上げる。

「えっと、神社はこの上のようですね」

　一行は長い階段の先にある清(せい)内(ない)路(じ)神社を仰(あお)ぎ見た。

「けっこうあるな……」

　光夫は早(そう)々(そう)にげんなりした様子だった。

　とはいえ、ぼやいていてもしかたがない。一行は気合いを入れて、階段を上ることにした。

　そうしてどうにか階段を上りきると、清美が出迎えてくれた。

「……いらっしゃい」

　今日も清美は巫(み)女(こ)服姿だ。当たり前のように着ているので、真吾たちもこの光景が当たり前のようになりつつあった。

　そんな中、当たり前のように見ていないのは、リーナだった。さりげなく場所を変えつつ、巫女服姿の清美を眺(なが)めている。

　その様子に、穂香も気付いたようだ。

「どうしたんですか？」

「えっ？　い、いや、なんでもないぞ」

　そう言いつつも、チラチラとものほしそうな視(し)線(せん)が清美に向けられる。

「もしかして、巫女服を着てみたいんですか？」

「なっ!?」ものすごい勢いで振り返る。「ば、バカなことを言うな！　なな、なぜわたくしが、あ、あの女が着ているものなど……！」

　どうやら着たいらしい。

　穂香は苦笑しながら、清美に声をかけた。

「あの、清美さん、その巫女服、私たちも着てみていいですか？」

　突然の申し出に、清美は驚いたが真吾たちも驚いた。だが一番驚いたのは胸の内を見(み)透(す)かされたリーナだろう。目を見開きつつも、次(し)第(だい)にその瞳(ひとみ)が期待に輝いていく。

「せっかくなんで、記念にちょっと着てみたいなぁって。それに、おそろいの巫女服を着るのって、なんだか楽しそうじゃないですか？　三人で巫女さん姿になる。すごくいい思い出になりますよ」

「三人って……、わ、わたくしもか!?」

「当然ですよ」

「と、当然なのか!?」

　この提案に、最初は呆(あつ)気(け)にとられていた男連中も、「見たい、巫女さん三人組が見たい！」と猛(もう)烈(れつ)にプッシュする。リーナは、腕を組んであさっての方を向きながら、口をとがらせて頷いた。

「ま、まあ、ホノカがそう言うのなら、しかたがない、着てやってもいいぞ」

「決まりですね！　いいですか、清美さん？」

「……私は、かまわない」

「ふ、フンっ。こんなものを着たいとは、ほ、ホノカもまだまだ子供だな」

「そうです、私はまだ子供なんです。だから、着たいと思ったものはなんでも着ちゃうんですよ」

「よ、よかろう、では、わたくしもその子供心に付きあってやろう」

「お願いします」

　そんな三人に、光夫は呆(あき)れて見せた。

「これから魔神と戦うっていうのに、なにやってんだか……」

「いや、悪いことではないだろう」

　タロウがフォローに入る。

「魔神との戦いであると同時に、清美殿を神の呪(じゆ)縛(ばく)から解(と)き放(はな)つ戦いでもあるのだ。そちらのほうは変に気(き)張(ば)るより、いつもの我々で接したほうが効果的だろう」

「そうだな」

　真吾と淳(じゆん)も頷(うなず)いた。ならばとばかりにコホンと咳(せき)を一つして、普段どおりの反応を心がける。

「えっと……、ほ、穂香とリーナの巫女服姿だとぉ!?」

「た、たた、楽しみなんだなぁ！」

「わざとらしすぎるだろ！」と光夫は突っ込んだ。「だいたい、またコスプレなのかよ！」

「よいではないか。彼女たちの新たな魅力を発見できる。それは拙(せつ)者(しや)たちにとっても喜ばしいことではないか」

　だが、彼らは予想できなかった。

　巫女服姿の彼女たちが持つ魅力が、彼らの想像を遙(はる)かに超えるものであるということに。

　一行は清美に案内され、拝(はい)殿(でん)の脇(わき)にある清内路家へと向かった。







「リーナさん、卵をかきまぜてください」

「これでかき回せばいいのだな？　任せろ」

「清美さんはバターと砂糖の用意をお願いします」

「……わかった」

　穂香のてきぱきとした指示が飛ぶ。リーナと清美はいつになく真剣な表情でその指示に従(したが)っていた。リーナと清美は初めての料理だから、わからないことだらけである。調理器具の物(もの)珍(めずら)しさもあって、質問や疑問が乱れ飛ぶ。穂香は面(めん)倒(どう)くさがらずに、きちんと質問に答えていく。

　女の子三人が、それも、巫女服姿の女の子がエプロンをして賑(にぎ)やかにしているのだ。

　居(い)間(ま)でその様子を見守っている真吾たちは、イヤでも目(め)尻(じり)が下がってしまうのだった。

「……いい、な」

「……いい、ぜ」

「し、幸せなんだな……」

「……この世の楽園、か」

　ムリもない。清美は巫女服を普段着にしているだけあって、ちゃんと着こなしている。ただ似合っているだけではなく、ひとつひとつの動作がまるで何かの儀(ぎ)式(しき)のように、自然に流れているのだ。なるほど、清内路一族が神の言葉を告げる巫女として崇(あが)め奉(たてまつ)るのも納(なつ)得(とく)がいく気がする。

　これに対し、意外なマッチングをみせたのがリーナだった。

　幼いながらもフランス人形のように整(ととの)った顔立ちと、絹(きぬ)のような金色がかったプラチナブロンドの髪が、意外なほど巫女装(しよう)束(ぞく)に映(は)えるのだ。

　日本文化と異(い)国(こく)情(じよう)緒(ちよ)（正確には異世界情緒か）がみごとな融(ゆう)合(ごう)を果たし、巫女という存在にさらなる可能性を感じさせるほどだった。

　そして、穂香である。

　普段からいろいろな衣装を着ているだけあって、こちらも違(い)和(わ)感(かん)なく着こなしている。

　初(うい)々(うい)しさが巫女の処(しよ)女(じよ)性(せい)を、それに反するような胸のボリュームが仄(ほの)かな色(いろ)気(け)をかもしだす。まるで男の願望がそのまま現実に飛び出してきたような組み合わせに、真吾たちはついつい、目を奪われるのだった。

「じゃあ、次はですね、清美さん、小(こ)麦(むぎ)粉(こ)を計ってください」

「……これ？」

「そ、それは塩です！　こっちが小麦粉です！」

「……そう」

「き、気をつけて計ってくださいね。あんまり勢いよく袋を傾(かたむ)けると、ドバッて出てきちゃいますから」

「おい、ホノカ。次はなにをすればいい？」

「あ、はいはい、次はですね、クリームをかき混ぜてもらいます」

「またかき混ぜるのか!?」

「かき混ぜるのが一番大切な役目なんですよ。これで出来が決まると言っていいくらいです」

「む、そ、そうか。やはり大事な役目は、わたくしが務めねばな。ふふふ、さすが、わかっているではないか」

「って、やりすぎです！　そんなむちゃくちゃに混ぜたらこぼれちゃいますよ！　あ、ああ、清美さん！　小麦粉は慎(しん)重(ちよう)に、慎重にぃぃぃぃぃ！」

　なにやら大騒ぎである。

　それでも、注意する穂香の声は弾(はず)んでいて、リーナは意(い)気(き)揚(よう)々(よう)とクリームを混ぜ、清美も小麦粉の測定に夢中になっている。気がつけば三人は、小麦粉まみれのクリームまみれになっていた。お互いにその姿を眺めて、穂香とリーナは苦笑し、しだいに声を上げて笑うようになった。清美も、つられるように肩を震(ふる)わせて笑っている。

　そんな様子を、真吾は遠くから眺めていたが、たまらず外に出て、叫(さけ)んだ。

「うおぉぉぉぉぉ！　か、カメラ、カメラだカメラ！　カメラはどこだぁぁぁぁぁぁぁ！　なんで俺(おれ)はカメラを持ってこなかったんだぁぁぁぁぁぁぁ！　カメラがないなら大(だい)輝(き)だ！　大輝はどこにいる！　くそ、携帯は圏外か！　じゃあカメラ機能は……、ぐはっ、画質が粗(あら)い！　こんなことなら新しい機種に変えとけば……！　うわぁぁぁぁぁぁぁ！　なんてこったぁぁぁぁぁぁぁ！　いま、ここで、奇(き)跡(せき)が！　奇跡の光景が展開されているというのにぃぃぃぃぃぃ！　み、巫女だぞ！　巫女服姿の女子高生が三人だぞ！　しかもエプロンをつけて、お料理タイムだぞ！　新ジャンルじゃないか!?　『巫女服エプロン』！　しかもちょっと失敗しちゃって、クリームや小麦粉がかかっちゃったりして！　なんだこれは！　狙(ねら)うまでもなく無(む)限(げん)のファンタジーじゃないか！　一瞬どころじゃない、動画にして残したいスペシャルミラクルメモリアルじゃないかぁぁぁぁぁぁぁ!!」

　真吾の魂(たましい)の叫びに、リーナは台所で怪(け)訝(げん)な顔をした。

「あいつは、なにを叫んでいるんだ？」

「さ、さあ……」

「…………」

　男たちは黙(だま)って、それぞれに無(む)念(ねん)の表情を浮かべて、真吾の絶(ぜつ)叫(きよう)を聞いていた。

　ようするに、真吾と同じ心(しん)境(きよう)なわけだ。

　そうしてできあがってきたのは、清美の再挑戦も兼(か)ねたクッキーと、イチゴのショートケーキだった。

　見た目はさすがに商品として売られているのと比べると不格好だが、作る過程をずっと眺めていた真吾たちにとってみれば、この不格好さが微笑(ほほえ)ましい。

　味のほうは、さすがに穂香が監(かん)督(とく)していただけあって、絶品だった。こちらは商品として売り出されてもおかしくはないほどだ。

「ふん、わたくしが直(じか)に手を下したのだ。まずいはずがないだろう」

　おかげでリーナは大いばりである。なにか反(はん)論(ろん)したかったが、穂香が目(め)配(くば)せで制してきたので、真吾はなにも言わずにおとなしくしていた。代わりに、穂香が口を開いた。

「清美さんもリーナさんも、初めてのお菓子作りでこんなおいしいのを作れるなんて、すごいですよ」

「わっはっは、そうだろう。わたくしが本気になればお菓子くらい、造(ぞう)作(さ)もない」

「だったら、今度はひとりで作ってみろよ」

「いいだろう。もう作り方は覚えたからな。その味に感服してわたくしのまえにひれ伏すがいい！」

　なんでお菓子ごときでひれ伏さねばならんのか。

　調子に乗るリーナの横で、清美は黙(もく)々(もく)とケーキを口に運んでいる。

「どうですか、ご自分で作ったケーキの味は」

「……おいしい」

「そうですよね」

「……それに」

「……それに？」

「……よくわからないけど、たぶん……、楽しい……」

　真吾たちは顔を見合わせた。

　清美はフォークを口にくわえたまま、じっと食べかけのケーキを見つめている。いまさらながらに、自分が作ったという感(かん)慨(がい)に浸(ひた)っているのかもしれない。どこかうっとりとした表情で、動きを止めている。

　やはり、自分たちは間違っていない。真吾はそう確信した。

　少しずつではあるが、清美に感情らしい感情が現れ始めている。このままいけば、清美は普通の女の子としての生活を取り戻せるだろう。

　だから、真吾たちは思いきりはしゃいでみせた。

　不安はない。不安に思う必要はない。そう言い聞かせるように。

　この楽しい時間を何度でも繰り返せるようにと、新たに意を決する意味も込めて、真吾たちはその場を大いに盛り上げ、盛り上がった。







　一時間ほど盛り上がった後、女性陣は片づけに入った。料理初心者が二人もいるので、時間がかかるのを見越してか、そのまま夕食の支度にとりかかるつもりらしい。

　その間に、男性陣は外を歩いて村の様子を窺うことにした。

　村人たちの様子を確認したかったし、戦いの場を視察する目的もある。

　真吾たちは階段を下りたところで辺りを見回し、とりあえず民家の多そうな方へ向かって歩き始めた。

「……本当に、人がいないなぁ」

「公民館って所に行けば、多少はいるんじゃないか？」

　清美の家族は、今日は村の寄り合いだとかで、公民館に行っていて夜まで帰らないらしい。その寄り合いがどの程度の規模かはわからないが、こうした田舎(いなか)の集まりは、けっこう大きなイベントであるような先入観があったのだ。

「人だけではない。動物の姿もないぞ」

　タロウに指摘されて、真吾もその異常に気がついた。これだけ自然にあふれていて、のどかな場所なのに、飼い犬の姿がちっとも見えないのだ。もちろん、猫やウサギ、牛や馬といった動物もいない。

「だ、だれも、ど、動物を飼わないんだかな？」

「おそらく。それも神の指示なんだろう。動物とのふれあいは人間の情(じよう)操(そう)教育に役立つらしいからな。野良(のら)の類(たぐい)も、村全体で駆(く)除(じよ)しているのかもしれん」

　そこまでして清美の感情をコントロールしたいのか。改(あらた)めて、その執(しつ)拗(よう)さが浮き彫りになってくる。

「っつーか、本当に誰もいないぞ？」

　さっきから何軒かの家を通り過ぎてきたが、人の姿どころか気(け)配(はい)も感じられなかった。まるで自分たちが、かくれんぼの鬼になった気分だ。

　真吾たちは当面の目標を寄り合いがあるという公民館に定めたが、陽が傾きだしてもそれらしい建物が見つからなかったため、断念して引き返すことにした。

　神社の境(けい)内(だい)に戻って、真吾は魔神が封(ふう)じられているという宝(ほう)物(もつ)殿(でん)を見てみたいと思ったが、場所がわからなかった。清美に聞いてみようかとも思ったが、家にはいるとちょうど夕食の準備ができあがったらしい。いますぐ見ておくべきものでもないので、真吾たちは宝物殿は後回しにすることにした。

　夕食のメインは肉じゃがだった。よく煮込んだのか、じゃがいもやにんじんにもよく味がしみこんでおいしかった。

「リーナと清美は、なにを手伝ったんだ？」

「……皮を剝(む)いた」

「切った！」

「……なるほど」

　納得していると、真吾の横に座っていた清美がススッと身を寄せてきた。

「う、ど、どうしたの？」

「……三択です」

「は？」

「……一日、お疲れさま。ご飯にします？　お風呂にします？　それともア・タ・シ？」

「…………」

「……どれにする？」

「どれって……」

「……じゃあ、一択。……ア・タ・シ？」

　それはつまり、強制ということだろうか。呆気にとられている一同にかまわず、清美は身をくねらせる

「……イヤだ、あなたったら……」

　なにが。しかも「あなた」って。

「と、とりあえず、もう食べてるけど、ご飯で」

「……はい」

　一択とかやったわりには素(す)直(なお)だな、と思ったら、清美はお箸(はし)でご飯をすくうと、真吾に向けて差し出した。

「……あーん」

「いや……」

　なぜか、冷や汗が背中を流れる。

「……あーん。……食べて」

「で、でも……」

　言いかけて、清美と目が合う。しまったと思ったときには遅(おそ)かった。頭が急に、ぼうっとなる。

　清美は姿(し)勢(せい)を正すように座り直して、言う。

「……食べさせて、もらいたい？」

「ハイ、清美サマ」

「……じゃあ、食べさせてあげる」

「ハイ、オネガイシマス」

「……もしかして、口移しがいい？」

「ハイ、クチウツシガイイデス」

「……じゃあ、はい、あーん」

「アーン……」

「いいかげん学習しろぉぉぉぉ！」

「ぐはぁっ！」

　空(から)の茶(ちや)碗(わん)が、真吾の額(ひたい)を直撃した。

「い、いってぇぇぇ……。だ、だれだよ！　茶碗なんか投げたのは！　陶(とう)器(き)類(るい)は立派な凶器だぞ！」

　額をさすりながら見れば、リーナが魔剣を片手に仁(に)王(おう)立(だ)ちしていた。

　真吾は反射的に腕を上げてリーナを制した。

「げっ、リーナか!?　って、ま、待って！　その、しょ、食事中に暴力は、ぎょ、行(ぎよう)儀(ぎ)が悪いと思うんだ」

「食事中に誘(ゆう)惑(わく)されるのは、いいのか？」

「はい、ごめんなさい、ちっともよくありませんです」

　それで許したわけではないだろうが、そばで清美が険(けわ)しい目つきでリーナを睨(にら)んでいるので、ひとまず引き下がることにしたらしい。リーナは元の席に戻ったが、脇に「次はないぞ」と言わんばかりに魔剣を置きっぱなしにした。とりあえず、当面の危機は去ったらしい。

「まったく、食事くらいゆっくりさせてくれよ……」

「誰のせいだ、誰の」

　光夫に突っ込まれ、真吾は肩身の狭い思いで食事を続けた。と……。

　不意に、まぶたが重くなった。

　お腹がふくれて眠気がやってきたのかと思ったが、それにしてはおかしかった。あまりにも急激に、意識がどこかへ引きずり込まれそうになる。

「なっ……」

　異常を感じると同時に、リーナが倒れた。それを合(あい)図(ず)に、タロウが、光夫が、淳が、次々に倒れていく。

「み、みんな、どうし……」

　声をかけようとするが、呂(ろ)律(れつ)が回らない。

「し、真吾くん……！」

　切(せつ)迫(ぱく)したような穂香の声がする。だが、体が動かない。姿が捉(とら)えられない。それきり、穂香の声も聞こえなくなった。

　なんだ？　いったい、なにが起こったんだ？

　失いそうになる意識を懸(けん)命(めい)にとどめる。必死になって考えるが、頭が鉛(なまり)のように重くなって、なにも考えられない。

　すぐ側(そば)で、誰かが立ち上がる気配がした。それが誰なのか確認しようとして、真吾は体の制(せい)御(ぎよ)を失った。

　視界が歪(ゆが)み、仰(あお)向(む)けに倒れる。

　そこで真吾が最後に見たものは。




　出会った頃の、感情の窺い知れない表情で真吾を見下ろす、清美の姿だった――。
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　ひんやりとした空気と、ごつごつした固い地面の感触に刺(し)激(げき)され、穂香は目を覚ました。

　最初はそこがどこだかわからなかった。

　辺りは真っ暗で、なにも見えない。目が慣(な)れてくるとおぼろげに周囲の状況がわかり始めたが、それでも自分がどうしてここにいるのかがわからなかった。

　そこは洞(どう)窟(くつ)のような場所だった。むき出しの地面に、申し訳程度に敷かれたゴザの上で、穂香は横たわっていた。

　空間自体はさほど広くはない。わずかに光が差し込んでくる方向には、ものものしい鉄(てつ)格(ごう)子(し)がはめられていた。

　鈍(にぶ)い痛みがする頭を懸命に励(はげ)まして、穂香は考えた。どうして自分はここにいるのか。みんなと一緒に夕飯を食べていて、それからどうなったのか。

　急に眠気が襲ってきたところまでは覚えている。最後に、真吾の名前を呼んだ気もする。しかし、そこから先の記憶がない。

　そこで穂香はハッとなった。

　真吾は、仲間たちはどうしたのだろう。

　重い体を起こし、立ち上がろうとすると、すぐ側に誰かが倒れているのがわかった。目を凝(こ)らすと、それはリーナだった。

「り、リーナさん！」

　肩を揺(ゆ)さぶってみる。すると、リーナは「うーん……」とうなって体をよじった。どうやら、眠っているだけらしい。

　穂香はさらに周囲に目を走らせると、仲間たちの姿があるのが確認できた。

「み、光夫くん、起きてください。松(まつ)川(かわ)さんも……。タロウさん、大丈夫ですか？」

　声をかけ、体を揺すると、すぐに反応があった。最初にタロウが目を覚まし、やがて淳が、光夫が体を起こす。最後にリーナが「おのれ、シンゴォ！」という寝(ね)言(ごと)と共に飛び起きた。穂香はホッと息をついた。だが、すぐにこの場にいない人がいることに気がつく。

「し、真吾くん？　真吾くんはっ？　き、清美さん？」

　呼びかけるが、返事はない。どんなに目を凝らしても、二人の姿はなかった。

「……ったく、なにがどうなってんだ？」

　まだ頭がふらつくのだろう。光夫が額を押さえながら毒づく。

「どうやら食事の中に、眠り薬でも入っていたようだな」

「な、なんで、そ、そんなものが、は、入ってたんだな？」

「……あの女と、バカがいないことに関係があるだろうな」

「どう、関係あるんでしょう？」

「子作りするためだろ」

　わかりきっていることのはずなのに、まだ頭が働いていなかったらしい。言われるまでそのことに思い至らなかった。

「ということは、拙者たちを眠らせたのは、清美殿なのか？」

「そんな……」

「へっ、上等かましてくれるじゃねえか」

　光夫は立ち上がって、鉄格子に手をかけ、外の様子を窺う。どうやらここは洞窟の中か、地下にある穴(あな)蔵(ぐら)のような地(ち)下(か)牢(ろう)らしい。しばらく耳を澄(す)ませてみたが、人の気配はしなかった。

「いま何時かわかるか？」

「えっと、夜の一一時過ぎです」

「もうそんな時間か！　ってことは、あと一時間で魔神が復活するんだな。ぐずぐずしてる暇(ひま)はない。おい淳。さっさと脱出するぞ」

「う、うん。わ、わかったんだな」

　淳の特殊能力は、瞬間移動である。清美は穂香たちを監(かん)禁(きん)したと思い込んでいるようだが、それは浅はかな考えだ。

「あ、あれ……？」

「どうした」

「う、うん、お、おかしいんだな。しゅ、瞬間移動できないんだな」

「なにぃ？」

　淳は意識を集中して、清内路神社をイメージする。本来なら、そうして「跳(と)べ」と念じるだけで、イメージした場所に瞬間移動できるはずなのだ。なのに、いくら集中しても、いくら「跳べ」と念じても、うんともすんともいわないのだ。

「なにやってんだよ、こんなときに！　じゃあ、俺の力でこいつをぶっ壊してやる！」

　鉄格子を睨みつけ、光夫の特殊能力であるバリアを展開する。これはなんでも防ぐ力を持つと同時に、生き物が触れると強烈な衝(しよう)撃(げき)が、それ以外のものが触れると、破壊、もしくは消滅させることができるのだ。ところが。

　光夫のバリアもまた、発動しなかった。

「な……。ど、どうなってんだ！」

　愕(がく)然(ぜん)とする光夫の後ろで、リーナは不敵に笑った。

「我々を撃退した力はどうやらいざというときに役に立たない欠(けつ)陥(かん)品(ひん)のようだな。どれ、わたくしがどうにかしてやろう」

　言って、高々と手を掲(かか)げる。

「出よ、魔剣ブルレスケ！」

　その声に導かれ、巨大な魔剣がどこからともなく現れ、その小さな手のひらに収(おさ)まる――はずだった。

「なっ!?」

　だが、なぜか、魔剣は現れなかった。掲げた手が、虚(むな)しく宙(ちゆう)をつかむだけだった。リーナは焦(あせ)った。

「ぶ、ブルレスケ、どうした、なぜ来ない!?」

　焦りつつも、もう一度試す。

「おい、ブルレスケ！　聞こえるか!?　おい、ブルレスケ！　どうした!?」

　何度も呼びかけるが、反応はなかった。

「ば、バカな！　ブルレスケが、わたくしの呼びかけに応(こた)えないなんて……！」

　一気に、焦(しよう)燥(そう)感(かん)がその場を支配する。

「拙者の分身では、その鉄格子はやぶれんだろうな……」

「私の力も、意味ないですね……」

　タロウと穂香は唇(くちびる)を嚙(か)む。どうしたものかと、全員が悩(なや)む。

「くそ！　おい、誰かいないのか!?　ここから出せ！　出しやがれ！」

　光夫の怒(ど)声(せい)に応えたわけでもないだろう。しばらくすると、光が差し込んでくるほうから、黒服に身を包んだ一人の男がやってきた。その男に光夫は見覚えがあった。清美を迎えに来て連れ去った、男の一人だ。

「てめえ、なにしに来た？」

「ムダな抵抗はやめることだ」

　底冷えするような声で、男は言った。その目は感情が滲(にじ)まず、口(く)調(ちよう)も機械的に抑(よく)揚(よう)がなかった。光夫は思わず、ブルッと体を震わせた。

「この場には神より与えられた特(とく)殊(しゆ)な結(けつ)界(かい)が張られている。おまえたちの力は封じられ、使用することができない」

「結界、だと？」

「間もなく清美様の契(ちぎ)りをかわす儀(ぎ)式(しき)が行われる。その儀式が無事成功すれば、世界は救われるのだ。おまえたちはおとなしく、そのときを待っていればよい」

　やはり、そういう目的だったか。

　だからといって、おとなしくしていなければならない理由は、光夫たちにはなかった。

「ふざけんな。俺たちはその儀式をさせないために来たんだ。世界はちゃんと救ってやる。だからここから出せ」

　しかし、男はなにも言わずに去っていった。最後に光夫たちに向けた目は、ゾッとするほど暗く、淀(よど)んでいた。

「そこをどけ、ミツオ！」

　いきなり言われて、光夫は反射的に身を引いた。すると、リーナが光夫の脇を抜け、その拳(こぶし)を思いきり鉄格子に叩(たた)き込んだ。

　ぐおぉぉおぉぉぉん、という鈍い音が、狭(せま)い空間に響(ひび)き渡(わた)る。

「く、ダメか……」

　リーナは叩きつけた拳を抱きしめるようにしてうずくまった。相当、痛かったらしい。

「王女のバカ力でもダメか……」

「バカ力とはなんだ！」

「あんなクソでかい剣を軽々振り回しといて、非力だとでも言うつもりかよ！」

「魔剣をなめるな！　あれは見た目以上におそろしく軽い材質でできているのだ！　貴様らでも持つだけなら充分にできる！」

「あ、あの、ケンカはやめてください……」

　苛(いら)立(だ)つ気持ちはわかる。だが、苛立ってケンカしたからといって、状況が好転するわけではないのだ。

「あとは、真吾を頼るしかないか……」

「そうですね……。真吾くんが、うまく清美さんを説(せつ)得(とく)できれば……」

「そいつはどうかな」

　穂香たちの希望を打(う)ち砕(くだ)くように、光夫が口を挟む。

「あいつも男だ。二人きりの状態で迫(せま)られて、理性を保(たも)ってられる保証はない」

「で、でも、真吾くんは清美さんを助けようとしてるんですよ？　そんなことは……」

「ない、とはいいきれないよな？」

「そ、それは……」

「男ってのはそういうもんだ。誘惑の力なんか使わなくても、状況さえ整えて追い込んでしまえば、簡単に落とすことができる。もう時間がない。だったらしかたがない。そういう自分勝手な言い訳で、あっさり裏切るんだ。しかも、それが悪いことだと、まったく認識しないままな……」

「み、光夫くん……」

　光夫は男嫌いである。どんな事情があるかわからないが、光夫のバリアは自分以外の男を守らないという仕(し)様(よう)になっているほどだ。だけど、いまは真吾を信じるしかなかった。なんと言われようと、真吾を信じるしか道はないのだ。

「あ――――――っ!?」

「うわっ。な、なんだ!?」

「ど、どうした!?」

　いきなり、淳が素(す)っ頓(とん)狂(きよう)な声で叫んだ。淳ははいつくばって地面を撫(な)でるようになにかを探していたが、隅(すみ)々(ずみ)まで調べつくすと、苦しそうな声で呻(うめ)いた。

「か、薫(かおる)が、薫が、い、いないんだな！」

「薫ちゃん、ですか？」

「夕食のときには一緒だったんだな！　ちゃんと胸ポケットに入れてあったんだな！」

「おい、こんなときに人形の心配なんかするな！　どうせここに連れてこられる途中で、どっかに落ちたんだろ！」

「で、でも、でも……！」

「人形がなくなったくらいで女(め)々(め)しい男だな！　うっとうしいからしばらく黙ってろ！」

「あ、あう、あうあうあうあうー……」

「まずいな……」

　タロウが低く唸(うな)る。

「みんなの心が焦りでバラバラだ。このままでは、どうにもならんぞ」

「ええ……」

　だが、穂香にもタロウにも、どうすることもできない。

　できるのは信じることだけ。

　真吾を信じて待つことしか、できないのだ。

　魔神の復活まで、あと一時間。

　お願い、真吾くん――

　穂香は祈るような気持ちで、真吾を待つのだった。
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　真吾が目を覚ますと、そこは見知らぬ建物の中だった。

　枕(まくら)元(もと)のろうそくが周囲を照らしているが、薄暗くてよく見えない。見上げる天(てん)井(じよう)は、おぼろげながらも普通の家(か)屋(おく)よりもずっと高いようだ。

　眠気を引きずっているのか、頭が重い。それでも、倒れる寸前の光景を思い出して、真吾は勢いよく起きあがった。

「……目が、覚めた？」

　真吾はギョッとした。見れば真吾のすぐ側に、清美が正座して三(み)つ指(ゆび)をついている。声をかけられるまでまったく気配を感じなかったので、真吾の心臓は大きく跳ね上がっていた。

「き、清美か……」

　そこで真吾は、自分が布(ふ)団(とん)の上にいることに気がついた。おかしなことに、布団は一つなのに、枕は二つあった。

「って、なな、なんだ、この状況はぁ!?」

「なにって……」

　正座したまま、お互(たが)いの体が触れそうになる距離まで、清美は寄ってきた。

「……私たちの、赤ちゃんを作る状況」

「まだ諦(あきら)めてないのか!?　け、けど、そうだよ、いまからじゃ、間に合わないだろ」

「……間に合わないかもしれない。……でも、何もしないでいるよりは、いい」

「ちょ、ちょっと、ちょっと待ってよ……」

　真吾は前髪を掻(か)き上(あ)げつつ、まだ鈍く重い額に手をあてた。信じたくはないが、確認しなくてはならないことがある。

「他のみんなは、どうしたんだ？」

「……山の麓(ふもと)の、地下牢にいる」

「地下、牢……」

　大輝が言っていたやつか。

「まさか、この状況を作り出すために、夕食になにか入れたのか？」

「……睡(すい)眠(みん)薬(やく)を、少々」

　真吾は舌(した)打(う)ちした。そんな明確な答えは欲しくなかった。今日の清美は、楽しんでいたはずだ。お菓子を作ったり、料理をしたりして、穂香やリーナと笑いあっていたはずだ。なのに、どうして。

「……今(け)朝(さ)、神様が言ったの。……時間がないから、多少強引な手を使ってもいいって。……他の人たちは邪(じや)魔(ま)だから、閉じ込めておけって」

「さっきまで一緒に楽しんでた、笑いあってた仲間に、その仕打ちかよ！」

「関係ない」

　清美は断言した。

「……このままじゃ世界は滅(ほろ)びる。……だから、私は、自分がやるべきことをやるだけ」

「神様が言ったから、か？」

「……うん」

「清美。おまえは神様の言葉なら、なんでも信じるのか？」

「……うん」

「家族を捨てろって言われても、従うのか？」

「……うん」

「死ねって言われたら、おまえは死ぬのか？」

「……それでみんなが、幸せになるなら」

「ふざけんなぁ！」

　突然の怒声に、清美はビクッとして身を引いた。

「おまえはそれでいいかもしれないけどな、おまえが死んで、残された人間はどうなる!?　感謝するとでも思ってるのか!?」

　清美に目に動(どう)揺(よう)が走る。

「……でも、いままで、みんな、喜んでくれたから……」

「それが間違ってるんだ！　今回のことだってそうだ！　俺と清美が子供を作れば世界は救える？　仮(かり)に救えたとしよう。それでおまえは幸せか？」

「……世界を、みんなを、救えるなら……」

「それで、俺も幸せだと思うか？」

「……だって、世界を、救えるなら……」

「俺はな、気持ちの通い合っていない子と、そういうことはしたくないんだ。それでも、どうしても、そうしなくちゃ世界が救えないというなら、考えるかもしれない。でも、俺は絶対、後悔すると思う。清美のことを、責任をとらなくちゃって思う。責任感とか義務感で大切にされて嬉(うれ)しいか？　俺は絶対にイヤだ。そんなのは、悲しいだけだ。辛(つら)いだけだ。だから、清美の言う方法で、俺は幸せにはなれない。清美も幸せじゃない。幸せになれないのに、世界を救う必要はあるのか？」

　清美は答えなかった。答えを吟(ぎん)味(み)しているようでもあり、最初から答えるつもりなどないようでもあった。

　このままでは、平行線だ。

　どんな言葉も、いまは清美に届かない。神の呪縛は健(けん)在(ざい)だ。

　昼間の光景を思い出す。清美は笑っていた。楽しんでいた。まわりの雰(ふん)囲(い)気(き)に合わせるなんて器用なことはできないはずだから、あれは心からのものだったはずだ。それでも、楽しいよりも、嬉しいよりも、まだ神様の言葉のほうが強かったのだ。優先すべきものだったのだ。

　真吾はまだ、清美を説得できない。説得する方法が見つからない。

「……真吾くん」

　清美がゆっくりと、身を寄せてくる。

　布団の上で、枕が二つ並んだ布団の上で、清美の体が真吾に密着する。両手は背中にまわり、額が真吾の肩に押し当てられる。艶(つや)やかな黒髪から、いい匂(にお)いがした。相変わらずの巫女装束の上から、清美の温(ぬく)もりが感じられた。清美の体が感じられた。

　ズキン、と、頭の奥が痺(しび)れた。
















　まずいと思った。これは、予想以上に強烈だった。

　誘惑の力など必要ない。清美は、女の子は、その体がすでに誘惑する武器なのだということを、今さらながらに真吾は知った。思い知らされた。

　頭がくらくらする。ともすれば、勢いと衝動に任せてしまいたくなる。そうすれば、世界も救えて一(いつ)石(せき)二(に)鳥(ちよう)だと促(うなが)す自分がいることを、真吾は否定できなかった。

「……真吾くん、時間が、ないの」

　清美の呟(つぶや)きが、頰(ほお)を撫でる。甘くて、妖(よう)艶(えん)な魔力が込められているかのように、真吾の意志を打ち砕こうとする。

　落ち着け、落ち着くんだ、真吾！　簡単に挫(くじ)けるな！

　必死に理(り)性(せい)を振(ふ)り絞(しぼ)って、抵抗しようとする。しかし、体が動かない。清美の体に吸いつくようにして、離れない。

　清美が見上げてくる。その際、髪が、鼻先が、真吾の首筋を撫でた。これまでに感じたこともないゾクリとした快感が、触れた首筋から全身を駆けめぐる。

　清美と目があった。二人の顔は、まさに目と鼻の先。互いの呼吸すら、直接感じられる位置。

「……っく！」

　真吾は強引に視線を引きはがした。見てはいけない。あの目は見てはいけない！　誘惑の力を使わなくても、あの目は真吾をあっというまに取り込んでしまうだろう。

　視線を外した真吾は、せわしなく視線をさまよわせた。一カ所に落ち着いてなどいられなかった。そうして心を落ち着ける必要もあった。だが。

　ふと、それが目にとまった。

　それは石だった。上の方が少しひび割れた、一抱え以上もある大きな石が、部屋の隅の、祭(さい)壇(だん)のような場所に安(あん)置(ち)されていた。ご神(しん)体(たい)だろうかとも思ったが、それにしてはおかしかった。

　雰囲気、というと、石に使う表現としてはおかしいかもしれない。しかし、そうとしか言いようのない、不気味な、禍(まが)々(まが)しい気配がその石から感じられたのだ。

　先ほどとはまったく違う、ゾクリとした不快感が襲(おそ)ってきた。知らぬが仏(ほとけ)、という言葉を、真吾は実感した。それを目にしなければよかった。気付かなければよかった。そう思わせるほどのなにかが、その石にはあった。

　どこか不安になるような、気持ちが悪くて、おぞましいそれを一言で言うならば、「邪悪」と表現するのがふさわしいだろうか。

　真吾は半(なか)ば魅(み)入(い)られるようにして、その石を視界に収めていた。

「……清美」

「……なに？」

　真吾は自分の喉(のど)がからからになっていることに気がついた。口の中で懸命に唾(つば)を作りだして、何度も飲みこんだ。

「あれは、なんだ？」

　清美は振り返りもせず、真吾の顔を見上げたまま、言った。

「……あれが、魔神」

　やはり、か。

「……正確には、魔神を封じている石」

　ということは、ここは宝物殿なのだろう。そして清美は、ここで生活をしている……。

　真吾の体は、いまにも震えだしそうだった。

　話には聞いていたが、清美は、あんな禍々しいものと、ずっと寝(しん)食(しよく)を共にしてきたというのか。

　暗くて重い圧迫感が、絶えず押し寄せてくる。ピリピリとした、殺(さつ)気(き)とか、敵(てき)愾(がい)心(しん)とか、とにかく負の感情を常に向けられているような気配が、濃(のう)厚(こう)に立ちこめている。

　こんな場所には一分一秒たりともいたくはなかった。真吾がそうなのに、清美は、この少女は、一〇年以上もこんなところで、たった一人で過ごしてきたというのだ。

　さらに、よく見れば魔神が封印されている石には、どこかで見たような紋(もん)様(よう)が描かれている。記憶をたどって、真吾は清美が着ている巫女服に目をやった。左胸の辺りに、同じ紋様が描かれている。

　それがなにを意味するのかはわからなかった。ただ、漠(ばく)然(ぜん)とした不安だけが押し寄せ、真吾を飲み込もうとしていた。

「……やっぱり、間違ってるよ」

「……なにが？」

「神様の言うことが。清美をこんな所に閉じ込めて……。そんなのは絶対に、おかしい」

「……でも、慣れちゃえば、平気だから」

「こんな場所に慣れることがおかしいんだよ！」

　真吾は自分の体から清美を引きはがした。

「こんな所、人が住む場所じゃない！　近寄っていいところでもない！　慣れたから平気!?　じゃあ慣れる前はどうだったんだよ！　おかしいとは思わなかったのか!?　なにか間違ってるとか思わなかったのか!?　なんで受け入れられるんだよ！　どうして誰も助けてやらないんだよ！」

「……真吾くん、時間が……」

「ああ、ないさ！　もう時間はない！　こんなところ、いつまでもいられるか！　行くぞ、清美！」

　説得などしている場合ではない。まずは、この場から離れるべきだった。しかし、立ち上がる真吾の腕を取って、清美は引き止める。

「……待って。……その前に」

「その前に、なんだよ！」

　苛立っていた。だから、むりやりにでも連れ出そうと、言い聞かせようと、体を清見に向けた。正面から、清美と目があった。

　そう思ったときには、頭がぼうっとなっていた。意思の自由が奪われ、清美の体に吸い寄せられそうになる。

　まずい！

　真吾は、最後の力を振り絞って抵抗した。吸い寄せられる体に勢いをつけて、清美の頭に、頭突きを喰らわせた。目から、火花が飛び散った。

「ぐあぁぁぁぁ、い、痛ぇぇぇぇ……」

「……痛い」

「な、なんでそんな軽い調子なんだよ……。くそう、石頭か……！」

　予想以上にダメージはひどかったが、おかげで正(しよう)気(き)を取り戻すことができた。もう誘惑の力にひっかかるまいと、清美の顔を見ずに手を取る。そうして力任せに引き起こそうとして、真吾は硬(こう)直(ちよく)した。

　逃げようとした先に、とてつもなく異様な物があったのだ。

　存在自体は、魔神が封印されている石ほどおかしなものではない。だが、いまこの場所に、しかも屋(おく)内(ない)であるということを考えると、それは充分すぎるほどに異様だった。

　それはなにかというと、いわゆる電話ボックスであった。昔は街中でもよく見かけた、そして真吾にとっては夢の中でおなじみの、電話ボックスだった。

「な、なんでこんなものが、こんなところに……」

　逃げ出すのも忘れて、真吾は電話ボックスに見入る。

　誰かに訊(き)いたわけでもない呟きだったが、清美は答えた。

「……これが、神様との、連絡手段」

「……連絡、手段？」

　ふと、リーナとトランクィロのやりとりを思い出す。

　なにか？　ということは、地球側の神様も、ラメントとも、電話ボックスで会話をすることができるのか？

「おい、清美！　これで、神様と話ができるのか!?」

「……うん」

　だいたいは、神様のほうからかかってくるのだが、たまに、どうしても聞かねばならないことがあるときなどは、清美のほうから電話することもあるという。

「神様直通の電話番号があるんだな!?」

　コクリ。

「その番号は！」

「……ダメ、教えられない」

「なんで！」

「……神様が、魔神を倒すまで、連絡、するなって」

　なんだ、それは。めちゃくちゃ怪(あや)しいではないか。

　だが、これはチャンスだった。この場を乗り切って、清美を救う、おそらく、最後のチャンスだった。

「清美、頼む。俺に番号を教えてくれ」

「……ダメ」

「そこをなんとか。その、ほら、別に清美に電話しろって言ってるわけじゃないんだ。俺が電話をしたいんだ。だったら、神様の言いつけを破ったことにはならないだろ？」

　清美は明らかに困(こん)惑(わく)していた。こんな提案やお願いをされたことがないのだろう。真吾の言葉が神の言葉に背かないかどうか、必死に考えているに違いない。

　もう一押しだと思った。もう一押しで、いける。

「だったら、番号を教えてくれたら、その……、子作りをがんばるよ。それで世界を救えば、神様も文(もん)句(く)はないんじゃないか？」

　それは清美にとって渡りに船だったのかもしれない。渋(しぶ)々(しぶ)とではあったが、その番号を真吾に教えてくれた。

「５３３０－８３１－３１７１１０……。この『８３１』に見覚えがあってイヤな予感がするけど、これって何かの語(ご)呂(ろ)合(あ)わせだったりする？」

「……５(か)３(み)３(さ)０(ま)－８(ばん)３(ざ)１(い)－３(せ)１(い)７(な)１(い)１０(じ)」

「……やっぱりか」

　なにを考えているんだ、神様という連中は。

　とりあえず、突っ込みはあとまわしだ。

　真吾はすぐに電話ボックスに飛びつき、教えてもらった番号をダイヤルする。すると。

「はーい、清美ちゃん。こんな時間にどうしたの？」

　その場の雰囲気にそぐわない、気の抜けた声が聞こえてきた。間違いない。神様だ。

「残念だけど、清美じゃないんだよ」

「え、あれ？　その声ってもしかして、宮(みや)田(た)真吾？　えっ？　なんで？」

「いいから俺の質問に答えてくれ。時間がないんだ」

「ん、まあいいけど、なに？」

「あんた、ラメントっていう名前だよな」

「……なんで、私の名前を知ってるの？」

「異世界のトランクィロって神様が、あんたのことを探してるんだよ」

「あちゃあ……、どっかの世界と繋(つな)がったとは思ったけど、よりによってあいつの世界と繋がっちゃったか……」

　いろいろと聞き捨てならないセリフがあったような気がするが、いまはそれどころではない。

「どうやらあんたは本物の神様みたいだな。だったらまず確認するぞ。魔神っていうのは、本当に復活するんだよな？」

「この回線っていうことは、清美ちゃんの部屋からでしょ？　なら、本当だってわかるんじゃない？」

　振り返って、魔神が封じられた石を視界に収める。確かに、それは本当だろう。ならば、ここからが本題である。真吾は電話機に視線を戻した。

「その魔神を倒すには、リーナが持ってる魔剣が必要？」

「そう、魔剣じゃないと魔神は倒せない」

「そして魔剣が本当の力を発(はつ)揮(き)するには、俺と清美が子供を作る必要があるんだよな？」

「はぁ？」

　素っ頓狂な声が返ってきた。てっきり、「役(やく)得(とく)でしょ～」とか、イヤらしい笑(え)みを浮かべたような反応が返ってくるとばかり思っていたから、真吾は意表をつかれた。

「それ、誰から聞いたの？」

「あんたが清美に言ったんじゃないのか？」

「そんなこと、言ってないわよ」

「言ってない？」

「言うわけないでしょ。だって、魔剣の本当の力だとか、それには二人が子供を作らなきゃいけないとか、そんなの私、知らないもん」

「知らない？」

　受話器を持つ手のひらに、汗がにじんだ。

「そんなはずはないだろ。だって、清美があんたからそう言われたって言ってるんだぜ？」

「だから、私は知らないわよ！　え、じゃあなに？　清美ちゃんはその話、誰から聞いたの？」

「こっちが聞きたいよ！」

　真吾は振り返った。清美は心配そうに、こちらの様子を窺っている。清美のことだ。演技などできるはずがない。ということはやはり、誰かに吹き込まれたのだ。問題は、誰が吹き込んだか、である。

「最初から整理するぞ！」

　神様に、というより、自分に言い聞かせるようにして、会話を続けた。

「あんたは、いつから清美と接触を持ったんだ？」

「んーと、清美ちゃんが五歳になる前だから、一〇年くらい前かな」

「なんで、清美と接触したんだ？」

「最近は神様を信じる人が少なくなったのよ。だから、私とコンタクトできる人は稀(き)少(しよう)でね。たまたま私に縁(えん)がある神社の娘が、強い力を持っていたから接触したの。神の言葉を受け止められる人間が一人くらいいた方が便利だからね」

「なんで」

「世界を救うためよ。あんたたちと夢の中で会話したのは、清美ちゃんを媒(ばい)介(かい)にして接触したんだから」

　そうだったのか……。

「清内路グループにアドバイスしたのはなんでだ？」

「清内路神社が潰(つぶ)れてもらったら困るから。せっかく巫女としての資(し)質(しつ)がある子が生まれたのに、その家が潰れちゃったんじゃあんまりでしょ。それに、この神社は、世界で一番、私の声が届きやすい場所だし」

「へえ……」と感心している場合ではない。

「それにしては、ちょっとやりすぎなんじゃないか？」

「なにが？」

「いまじゃ清内路グループは日本有数の大(だい)企(き)業(ぎよう)だぞ。そこまで大きくする必要はあったのか？」

「はい？　私、そこまで大きくするつもりはなかったよ？」

「でも、大きくなってるんだよ」

「それは……、経営努力の結果なんじゃないの？」

「おい、清美。最近企業関係で神様から電話があったのはいつだ？」

　いきなり声をかけられて清美は驚いたが、少し間を置いて、答えた。

「……確か、一〇日くらい、前」

「一〇日前だってさ。あんたに心当たりは？」

「……ないわ、おかしいことにね」

　そう、おかしい。それはずっと抱き続けてきた違(い)和(わ)感(かん)だった。

「じゃあ次だ。清美に巫女服を着ろって言ったのは、あんたか？」

「違う、私じゃない」

　これは深い考えのない神様の指示だと思っていただけに、かなり意外だった。

「……それで、清美には、魔神を倒せって言ったんだよな？」

「言ったわ」

「それだけ？」

「あんたたちと協力して、魔剣を使って魔神を封じるなり倒すなりしなさい。これ以上のことは一言も口にしてない」

「だったら、魔剣の本当の力とか、子作りの話は、どこから出てきたんだよ」

「知るわけないでしょ」

　真吾は混乱した。

　神様の言葉が本当であれば、他の誰かが、清美に噓(うそ)の情報を吹き込んだことになる。しかし、神様以外にそんなことができるとは思えない。

　真吾たちのことを知っていて、魔剣のことも知っていて、清美とこの電話でやりとりができる心当たり……。

　清美はここで一人で暮らしている。他に近寄る人間はいない。ということは、まさか、清美が何らかの目的で、噓をついて……。

　そこでギョッとなった。とんでもないことに思い至り、真吾は思わず、その考えを否定しようとした。だが、他に考えられない。他の誰に、こんなことができるというのか。

「な、なあ、最後に、確認するぞ」

「……どうぞ」

「あんたは、清美を、この……、魔神が封印されてる場所に、閉じ込めたりはしてないよな？」

　なにかを察(さつ)するような間があって、「そんなことするわけないでしょ」という答えが返ってきた。

「じゃあ、神の言葉に背いたからって、誰かを殺したりも、してないよな」

「私は直接手を下すことはしないしできない。それ以前に、私の言葉を信じるかどうかはその人次第よ。それはあなたが一番よくわかってるんじゃない？」

　その通り。神の言葉を信じられず、スカートをめくる力をもらったのだ。だからといって、真吾に神(しん)罰(ばつ)が下ったりはしなかったし、神様もそれをどこか楽しんですらいるようなのだ。

　だから、おかしい。

　清美が信じる神様と、自分たちが知る神様は、まったく違う。まったくの別物だ。

　ということは、やはり、真吾がたどり着いた答えは正しいのだ。清美をこの部屋に閉じこめ、人と触れさせず、己(おのれ)の言葉だけを信じるように仕向けた張(ちよう)本(ほん)人(にん)。

　それは……。

　とたん、ブツッと電話が切れた。

「え、お、おい、どうした！　おい！」

　受話器に向かって叫ぶが、応答はない。

　慌(あわ)てだした真吾に異変を感じたのか、清美がやってきてボックスの中に入ってくる。

「……どうしたの？」

「ど、どうしたもこうしたも、清美！　やっぱり俺は正しかった！　おまえはもうこんな所にいる必要はない！　もう一人でいる必要もない！　だって、だって……！」

　そこへ、耳ざわりな笑い声が聞こえてきた。

　本当におかしそうに、だが、バカにするようなニュアンスの笑い声が、受話器から漏(も)れている。

　真吾はおそるおそる受話器を耳に当てた。

「クスクスクス……」

　笑い声が、女の哄(こう)笑(しよう)が、耳を打つ。神様ではない。声の質は似ているが、まったくの別人だ。

「……誰だ、おまえは」

「やだなあ、真吾くん。そんなこと訊くの？　きみたちは私を倒すためにやってきたんでしょ？」

　真吾の顔は青ざめた。真吾の想像は間違っていなかった。だが、実際にそうだとわかると、たとえようもなく不快で、恐ろしかった。

「初めまして、だね」

「ま、まさか……」

「そうだよ」

　電話の向こうの女は、楽しそうに笑った。




「私が魔神――魔神フェローチェよ」
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　その声は、いっそ可愛(かわい)らしいとさえ言えた。だが、言葉の端(はし)々(ばし)に滲む尊(そん)大(だい)さ、人を見下したような物言いは、ただの女性ではないことを示していた。

「おまえが……、おまえが、清美を!?」

「まあね」

　魔神はあっさりと肯(こう)定(てい)した。

「ここまできたら隠しても意味がないからね。気になることもあるだろうから、全部話してあげるよ」

　魔神は得意げに語り出した。

　一〇年前、清内路一族は企業の運営に失敗し、存(そん)亡(ぼう)の危機に瀕(ひん)していた。魔神を封じる一族が弱体化するのを恐れた神は、清美を介して一族の救済にあたった。それは功(こう)を奏(そう)することになるのだが、フェローチェはそこにつけ込んだ。

　神への信(しん)奉(ぽう)が薄くなっていた現在において、神がその言葉を告げるのには、神に近しい場所を設ける必要があった。この世界においてもっとも神に近い場所が、神に縁があり、さらに、魔神が封じられているこの宝物殿だったのだ。

　宝物殿で清美はたびたび、神のお告げを聞いた。そして魔神は、その会話をずっと聞いていた。

　このとき、魔神の封印は解けかかっていた。しかし、魔神はある目的のためにあえてそれを隠し、密(ひそ)かに清美とコンタクトを取った。

　そう、神になりすまし、清美を盲(もう)信(しん)させるために様々な条件を突きつけ、世間から隔(かく)離(り)し、自らの野望を実現するための手(て)駒(ごま)へと作り替えていったのは、魔神であるフェローチェだったのだ。

　フェローチェのもくろみ通り、清美は忠実な下(げ)僕(ぼく)となった。魔神の言葉を疑わず、指示を忠実に実行するようになった。

　そして、いよいよ復活のときが迫る。神は復活に気付いて、清美を選ばれし者と共に魔神と戦うようにしむけた。だがこれも、フェローチェは「真吾と清美の子供がいないと魔剣は力を発揮しない」という噓を教えることで、時間を稼(かせ)いだ。

　もはや自らの存在を隠す必要はなくなった。魔神は力の一部を解放し、村人たちを洗(せん)脳(のう)した。もとから清美を媒体にして洗脳を進めていたので、村人たちは、簡単に魔神の支配下に置かれた。

　ここまでの準備を終え、魔神の復活はいよいよ最終段階を迎えた。

「でもねぇ……」

　悲しそうに声を震わせて、魔神は言う。

「実は私、肉体を滅ぼされちゃって、今は魂だけの存在なの。魂だけでも充分な力はあるんだけど、やっぱり本来の力を取り戻したいから、肉体は必要なのよね」

　意味ありげに、最後の語尾が跳(は)ね上(あ)がる

　真吾の背筋は凍(こお)った。真吾と清美の子供が必要。その本当の意味を、理解した。

「……そういうことか」

「あ、よくわかったね」魔神は嗤(わら)う。「そう、あなたたちの子供が、私の魂を受け入れる器(うつわ)になるの」

　清美はかつて、神の力を借りて魔神を封じた一族の末(まつ)裔(えい)で、しかも現在において神との接触を持つ唯(ゆい)一(いつ)の人物である。そして真吾は、やはり神との接触を持ち、世界の危機＝強大な力を引き寄せる数(すう)奇(き)な運命の持ち主である。この両者の間に生まれた子供こそが、両者の間に生まれる子供だから、魔神の肉体となれる条件を満たしているのだ。

　清美が真吾との子供を産んだとき、魔神は本当の復活をむかえることになる。

「あと少し。あと二〇分足らずで、私の魂は解放される。そうしたら悪いけど、清美ちゃんの体、ちょっと貸してもらうね？　はやく真吾くんと子供を作ってもらいたいから」

　魔神との会話を、清美も聞いていた。清美は瞳にいっぱいの驚(きよう)愕(がく)と混乱を湛(たた)え、体を震わせていた。ムリもない。いままで神の言葉として信じてきたものが、世界を滅ぼす魔神の言葉だったのだから。

　だから、か。

　真吾はもう一つ、気付いた。

　知らず知らずとはいえ、清美は魔神の復活の手助けをしていた。だから穂香は、清美からも、世界の危機の波(は)動(どう)を感じたのだ。

「あ、ちなみに、清美ちゃんに拒否権はないよ？　もし拒否したら、村の人たちをぷちっと殺しちゃうからね」

　残(ざん)忍(にん)な物言いに、清美は硬直する。真吾はしまったと思った。先手を取られた。

　このままではどうしようもない。真吾は受話器を叩きつけ、ひとまず放心状態の清美を連れて宝物殿を出ることにした。だが、清美は動かなかった。

「動けるわけないよね、清美ちゃん？」

　切ったはずの電話から、魔神の声が聞こえる。

「だってきみは、私の言葉に従うことしかできないんだもんね？」

「そんなやつの言うことは聞くな！」

「聞くしかないんだよ。だって私には、二〇〇〇人っていう村人の人質がいるんだから」

　真吾は舌打ちした。これでは、清美は動けない。となれば……。

　頼みの綱は、リーナの魔剣である。それさえあれば、魔神が復活しても倒すことができる。

「くそっ！」

　真吾は踵(きびす)を返した。清美を残していくことに抵抗を覚えないでもないが、いまはリーナたちを探すことが先決だ。

「待ってろ、清美！　俺が、俺たちが必ず、おまえを魔神の呪縛から断ち切ってやるからな！」

　真吾は駆けだした。背中に「やーん、真吾くん、カッコイイー」という魔神の嘲(ちよう)笑(しよう)を浴びながら、宝物殿を飛び出した。







　だが、真吾はすぐに立(た)ち往(おう)生(じよう)した。瞬間移動石を使って一気に合流しようとしたのだが、なぜか使えなかったのだ。

　では地道に足を使って合流するしかなかったが、困ったことにリーナたちが閉じ込められている地下牢がどこにあるかわからないのだ。

　引き返して清美に聞くべきか。しかし、いまの清美では、魔神に脅(おど)されてなにも答えてくれないに違いない。

　ふと、真吾は大輝からもらった写真のことを思い出した。ズボンのポケットから引っ張り出す。大まかではあるが、地下牢の場所は教えてもらったのだ。

　山を下りると、真吾は山を左に見ながら走った。そして、右側に小川の音が聞こえるようになったところで、足を止める。

　おそらく、この辺のはずだ。しかし、月明かりが山に遮(さえぎ)られて、周囲がよく見えない。この状態で、真っ黒な洞窟の入り口を見つけろというのは至(し)難(なん)の業(わざ)だった。

　真吾は焦った。おまけに、道なき山肌を少し登らなければならないのだ。闇(やみ)雲(くも)に探し回るには、範囲が広すぎた。

　こうして立ち往生している間にも、時間は過ぎていく。焦りが募(つの)り、判断を迷わす。

　いや、もう迷っている場合じゃない。

　真吾は鬱(うつ)蒼(そう)と草木の生い茂る山肌に飛び込もうとした。だがその寸前で、少し先の道路脇に、何かが落ちているのに気がついた。

　近寄ってみると、それは淳が持っているはずの人形の薫ちゃんだった。

　どうして、こんなところに……？

　辺りを見回すと、すぐ目の前の山肌に、奇妙な紋様が描かれたお札(ふだ)が、何枚か落ちているのが目に入った。
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　薄(うす)暗(ぐら)い地(ち)下(か)牢(ろう)で、穂香(ほのか)たちは刻(こく)一(いつ)刻(こく)とすぎていく時間に、焦(しよう)燥(そう)感(かん)を募(つの)らせていた。

　特に焦(あせ)りを苛(いら)立(だ)ちに変えて落ち着かなかったのは光(みつ)夫(お)だ。

　自分ではなにもできず、よりにもよっていちばん頼りにならなそうな真(しん)吾(ご)に命(めい)運(うん)を託(たく)さねばならないのだ。自分のふがいなさと共に、無力さを嘆(なげ)き、囚(とら)われの身を悔(く)やんだ。

「くそっ！」

　何度目の舌(した)打(う)ちだろうか。時間が経(た)つにつれ、舌打ちする頻(ひん)度(ど)は増していく。淳(じゆん)は薫(かおる)ちゃんがいなくなったのがショックなのか、ずっと黙(だま)り込んだまま体育座りをしているし、タロウも体力温(おん)存(ぞん)とばかりに丸くなっている。そして女性陣二人は……、意外なことに、光夫よりも落ち着きがなかった。

　世界の、ひいては自分たちの命運が真吾にかかっているのだから、信じる一方で心配な面もあるだろう。おまけに、時間はどんどん経過して、魔(ま)神(じん)の復活まで一〇分を切ろうとしているのだ。落ち着けというほうがムリだろうが、このメンバーでいちばん落ち着いてそうな穂香と、いちばん図(ず)太(ぶと)そうなリーナが、揃(そろ)って焦りを見せているのが、光夫には意外だった。

「穂香姉ちゃん、真吾が心配なのか？」

　声をかけられ、穂香は顔を光夫に向けた。その表情は青く、硬(かた)い。

「え、あ、そうですね……」

　半(なか)ば、心ここにあらずといった返答だった。

　膝(ひざ)を抱(かか)えるようにして座り込んでいるが、膝の前で組まれた手の指先がせわしなく動いている。足も指先が動いているのか、盛んに地面を叩(たた)いている。ときおり寒さを感じるかのように、体を震(ふる)わせることもあった。

　それは、リーナも同じだった。

　こちらは立ったまま岩の壁にもたれかかって腕を組んでいるのだが、やはり指先がせわしなく動き、重心を支える足も頻(ひん)繁(ぱん)に組み替えている。焦りの表情が浮かぶ顔には、よく見れば冷や汗らしきものまで浮かんでいるようだった。いったい、二人になにが起きたのだろう。

「なあ、穂香姉ちゃん、具合でも悪いのか？　顔色が悪いぜ？」

「い、いえ、なんでも、ないです……」

　なんでもないという割には、会話をするのも辛(つら)そうだった。なにかをこらえるように、たまに強く唇(くちびる)を嚙(か)んだりもしている。

「おい、王女。おまえもどうしたんだ？　らしくないぞ？」

「う、うるさい、ちょっと黙れ」

　強い口(く)調(ちよう)ではあるが、言葉に力がない。

　なにかが、よほどせっぱ詰まっているらしい。長時間こんな所に閉じ込められて、しかも世界の危機が目前に迫っていながら取り乱さないほうがおかしいが、やはり、この二人が自分たちよりも追いつめられたような表情なのは解(げ)せなかった。

　――ん？　長時間？

　光夫はまさかと思った。だが、それしか考えられないような気がした。

「ほ、穂香姉ちゃん……」

「な、なんですか？」

「もしかして、穂香姉ちゃん、その……、と、トイレに、行きたいのか？」

　とたん、青かった穂香の顔が真っ赤になる。ギクリとしたように首をすくめ、こらえていたものの一(いつ)端(たん)があふれ出すかのように、目が潤(うる)んだ。

「ち、違います……！　そ、そんなことは……！」

「いや、でも……そうなんだろ？」

「い、言わないでください！　そんな、そんなこと言われたら、我(が)慢(まん)が……！」

　呆(あつ)気(け)にとられつつ、リーナに目を向ける。

「こ、こっちを見るな！」

　こちらも、同じらしい。

「おいおい、なに言ってんだ！　我慢は体によくないだろ！　いいからその辺でしちまえよ！」

「でで、できるわけないじゃないですかぁ！」

「できるか愚(おろ)か者！」

「じゃあどうすんだよ！　このまま漏(も)らす気か!?」

「そ、それは……」

「そ、そのときは……、貴様らを殺してから、漏らす！」

　なんてことを言いやがるのだ、このお姫様は。

「あーもう！　いいからしちまえよ！　おれたちはよそを向いて、耳も塞(ふさ)いでるから！」

「だ、ダメです！　そ、そんなことをするくらいなら、今すぐ舌を嚙んで死にます！」

「やってもいいが、貴様らを皆殺しにしてからだからな！」

　言葉に遠(えん)慮(りよ)がない。そうとう、やばいらしい。

　真吾、早く来い。

　光夫は願った。このままでは世界が滅(ほろ)ぶ前に、自分たちの身が滅ぼされそうだった。

　光夫の願いが届いたわけでもないだろうが、希望の光はやってきた。

「おーい、みんな！　いるかぁ!?」

　俯(うつむ)きがちだった全員の顔が一(いつ)斉(せい)に上がる。特に穂香とリーナは素早かった。

「し、真吾くんですか!?」

「こ、こっちだ、こっちだぁ！」

　二人の切な声に導かれるように、やがて真吾が姿を見せた。

「みんな、無事か……」

「無事です！　ですから早く開けてください！」

「急げ！　早く！　時間がない！」

　二人の剣(けん)幕(まく)に、真吾は面食らったようだったが、すぐに周囲を見回し、壁に掛けられていた鍵(かぎ)で鉄(てつ)格(ごう)子(し)を開けた。

「よかった、まにあっ……」

「ありがとうございます真吾くん！」

「いまだけは感謝する！」

　真吾が言い終わる間もなく、女性二人は猛(もう)烈(れつ)な勢いで岩牢を飛び出した。突き飛ばされそうだった真吾はバンザイのかっこうで二人をやり過ごして、目を丸くした。

「……ど、どうしたんだ、二人とも……」

　光夫は目を逸(そ)らして、頰(ほお)をかいた。

「ま、まあ、知らなくていいんじゃないか？　……知られたくもないだろうし」

「？？？？？」

「それより、よくここがわかったな」

「うん、事前に地下牢のことは友達から聞いてたし、薫ちゃんが道しるべになってくれたんだよ」

「か、薫!?」

　淳が牢から跳(と)び出(で)てきた。真吾の手にある薫ちゃんを認めると、淳は涙を流しそうな勢いで抱きついてきた。

「うおおおおおん、薫、薫ぅぅぅぅぅ！」

「うわぁぁぁぁぁ、松(まつ)川(かわ)さん、俺(おれ)ごと抱きつかないでぇぇぇぇぇ」

　そうしているうちに、タロウものそりとやってきた。

「ここは、村のどの辺りなのだ？」

「山のふもと、神社のちょうど真下辺りだよ」

　真吾たちが地下牢から出て、道路に降り立つと、ちょうどどこからか穂香とリーナが戻ってくるところだった。

「二人とも、いきなりどこへ行ったんだよ」

「そ、それは……」

「秘(ひ)密(みつ)だ。貴様に言うことでもない」

　まったくだと、光夫は頷(うなず)いた。

　とにかく、これで全員が揃ったのだ。あとは、魔神を倒すだけである。

「よし、いっちょやってやるか！　頼むぜ、リーナ！」

「任せておけ」

　すっかり余(よ)裕(ゆう)を取り戻したリーナは、不敵に笑って宙(ちゆう)に手をさしのべた。

「出(いで)よ、魔(ま)剣(けん)ブルレスケ！」

　だが、魔剣はまた、リーナの手のひらに収(おさ)まることはなかった。

「なっ!?」

　もちろん、リーナは焦った。真吾たちも驚いた。

　そのあと、なんど呼んでも、魔剣はやってこなかった。

「ば、バカな！　結(けつ)界(かい)が張られていたのはあの牢屋だけだろう!?　そこを抜け出したのに、なぜ来ない！」

「お、おい、なにやってるんだよ！」

「わたくしが知るか！」

「知るかですますな！　あんなでかいもん、どこにやったんだよ！」

　リーナに怒(ど)鳴(な)りちらした瞬間、一つの光景が真吾の脳(のう)裏(り)をよぎった。

　夕食のとき、リーナは魔剣を取り出した。そのあと、まるで真吾と清美を牽(けん)制(せい)するように、自分の脇(わき)に置いていた。そして、睡(すい)眠(みん)薬(やく)でリーナは眠ってしまい……。

「ああああああああああ!?」

「ど、どうした!?」

「魔剣は、清(きよ)美(み)が持ってるのか!?」

　清美はまだ魔神の元である。つまり、魔神のすぐそばに、魔剣はあるということだ。宝(ほう)物(もつ)殿(でん)は魔神を封(ふう)印(いん)している。おそらく、特(とく)殊(しゆ)な結界が張ってあるのだろう。だから、そこにある魔剣は呼んでも来ない……。

　それがどういう意味を持つのか、全員が即座に理解したらしい。張りつめた、厳(きび)しい沈(ちん)黙(もく)が流れる。

「……日付が変わるまで、あと何分だ？」

「五分ちょっとです」

「五分……」

　あと五分以内に宝物殿にたどり着き、清美から魔剣を奪い返さなくてはならない。もし、たどり着けなければ、奪い返せなければ……。

　魔神を倒すための魔剣が、魔神の手に渡るということになる。

「や、やべぇ……」

「い、急げ！」

　急(せ)かされて、淳は即座に瞬間移動を行う。だが、瞬間移動は自分がイメージできる場所にしか行くことができない。だから、真吾たちは一度、拝(はい)殿(でん)の前に降りたって、そこからさらに走って魔神のいる宝物殿まで走らねばならないのだ。宝物殿は、拝殿からさらに山をぐるっと回ったところにある。離れといえば聞こえはいいが、ようするに神社本体から隔(かく)離(り)された場所にあるのだ。

　事前に宝物殿の姿を確認しておかなかったことを、真吾は悔やんだ。そして、瞬間移動した先で、その後(こう)悔(かい)はさらに激しいものとなった。

「うわ、なんじゃこりゃ！」

　降り立った場所には、人がひしめき合っていた。それも、すれ違いが容(よう)易(い)にできないほどの密度で、だ。

「む、村の人たちか!?」

「にゃろう、いままでどこに隠れてやがった！　こんなときに出てくるな！」

　村人たちは、真吾たちの行く手を塞ぐように、ゆっくりと向かってくる。その目は誰(だれ)もが虚(うつ)ろで、自らの意思で動いていないのは明らかだった。

「洗(せん)脳(のう)か！　くそ！　えぐいことしやがる！」

「な、な、なんか、ここ、怖いんだな！」

　それはまるでゾンビの群れがたむろしているようだった。明確な意思はなく、ただ真吾たちのじゃまをするだけ。側(そば)に寄ってきてもなにをするでもなく、立ちふさがるだけの、まさに人の壁だった。

「ちっ！　こうなったら、俺のバリアで……」

「ダメです、光夫くん！」

「なんでだよ！」

「よく見てください！　この中には、お年寄りや小さい子もいるんですよ！」

　光夫は盛大に舌打ちした。

　健康な若い連中ならともかく、ひ弱な老人や子供が光夫のバリアの衝(しよう)撃(げき)を受けたら、へたしたら、死んでしまうかもしれない。

「じゃあ、どうすりゃいいんだよ！」

「どうもこうもない！　かき分けていくだけだ！」

「穂香殿、あと何分だ!?」

「あと……、三分もありません！」

「それだけあれば……！」

　力任せに、リーナは村人の壁を押し返す。だが、村人たちは四方八方から絶えず押し寄せてくる。さしものリーナも、限界がある。

　それでも、進まないわけにはいかない。

　人を押しのけ、すり抜け、ときには突き飛ばす。とにかく、前へ、前へ。

「見えた！」

　真吾が叫(さけ)ぶ。距離にすればあと五〇メートルもないだろう。だが、その五〇メートルが、果てしなく遠い。

「もう少し、もう少しだ！」

　見えているのに、届かない。すぐそこなのに、時間が足りない。

　目の前の女性の肩をつかんで強引に押しのける。そこで、真吾は気がついた。

　宝物殿の脇に、清美が立っていた。虚ろな瞳(ひとみ)で、こちらをじっと、見つめていた。

　出て行くときには気づかなかったが、宝物殿の扉(とびら)には、どこかで見た紋(もん)様(よう)が、真吾たちを威(い)圧(あつ)するように、大きく描かれていた。

　たしか、あの紋様は、さっき……。

「真吾くん……」

　背後で、穂香が息を呑(の)んだ。

「……時間です」

　一瞬だが、心臓が止まったような気がした。

　穂香の言葉が終わると同時に――

　宝物殿の扉が、ゆっくりと開かれた。

　一人の女性が、もったいぶったように、悠(ゆう)然(ぜん)と姿を現し、清美の隣(となり)に並ぶ。

「残念だったね」

　その女は、いかにも楽しそうに、声を弾(はず)ませて、嗤(わら)った。

「魔神フェローチェちゃん、ここに復活！　ってね♪」




２




　その姿を目にして、真吾たちは唖(あ)然(ぜん)となった。

　魔神というからどんなに凶悪な姿をしているのかと思ったら、なんともごく普通の少女としか言いようのない姿だった。いや、普通というのは正しくない。何しろその姿は、清(せい)内(ない)路(じ)清美にそっくりだったのだから。

「あ、あれ？　え？」

　一瞬、真吾たちはとまどった。清美が二人いるように見えて、うろたえる。だが、よく見れば、清美とは違う点がいくつもある。

　身に纏(まと)っているのは、怪(あや)しげな紋様が描かれた衣服に黒いマントである。下半身は膝上までむき出しのスカートで、足下に至ってはハイヒールだ。口調は軽くて陽気で、その点だけは清美とは似ても似つかない。そして、その体は、幽(ゆう)霊(れい)のように透(す)き通(とお)っているのだ。

　肉体は滅ぼされ、いまは魂(たましい)だけの存在――。

　そんな言葉を思い出すのと同時に、思い知らされた。

　清美と真吾の子供が、新たな肉体となる。

　言葉で聞いて理解はしていた。だが、こうして清美とそっくりな姿を見ると、理(り)屈(くつ)以外の部分でも納(なつ)得(とく)してしまうのだった。

　魔神がなぜ、清美の子供を自らの肉体に選んだのか。なぜ、清美の子供でなくてはならないのか……。

　フェローチェは月夜をバックに宙に浮き、真吾たちを見下ろすと、一つ腕を振った。すると、その一(いち)撃(げき)で背後の山が三分の一も吹き飛んだ。

「うーん、やっぱりこの状態じゃ、この程度の力しか出ないか……」

　恐ろしいことをサラッと言いつつ、フローチェは清見に目を向ける。

「さあ、清美ちゃん。私の言うことを聞きなさい？」

　地面に降り立ち、イヤらしい笑顔で清美の顔を覗(のぞ)き込(こ)む。その笑顔だけは、魔神と呼ぶにふさわしい悪意に満ちていた。

「真吾くんと一緒に子供をつくろうね。でないと村の人たち、殺(や)っちゃうよ？」

　村人たちは真吾たちの周囲を埋(う)め尽(つ)くしている。いまの力を一度でも使われたら、多くの犠(ぎ)牲(せい)が出るのは確実だった。

「黙れ！」

　これに反応したのはリーナだった。

「ブルレスケを返せ！　あれはわたくしのものだ！」

　フェローチェは鼻で笑った。

「だったら、奪(うば)い返してみれば？」

　挑(ちよう)発(はつ)するような物言いに、リーナは唇を嚙んだ。

　フェローチェはわかっているのだ。リーナが呼んでも、魔剣は彼女の手に渡らないということを。だからリーナは、言い返すこともできず、拳(こぶし)を握りしめるだけだった。

　魔神は改(あらた)めて、清見に目を向けた。

「ね？　私を倒す術(すべ)はもうない。だからもう、諦(あきら)めちゃおうよ」

「おい、ちょっと待てよ」

　真吾が二人の間に割り込む。

「俺がそんなのに、協力すると思ってるのか？」

　フェローチェはバカにしたように嗤った。

「真吾くん、男のくせに意(い)気(く)地(じ)がないんだねぇ。これくらい、ドーンと受け止めてあげなきゃ」

「そういう問題じゃない！　だいたい、そんなことしたって、結局おまえに世界は滅ぼされるんじゃないのか!?」

　フェローチェは口元に人差し指をあて、小首を傾(かし)げた。思わず見とれてしまうような、可愛(かわい)らしい仕(し)草(ぐさ)だった。

「うん、まあ、そうかもね……。あ、じゃあこうしようか。きみたち二人が子供を作って、その子供を私に捧(ささ)げる。そうしたら、この世界は滅ぼさないであげるよ。私が憎いのは、私をむりやり封印したラメントとかいう女だけだからね。清内路一族に関しては……、ま、目をつむってあげるよ。どう？　なかなかいい条件じゃない？」

「騙(だま)されるか！　そんなこと、信じられると思うのか!?」

「信じてもらうしかないんだけどなぁ……。あれ？　信じられないってことは、世界が滅んでもいいってことだよね？　本当にいいの、それで。あ、もしかして、私を倒せるとでも思ってるのかな？　魔剣もないあなたたちが」

　痛いところをつかれる。

「やってみなけりゃ、わからないだろ……」

「わかるわ」

　せめてもの強がりが、一(いつ)刀(とう)両(りよう)断(だん)される。魔神が顎(あご)でなにかをしゃくると、村人たちがぞろぞろと引き下がっていった。魔神と真吾たちを中心に、円形のスペースが作られる。

「あなたたちは、絶対に勝てない」

　言うなり、フェローチェは左手を真吾たちに向ける。反射的に、光夫は叫んでいた。

「バリアァァァァァァァァ！」

　瞬間、フェローチェの腕から閃(せん)光(こう)が放たれた。その閃光は矢のような形を作り、真吾たちを襲(おそ)う。だがそれは、光夫の透(とう)明(めい)なバリアに阻(はば)まれた。

「へえ……」感心したように、フェローチェは眉(まゆ)を上げた。だが、光夫は受け止めるので精一杯だった。いや、受け止めきれなかった。

「やべっ……！」

　なんでも防ぐはずのバリアが、砕(くだ)けた。

　勢いあまって、光夫は地面に尻(しり)餅(もち)をついた。

「ね？」呆(ぼう)然(ぜん)と立ちつくす真吾たちに、フェローチェは満面の笑みになる。

「勝てるわけがないんだよ、きみたちは」

　ぐうの音(ね)も出ないとはこのことだった。強気な光夫も、自分のバリアが一撃で破られたことにおののき、好戦的なリーナでさえ、唇を嚙んで魔神に言われるがままだった。

「さあ、どうするのかな？」

　満面の笑みの中に、冷たいものを感じさせる。目元や口元に、険(けん)が含まれる。魔神がいよいよ、真吾たちを追いつめにかかった。

　真吾は息苦しさを感じていた。それは目に見えない圧(あつ)迫(ぱく)感(かん)が、真吾の体を直接押さえつけて、呼吸を阻んでいるようでもあった。石に封じられていたときとは比べものにならない、全身を突き刺すような悪意が襲ってくる。

　せめて、村人たちさえどうにかできれば、状況はまた違ってくるのだが……。

「真吾くんたちには決められないみたいだね？」

　フェローチェはそんな真吾たちの様子を楽しむように嗤う。

　嗤ってばかりだな、こいつ、と、真吾は忌(いま)々(いま)しく思った。

「じゃあ、清美ちゃんに選んでもらうしかないか」

　清美はすがるような目で、フェローチェを見た。

「みんな殺される道を選ぶか、それとも、あなたと真吾くんで子供を作るか。もちろん、さっきの約束は守るわよ？　あなたたちと、清内路一族は殺さないであげる。出血大サービスで、この世界も壊さないであげるから。どう？　いい話じゃない？」

　清美は答えない。答えられない。いままでこうした選択を突きつけられたことなどなかったから。ただ神の言葉に従(したが)っていればよかっただけだから。

　そんな清美にしたのは魔神だ。だからフェローチェは、どうすれば清美が動くのかを、よく知っていた。

「決められないよね、清美ちゃんには。だったら私が、決めてあげる」

　フェローチェの手がそっと、清美の頰に触れた。

「清美ちゃんの身体(からだ)を、ちょうだい」

「……え？」

「清美ちゃんの身体を、一時的に借りるの。主導権はもちろん私が握(にぎ)ることになるけど、しかたないよね。清美ちゃんじゃ真吾くんを押し倒すことはできないんだもん。私に任せてくれれば、うまくやってあげるよ？」

　なにをだ。

「だから、清美ちゃん？」

　フェローチェは舌なめずりするような目で、清美の瞳の奥底を覗き込む。

「清美ちゃんの赤ちゃんは、私が責任を持って、守って、産んであげるから。だから、私に、任せなさい？」

「やめろ、清美！」

　イヤな予感がして、真吾は咄(とつ)嗟(さ)に叫んだ。叫んでいた。

「それでいいのか!?　そんな方法で世界を救っておまえは幸せになれるのか!?」

　だが、真吾の叫びは清美には聞こえていなかった。聞こえていたにしろ、それはもう、意味を持たない言葉となっていた。

「……真吾くん」

　決意を秘(ひ)めた瞳。それは、美しくもなければ力強くもない、ただ、考えることを、なにかを選ぶことを諦めた、決意の瞳だった。そんなものは決意でもなんでもない。ただの放(ほう)棄(き)だ。自分の意思や尊(そん)厳(げん)を他人に委(ゆだ)ね、捨て去り、人間らしさを失うということだ。それではいままでの清美と変わらない。せっかく、変わろうとしていたのに。変われるはずだったのに。

　だが、真吾は少しだけ間違っていた。

　どんなことであれ、清美が自らなにかを決意したことには変わりがない。

　だから清美は、悲しげに目を細めて言うのだった。

「……ごめんなさい、真吾くん」

「き、清美？」

「……私は、他に方法が、思いつかないの。……私は、みんなが好きだから。……お菓子を作ったり、食べたり、わんちゃんや、薫ちゃんと遊んだりするのが、好きだったから。……だから、みんなを死なせたくない。……みんなを、仲間を助けられる方法があるなら、私は、それに賭(か)けたい。……お願い、真吾くん。……よく、考えて。……どうするのが一番なのか、何が、みんなのためになるのか」

　それは、清美の意思だった。清美自身が迷い、悩(なや)み、考え抜いた末(すえ)にたどり着いた結論だった。おそらく、清美にとって初めての、選択。

　それを、いま、この場面で、もっとも悲しい答えで、清美は、自らの意思を、示した。

　それがなにを意味するか悟(さと)ると同時に、真吾は叫ぼうとした。駆けだそうとした。だがそれよりも早く、もはや止める手だてもない絶望的な距離の中で、清美はスッと、魔神に向かって、手をさしのべた……。

「いい子だね、清美ちゃん」魔神はそれを、満面の笑みで受け止める。

　劇的な変化などなかった。瞬(まばた)きする間に、フェローチェの姿は消えていた。

　二人は重なり、一つとなったのだ。

「うーん、やっぱり、ちゃんと肉体があるといいわね」

　体の具合を確かめるように、魔神は清美の体を動かしてみる。

　さらに。

「いらっしゃい、ブルレスケ」

「なにぃ!?」

　リーナは愕(がく)然(ぜん)とした。何度呼んでも現れなかった自分の魔剣が、フェローチェの呼びかけに応(こた)えて、どこからともなく姿を現し、魔神の手に収まったのだ。

「ど、どういうことだブルレスケ！　来い！　来るんだ！　わたくしはおまえの主だぞ！」

　だが、魔剣はピクリとも反応しない。

「そんな……」
















「さあ、真吾くん」

　リーナの驚(きよう)愕(がく)にかまわず、清美の姿で、清美の声で、だが清美ではない邪悪な存在が、真吾に声をかける。

「清美ちゃんの覚悟はできたわよ。あとはあなた次(し)第(だい)。あなたとの子供ができたら、本当にこの世界に手は出さないわ。どう？　悪い条件じゃないでしょ？　それどころか男の子としては役(やく)得(とく)じゃない？　あ、言っくけど、このまましばらく清美ちゃんと同化したままだと、清美ちゃんの意識は私に吸われちゃうから。そうならないうちに、いい返事を期待するわ」

　真吾たちは決断を迫(せま)られた。

　魔神の言葉を信じ、真吾と清美の間に子供をもうけるか、それとも、清美を犠牲にして魔神を打ち倒すか。だが、魔神を打ち倒す術が、真吾たちにはない。

「やっぱり、決められない、か」

　言うなり、フェローチェは腕をふるった。あまりにも急で、素早く、光夫がバリアを展開する暇(ひま)もなかった。

　気がついたときには、真吾の左肩を、光の矢が貫(つらぬ)いていた。

「え？」と事態を認識した瞬間、文字通り、突き刺すような痛みが真吾を襲った。

「し、シンゴ!?」

「真吾くん!?」

　リーナと穂香の叫びを聞きながら、真吾はがっくりと膝をついた。痛みに取って代わり、肩が焼けるように熱くなった。

「おのれ、貴様！」

　リーナが魔神に飛びかかる。だが、フェローチェは魔剣を一(いつ)閃(せん)し、機(き)先(せん)を制すると共に反撃に出た。

　リーナの視界から、魔神が消えた。と思った次の瞬間には、魔神はリーナの背後に立っていた。

「遅いよ、リーナちゃん」

　振り向く間も与えず、魔神はリーナの背中に拳を叩き込む。背(せ)骨(ぼね)がみしりと音を立てて軋(きし)み、さらに頭をつかまれたリーナは、放り捨てられるように顔から地面に叩きつけられた。

「王女！」

　タロウが叫び、分身する。しかし、フェローチェが魔剣を一閃すると、巨大な真空の刃(やいば)が分身したタロウたちを一(いち)網(もう)打(だ)尽(じん)にする。それでも、攻撃をかいくぐった本体が、フェローチェの腕に食らいついた。

「あれ？」フェローチェは不思議そうに腕に食らいつくタロウを眺(なが)めたが、クスクスと嗤うと、無(む)造(ぞう)作(さ)にタロウの頭をつかんだ。

「惜(お)しいね。どうせ嚙みつくなら、首にしとけばよかったのに。ほら、この辺に太い血管があるでしょ？　ここを食い破れば一発だったのにね」

　腕を振り上げる。このままではまずいと牙(きば)を離そうとするが、頭を押さえつけられているため、離れない。

　タロウは思いきり、全身を地面に打ちつけられた。さらに追い打ちをかけるように、つま先で腹部を蹴(け)り上(あ)げられる。激しい痛みにのたうち回りながら、タロウは吐(と)瀉(しや)物(ぶつ)をぶちまけた。

　魔神は次に、淳に目を向けた。瞬間移動して逃げ出そうとする淳よりも早く、光の矢を打ち込む。

「あうっ！」光の矢は淳の左肩に命中し、思わず膝をつく。そこを狙(ねら)ってフェローチェは側頭部を蹴り飛ばし、仰(あお)向(む)けに倒れ込んだところを光の矢で、今度は右肩を貫き、地面に縫(ぬ)いつけた。

「これで瞬間移動したらどうなるのかな？　何事もなく移動できるのか、矢と一緒に移動しちゃうのか、それとも、肩を突き破って移動しちゃうのか。試してみない？」

　淳は答えなかったが、魔神は最初から答えを期待していなかったらしい。すぐに、関心を次の獲物に定めた。

「はう……」

　フェローチェの目が、穂香の所で止まる。

「させるかぁ！」

　そこへ、光夫が割り込んだ。だがフェローチェは冷静に、いっそ、そうこなくちゃと言わんばかりに破(は)顔(がん)して、魔剣を振るった。

　何でも防ぐバリアが魔剣を受け止める。だが、すぐにそのバリアにヒビが入り始めた。

「くそ、やっぱりダメか……」

　バリアが砕けるのと同時に、光夫は体を捻(ひね)った。バリアを打ち破った勢いのまま、魔剣が光夫を襲う。それを間(かん)一(いつ)髪(ぱつ)の所でかわすことに成功したが、素早く切り返した攻撃まではかわしようがなかった。

　それでも、反射的に体を反(そ)らしたのが幸いした。腰の辺りから斜(なな)めに切り裂かれるところを、かろうじて背中の皮一枚を犠牲にするだけですんだのだ。

　だが、反撃する余裕はなかった。すかさずフェローチェが魔剣の柄(つか)で光夫の後頭部を殴(なぐ)りつけたのだ。衝撃で目の前が真っ白になり、視界が揺れて反転した。たまらずに、地面に倒れ込む。

　フェローチェはニヤリと笑って、穂香に目を向けた。

「ほ、穂香、逃げろ……！」

　真吾は叫んだが、穂香は逃げなかった。逆に、拳を振り上げて立ち向かっていった。

　しかし、攻撃能力のない穂香の拳は、あっさりと受け止められた。続けて、足を払われ、転倒したところで魔神の足が、穂香の腹部を踏みつけた。

　穂香を踏みつけながら、得意げな表情で、フェローチェは真吾に声をかけた。

「さあ、みんなやられちゃったよ。どうするのかな、真吾くんは」

「くっ……」

「あれ、まだ素(す)直(なお)にならないみたいだね。じゃあ……」

　穂香のお腹を抉(えぐ)り込(こ)むように、つま先に体重をかける。

　たまらず、穂香は悲鳴を上げた。その悲鳴を嬉(うれ)しそうに聞きながら、フェローチェは真吾に迫る。

「これでどうかな？　あれ？　まだたりない？　じゃあもっと痛めつけちゃうよ？　これ以上痛めつけたらこの子、命は助かっても、子供を産めない体になっちゃうかもね」

「なっ……」

「どうする？　真吾くんが清美ちゃんと子供を作るって約束してくれれば、みんな助けてあげるよ？　こんな大サービス、私が手加減してるいまのうちだけなんだからね」

　真吾は唸(うな)った。

　まずい。これは非常にまずい。

　魔神の力は圧倒的だった。このままではみんなやられてしまう。

　どうすればいい？　どうすれば勝てる？　

「うおおおおおおおお！」

　真吾の思考を打ち破るように、リーナが雄(お)叫(たけ)びをあげて魔神に突進した。

　フェローチェは穂香から足を外すと、殴りかかってきたリーナの拳を、片手で受け止め、握り込んだ。

「ムリはよくないよ、リーナちゃん。きみも女の子なんだから」

「うるさい！　ブルレスケを返せ！」

「うふふ、リーナちゃんも魔剣を扱(あつか)えるんだよね。もしかしたらリーナちゃんも、私たちに近い存在なのかもね」

「なに？」

「まあ、それも私にはどうでもいいことなんだけど」

　握った腕に力が込められ、リーナは顔をしかめる。

「な、なにを言っているのかわからないが、貴様などと同列にされたくはない！」

「あはは、いいね、その気迫！　でも、それだけじゃ私には勝てないんだよ」

　ひょいっと腕を捻られ、リーナの体は簡単に宙を舞った。

「そろそろ、終わりにしないとね」

　転がされたリーナの周辺地面に、不気味な紋様の描かれた光の輪が浮かび上がった。

「稲(いな)妻(ずま)よ、ここに来たりてやっちゃいなさい！」

　魔神の声と共に、リーナを強烈な衝撃が襲った。光の輪の中から稲妻が炸(さく)裂(れつ)し、次々にリーナへ命中した。

　リーナは悲鳴を上げることもできなかった。襲い来る衝撃に、意識を保(たも)つのがやっとだった。

「やめろおおおおおおお！」

　横から、光夫とタロウが飛びかかる。だが、フェローチェの指先が宙になにかを描くと、もう一つ光の輪が現れ、二人を稲妻の嵐(あらし)へと飲み込んだ。

　その光景に、真吾は唇を嚙んだ。

　強い。強すぎる。

　圧倒的な攻撃力はもちろんのこと、こちらの攻撃がまったく通用しないのだ。勝つどころではない。ダメージを与えることすらできないのだ。そしてダメージを与えることができる唯一の武器は、魔神の手の中にある。

　諦めるしかないのか。受け入れるしかないのか。妥(だ)協(きよう)するしかないのか。

　そんな考えが頭をよぎったとき、穂香がふらつく足取りでやって来た。ここに来るまでで力を使い果たしたのか、がっくりと膝をつき、真吾と並ぶようにして倒れ込んだ。

「ほ、穂香……」

　その様子に、こらえていたものが限界に達した。

　諦めよう。負けを認めよう。そうするしかない。そう思った。だが。

　穂香の目を見て、真吾は息を呑んだ。

　苦しそうに喘(あえ)ぎながらも、穂香は目を見開いていた。なにかを訴(うつた)えるように、真吾を見つめていた。

　穂香はまだ諦めていなかった。瞳の輝きが、諦めるなと、真吾に語りかけている。

「真吾、くん……」

　荒い息づかいで、穂香は口を開く。

「グランから、伝言です……」

「ぐ、グラン……？」

「はい……。と、突破口は、必ずあるって……。ま、魔神が、よ、用意周到に、復活の準備を、していたのには、きっと……、わけが、あるはずだって……」

　わけ？　なんだ、それは。

「神、様に……、感づかれる、可能性があったのに……、それでも、やらなきゃいけなかったのは、復活に、必要だからで……」

　だから、で？

「なら……、その必要なものが……、そろわなければ……、復活は、完全なものには、ならないんじゃないかって……」

　必要なものがそろわなければ？

　復活は完全なものにはならない？

　真吾は考えた。ともすれば、痛みに意識を引きずり込まれそうになり、集中を乱されながらも、懸(けん)命(めい)に考えた。

　あるのか？　そんなものが、本当にあるのか？

　熟(じゆつ)考(こう)している暇はない。こうしている間にも、魔神はタロウを、淳を、光夫を、リーナを、もてあそぶように傷つけているのだ。だが、一から順を追って確認しなければ、この問題は解けそうになかった。

　魔神が必要としたのは、まずは清美だ。清美を自分の言いなりになるようにしむけ、村人たちも洗脳した。これはしっかりと、成功したはずだ。

　次に必要なのは真吾自身だ。しかし、真吾は魔神によって用意されたものではない。

　後は魔剣だろうか。これが魔神の手に渡るかどうかが勝負の分かれ目なのだ。実際、清美を使って魔剣を奪い取っている。これも、成功したのだろう。

　あとは……、なにがある？　突破口になりそうなものは、なにがある!?

　魔神の完全復活に必要なものといえば、あとは真吾と清美の子供くらいか。しかし、それももうすぐ手に入れようとしている。これも違うか？　どうだ？

　ピンと、なにかが引っかかった。

　そうだ、おかしいことが一つある。真吾と清美の子供を作るために、どうして魔神は清美の体を乗っ取ったのか。どうせ乗っ取るなら、真吾の体を乗っ取るべきではないだろうか。

　清美は魔神の言いなりである。自らの意思ではなくとも、従わせるだけの状況を、魔神は整(ととの)えた。だが、真吾が子作りを拒(こば)んでいるため、いまだ魔神の目的は達成できていない。それが時間の問題だとしてもだ。

　それならば、真吾の体を乗っ取ったほうが早いだろう。真吾の体の自由さえ奪ってしまえば、あとは魔神の言いなりになった清美に命令するだけでいい。そっちのほうが遙かに簡単だ。わざわざ手加減してまで、真吾たちを痛めつける必要もない。

　では、なぜ魔神は真吾ではなく清美を乗っ取ったのか。そこになにか、突破口があるのではないか？

「なにをしてるのかな？」

　気がつくと、フェローチェが目の前に立っていた。残忍な笑みを浮かべて、真吾たちを見下ろしている。その背後で、仲間たちが、傷つき、倒れていた。

　穂香は苦痛に顔を歪(ゆが)めながら、立ち上がった。真吾をかばうように、魔神の前に立ちはだかった。

「いいわね、一(いち)途(ず)にがんばる女の子って。でも……、甘すぎて、ヘドが出るわ」

　魔神の指が紋様を描く。それが形となって、穂香の立つ地面に光の輪として描かれる。

「逃げろ、穂香……！」

　その瞬間、真吾はハッとなった。

　光の輪に描かれた紋様の一部を、真吾は見たことがある。いや、いまも、すぐ目の前に、同じ紋様があるではないか。

　清美が身に纏う巫(み)女(こ)装(しよう)束(ぞく)。その左胸に、同じ紋様がある。

　なんだ？　この符(ふ)号(ごう)は何だ？

　考え込む真吾をよそに、稲妻が、逬(ほとばし)った。

　反射的に、真吾は穂香を突き飛ばしていた。

　凄(すさ)まじい衝撃が真吾を襲い、意識を奪おうとする。だが、真吾は必死で意識を繋(つな)ぎ止めた。せっかくつかんだ手がかりを、ここで手放すわけにはいかなかった。

　膝をつくが、倒れない。衝撃に耐え、痛みに耐えながら、真吾は考える。

　清美の巫女装束と魔神の関連。どうして清美の巫女装束に、魔神が描く紋様と同じものが存在するのだ？　簡単だ。魔神が巫女装束に紋様を描いたからだ。その巫女服を着るように指示したのは、おそらく魔神なのだから――。

「しぶといわね」

　もう一度、光の輪が地面に浮かび上がる。残忍な笑みが、魔神の顔に広がっていく。

「――そうか!?」

　それは唐(とう)突(とつ)な閃(ひらめ)きだった。

　なにもかも繋がった。最後まで残されていた疑問が、一番どうでもいいと思っていたような疑問の答えが、そこにはあった。

　稲妻が炸裂する。だが、衝撃はやってこなかった。穂香に突き飛ばされ、代わりに穂香が稲妻の餌(え)食(じき)となる。

「ほ、穂香ぁ！」

　穂香はゆっくりと、地面に倒れ伏した。

　真吾は喘ぐように何度か深呼吸して、ゆっくりと、立ち上がる。

「ごめん、穂香……」

　穂香のもとへ駆け寄りたかった。しかし、穂香が与えてくれたこの機会を、絶対に逃(のが)すわけにはいかなかった。もう肩の痛みは感じない。感じている暇はない。わずかな希望が、真吾に力を与える。

「あれ、もしかして、まだ抵抗する気？」

「……抵抗するさ」

「へえ、どうやって？」

　真吾は答えず、フェローチェに、いや、清美に対して向き直った。
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「清美、おまえは自分が受け入れた運命が、幸せだと思うのか？」

「…………」

「自分の子供を魔神に奪われたりして、何とも思わないのか？」

「…………」

「いや、それ以前に、好きでもない男の子供を作ることに抵抗はないのか？」

　清美は答えなかった。フェローチェは答えさせる気もないようだった。

「まあ、おまえのことだから、『他に方法はないから』とでも言うんだろうな……」

「残念だけど、清美ちゃんに話しかけてもムダよ」

「じゃあ、今度はあんたに話しかけるよ」

　不意に、表情を引き締める。

「なあ、魔神さんよ。あんたはなんで、清美に巫女装束なんか着せたんだ？」

「え？　だって、可愛いじゃない」

「……本当に、それだけか？」

「それ以外になにがあるっていうのよ」

「あるんだよ」

　真吾は断言した。

「これだけのことを、一〇年もかけて準備してきたあんたが、『可愛いから』なんて理由で、清美に巫女装束を着せるはずがない。そこには絶対、なんらかの意(い)図(と)が含まれているはずだ」

「おもしろいわね。聞かせてくれる？」

　真吾は語った。自分が抱いた疑問と、その答えを。そして、そこから導き出される、フェローチェの思(おも)惑(わく)を。

「どうして俺ではなく、清美を乗っ取ったのか。単純な理由だよ。俺ではなく、清美でなくては乗っ取れなかった、いや、清美が着ている巫女装束にしか、おまえは乗り移ることができないんだ。おまえが使っている魔(ま)方(ほう)陣(じん)みたいなやつに描かれている紋様と、清美が着ている巫女装束に描かれた紋様は同じものだ。どうしてそんなものを書き込む必要がある？」

「…………」

「答えは簡単だ。その紋様は、おまえを象徴する紋様なんだろう。どういう原(げん)理(り)かわからないけど、あんたはその紋様を描くことによって、自分の力を発(はつ)揮(き)したり、自分のテリトリーみたいなものを創(つく)り出(だ)すことができるんじゃないか？　その証(しよう)拠(こ)に、おまえがいた宝物殿の扉にも同じものが描かれていた。封印されていた石にもだ。穂香たちを捕らえていた地下牢の入り口にも、同じ紋様のお札(ふだ)が落ちていた。あれが結界になって、みんなの力を封じていたんだろ？　そして、リーナの魔剣も、おまえのテリトリーに封じられていたから、リーナが呼んでも来なかった」

「待て、シンゴ……」

　息も絶え絶えに、リーナが口を挟む。呼吸は荒く、巫女装束も、リーナ自身もボロボロで、立っているのがやっとの様子だ。それでも膝(ひざ)をつかないのは、戦(いくさ)の民(たみ)としての意地なのかもしれない。気がつけば他の仲間たちも、うめきながらも起きあがっていた。

「……奴(やつ)の、テリトリーの、宝物殿に……、ブルレスケが囚(とら)われていたと、いうなら、納得できる。しかし、宝物殿から出てきた後も、ブルレスケは……、わたくしの呼びかけに、反応しなかったぞ。それは、どう説明する」

「だから言ってるだろ。あの紋様は魔神のテリトリーだって。つまり、紋様の描かれた巫女装束、それ自体が、魔剣を封じる結界になっていたんだ。その証拠に、宝物殿から魔剣を呼び出したのは、魔神が清美の体を乗っ取ってからだ」

「あっ」と、リーナは息を呑んだ。

「……それで？」

　苛立ったように、魔神は先を促(うなが)した。

「だから、そのテリトリーさえどうにかできれば、清美の体をおまえから取り戻すことができるし、魔剣を奪い返すこともできるはずだ」

　呆(あき)れたようにため息をついて、魔神は首を振った。

「まあ、仮にその推理が当たったとして、どうするの？　この巫女服を脱(ぬ)がすわけ？　そうすればたしかに、真吾くんが言うようになるかもしれないけど、私がそれを許すとでも思ってるの？」

「思わないさ。だから、一瞬の勝負になる」

「はあ？」

「リーナ、頼むぞ。本当に一瞬だからな。みんなも、最後の一踏ん張り、頼むぜ」

「な……」

　なにが、とまでは言わせなかった。この場で言うわけにはいかなかった。

「いいか、清美」

　再び、真吾は清見に向かって話しかける。

「俺たちを信じろ。俺たちを頼れ。一人じゃ辛くても、みんな一緒ならなんとかなる。なんとかできるんだ。それをいまから見せてやるからな。諦めなければ、信じ続ければ、未来は自分たちの手で切り開けるんだっていうことを。その瞬間を、しっかりと、その目に焼きつけておけよ！」

「ふん、なにを……」

　強気な真吾に、フェローチェは思わず身構えた。

　だが、真吾の行動は、その力は、魔神の想像を遙かに超えたものだった。

「めくれろぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉ!!」

　真吾の腕がひるがえった瞬間、清美の着た巫女装束が、脱げた。

　白衣も、緋(ひ)袴(ばかま)も、勢いあまって襦(ジユ)袢(バン)も下着も、あっという間に、なにが起きたのか誰も理解できないうちに、全部、清美の体から、脱ぎ捨てられた。

「…………」

「…………」

「…………」

「…………」

「…………」

「…………」

　全員、呆然となる。

「…………あ、えっ？　噓っ!?　そ、そんな!?」

　フェローチェはぎょっとなった。

　気がつけばフェローチェは、巫女装束と一緒に、清美の体から引き離されていたのだ。

　フェローチェは真吾の言うとおり、清美本人ではなく、清美が着ていた巫女服にとりついていた。それがいま、フェローチェの体は、巫女服を着たままの状態で、清美の体から離れている。真吾たちの前に、姿をさらしてしまっている。それは、つまり……。
















　なにが起こったのかわからなかった。ただ、この状況がまずいということは、咄嗟に理解した。

　目の前には、生まれたままの姿で呆然と立ちつくす清美の姿がある。その手には、魔剣が握られているのだ。

「清美ぃぃぃぃぃ！」

　真吾の叫びに、凍(こお)りついたような時間が動き出した。

「剣を投げろぉぉぉぉぉ！」

　それはほとんど、反射的な行動だった。清美は魔剣を投げ捨てた。飛びかかった魔神の手が魔剣に触れようとするのと、ほんの一瞬の差だった。

　その剣を、素早くリーナが拾い上げる。

「しまった……！」

　フェローチェが叫ぶのと、リーナが体の痛みをおして剣を振り下ろすのは同時だった。

　一刀のもとに、右腕を、切り飛ばす！

「ちっ、しくじったか！」

　本当は身体を真っ二つにするはずだった。しかし、フェローチェはギリギリのところでかわし、腕一本の犠牲ですませたのだ。

　だが、フェローチェが愕然とし、焦りをみせているのは確実だった。

　バックステップでリーナと距離をとる。そして、凶悪で残忍な瞳を輝かせて、己の力を村人たちに向けた。

「くっ、それ以上抵抗するな！　抵抗したら、村の人間を……」

　そこまで言って、魔神は絶句した。

　近くに二〇〇〇人もいた村人たちの姿が、どこにもなかったのだ。

「ど、どうしてっ!?　いったい、どこに!?」

　村人たちは、淳の瞬間移動によって、遠くへ運ばれていた。

　いっぺんに移動させることはできないが、少しずつなら可能である。フローチェに肩を串刺しにされた後、淳は少しずつ、気付かれないように村人たちを移動させた。さらに、フェローチェの意識を真吾に集中させている間も、地道に瞬間移動を繰り返した。そして、魔剣を奪うと同時に、瞬間移動で全体を見渡せる山の上へ移動し、全員を一気に移動させたのだ。

　フローチェは自分が危機に瀕(ひん)していることを悟った。神と対(たい)峙(じ)したときにも感じなかった、敗北と死への恐怖を、はっきりと自覚した。

　このままではまずい。しかし、逃げようにも、この傷ではままならない。

「はあぁぁぁぁぁぁぁ！」

　横合いから、リーナが突っ込んでくる。フェローチェは宙に飛んでそれをやり過ごした。とにかく、まずは、この場から離れなくては……。

「逃がさねえよ」

　耳元で囁(ささや)かれ、フェローチェは悲鳴を上げそうになった。

　振り向けばすぐ目の前に、光夫の姿があった。

　声にならなかったのは、魔神としての矜(きよう)持(じ)がそうさせたからではない。ありえないものを目にして、声を出すだけの余裕がなかったのだ。

　光夫は淳の瞬間移動で、フェローチェの行く手を遮(さえぎ)った。ただそれだけだった。しかしフェローチェには、光夫が自分の行く手を遮る地(じ)獄(ごく)の門番のように感じられた。

　光夫に空を飛ぶ力はない。だから、光夫は落ちていく。地面に向かって。そして、すぐ目の前にいるフェローチェに向かって。

　二人の身体が触れるか触れないかのところで、光夫は叫ぶ。

「バリアァァァァァァァァ！」

　強烈な衝撃波が、フェローチェの全身を駆け抜ける。

　凄まじい衝撃に、フェローチェは重力にすらあらがえなくなり、力無く落下し、無造作に地面に叩きつけられた。

「……うくっ、な、なんなの、なんなのよ、これは!?」

　全身ボロボロになりながら、立ち上がる。怒りと苛立ちに顔は紅(こう)潮(ちよう)し、これまでの余裕は氷のように溶けて消えていた。

　リーナが眼前に立ちはだかる。さらに、フェローチェの周囲を、分身したタロウが取り囲む。逃げ場はない。逃げ切れる余力もない。

「くっ……！」

　フェローチェは力をリーナに向けて放つ。だがその力は、魔剣の一閃によって、あっさりとかき消された。

「そ、そんな……」

「ずいぶんと、力を消(しよう)耗(もう)したようだな」

　フェローチェはリーナを睨(にら)みつけた。だが、リーナは臆(おく)することなく、剣をかまえた。

　フェローチェは、今度は清美に目を向けた。だが、その前には光夫に淳、タロウに穂香が壁を作ってガードしている。その壁を押しのけて、清美の体を奪うことはできそうもなかった。

「終わりだな、これで」

　真吾が戦いの終わりを告げる。だが、ここでフェローチェは予想外の行動に出た。

　フェローチェは跳んだ。巫女服を脱ぎ捨て、たった一跳びで、真吾の目の前に、いや、真吾の中に、飛び込んだのだ。

「うぇっ!?」

　真吾は慌てて身をひるがえすが、遅(おそ)かった。フェローチェは完全に、真吾の中に入り込んでいた。

「し、シンゴ、だいじょうぶか!?」

「ん、あ、ああ……」

　ひとまず、異常は感じられない。体は自分の思うように動かせるし、いままで以上に痛くなったりもしなければ、具合が悪くなるということもない。ただ、不快なものが体のどこかに在(あ)るということだけは、はっきりと感じられた。

「ふ、ふふ、うふふふ……」

　いきなり、自分の口が不気味に笑い出して、真吾は咄嗟に口を塞いだ。しかし、笑いは収まらない。

「やっぱりね、確証はなかったんだけど、うん、きみでもよかったみたいだよ」

「フェローチェ、か？」

「もちろん」

　自分の口で二人分の会話をするのは妙な気分だった。

　真吾はとにかく気持ちを落ち着かせてから、自分の中にいるらしい魔神に向かって問いかけた。

「俺でもよかったっていうのは、どういうことだ？」

「私を受け入れられる器(うつわ)は、清美ちゃんだけじゃなかった、っていうことだよ」

　真吾の言うように、魔神はなにもせずに清美の体に入り込むことはできない。入り込むためには、魔神を象徴する紋様が描かれた何かを、清美の身につけさせる必要があったのだ。

　そこで魔神が目をつけたのは、巫女装束だった。神の言葉を伝える巫女として崇(あが)められていた清美に着せるのはムリがなかったし、一年中その姿でいても不(ふ)審(しん)に思われることもなかった。もちろん、ただの巫女装束を着せるだけではダメだ。魔神が乗り移る「器」として機能するだけの力が、巫女装束にも、そして清美にも要求されるのだ。それを魔神は、長い年月をかけて自らの力を巫女服に分け与え、染み込ませることによって作りだそうとした。そのために、自分が封印されている宝物殿に清美を呼び寄せ、そこで生活するようにしむけた。魔神の紋様も、巫女服に描かせた。そうして巫女服を媒介にして、魔神と清美との間に強い結びつきを生じさせ、清美の体をコントロールするための下地を作りだした。ここまでしてようやく、清美の体に入り込み、体を操るだけの準備を整えたのだ。

　だが真吾には、これだけの準備をするまでもなく、魔神を受け入れる素質があるというのだ。

「もちろん、こんなことができるのは、この世界で真吾くんだけだろうけどね」

　真吾は奥歯を嚙みしめた。

　まただ。また、自分が特別扱いされている。世界の危機を引き寄せる存在だと言われたかと思えば、今度は魔神を受け入れる器としての資(し)質(しつ)があるという。なんなんだ。自分にいったい、どんな特別な意味があるというのか。

「真吾……」

　よほど思い詰めた顔をしていたのだろう。光夫が顔色をうかがうように声をかけてきた。真吾は頭を振った。考え事は後だ。まずは、この状況をどうにかしなくては。

「形勢逆転だね」

　すっかり余裕を取り戻したフェローチェの声は、楽しそうだった。

「さあ、真吾くん。どうする？　いまは真吾くんの体をコントロールできないけど、時間がたてば馴(な)染(じ)んできて、いつか体の自由を奪っちゃうよ？　ってことは、あはは、なんだ。どう転んでも、真吾くんは清美ちゃんと子供を作るはめになるんだね！　結局は私の勝ち。真吾くんはもう、悔しがったり、悲しんだりすることしかできないんだよ！」

「……くっ」

　まずい。

　このままでは、魔神を倒せない。なにより、清美を完全に救うことができない。

　どうすればいい。どうすればこの状況を打開できる？

　真吾は仲間たちの顔を見回した。みんな、悔しさを嚙みしめた表情で、真吾を見つめている。誰も真吾を救い、魔神を倒す方法は思いつかないようだ。

「真吾……」

「真吾くん……」

　タロウと穂香が不安げに呟(つぶや)く。淳はうろたえるだけだし、光夫は凄まじい形(ぎよう)相(そう)で真吾の中のフェローチェを睨みつけている。そのみんなが、立っているのもやっとの状態だ。さっきの攻防が最後の力を振(ふ)り絞(しぼ)ってのものだから、これ以上、戦うことはできないに違いない。当然、リーナも……。

　そこで、リーナの持つ魔剣が目に入った。

　この剣だけが、魔神を倒すことができる……。

　真吾はごくりと唾(つば)を飲みこんだ。

　――それしか、ないのか？

　冷や汗が、背中を流れる。

　喉(のど)がからからになって、体が震えだしそうになって、全身の筋肉が引きつる。

　できるのか？　真吾は己(おのれ)に問うた。

　そんなこと、本当に、できるのか？

　答えは決まっている。やるしかない。だけど、そのための勇気が、踏ん切りが必要だった。冷や汗は、すでに脂(あぶら)汗(あせ)になっている。

　臆するな、真吾。勇気を振り絞れ。

　まるで接着剤で固められたようにくっついて離れない唇を強引に引きはがし、真吾は言った。

「リーナ……」

「ど、どうした」

「……その剣の、切っ先を、こっちに向けるように、かまえてくれないか？」

　言った。言ってしまった。

　リーナは訝(いぶか)しげな表情で、言われたとおりに剣をかまえる。

　もう後には引けない。ここまで追い込んだのだ。あとは……。

　あとは、己の強運を、信じるしかない。

　真吾は大きく息を吸い込む。

　ここで息を吐(は)いてはダメだ。それはタイミングを失うと同時に、勇気も失ってしまう。ためらうな。ためらえばためらうほど、機を逸(いつ)する。

　その場にいる全員の目が、真吾に集まる。

　真吾は魔剣の刀身を両手でつかんだ。真吾がなにをしようとしているのか、誰も想像がつかなかった。だから、リーナは、

「なにを……」

　しようとしているのだ。

　そう言いかけて、言葉を失った。

　真吾が、勢いをつけて、いきなり、自分の胸に、剣の切っ先を、突き刺したのだ。

「なっ……！」

「手を離すな！」

　思わず手を離そうとしたリーナは、真吾に一(いつ)喝(かつ)され、硬直する。

　リーナは真吾の正気を疑った。

　血が出ていた。当然だ。魔剣の切っ先が、深々と胸に突き刺さっているのだから。

「し、シンゴ……」

「黙ってろ！」

　再び一喝され、首をすくめる。

「もう少し、もう少しだ……」

　真吾の口から、血が流れ出る。シャツもすでに、血で半分以上がどす黒く染まっていた。だが真吾は、剣を突き刺したまま、腕の力を緩(ゆる)めようとはしない。

　目は血走り、瞳(どう)孔(こう)が開きかける。耳鳴りがガンガンしてうるさい。体からはどんどん力が抜けていき、不快な寒気が全身を襲う。それでも真吾は、剣を握りしめて離さなかった。

「ば、バカな！」

「てめえ、なにやってんだよ！」

「真吾くん！」

「うるさい！」

　仲間たちの声も、遮る。

「もう少しで、こいつを、ぶちのめせるんだ……！」

　リーナはようやく理解した。真吾がなにをしているのかを。なぜ、こんなことをするのかを。

「貴様……、魔神を、倒すために……!?」

　穂香は息を呑んだ。仲間たちも絶(ぜつ)句(く)した。だが、真吾は答えない。真吾の目にはもはや、誰も映ってはいなかった。脳裏に映るのは、苦しみ、呻(うめ)く魔神の姿だけだった。

「ぐ、あ、ぐあぁぁぁぁぁ……！　し、正気なの!?　こんなことして、真吾くんも、無事では……！」

　魔神はもがいた。文字通り、懸命にあがいた。もはや真吾の体は安住の地ではないと悟り、逃げだそうとすらした。だが、魔剣がフェローチェの体を縫い止めて、離れない！

「……まえから、世界を救うのは一(いち)か八(ばち)かの賭だったんだ。だったら今度は、俺の命を賭けてやる！　俺が死んだら俺の負け。俺が生き残ったら俺の勝ち。だけど、おまえの勝ちは絶対にない。ここでおまえは終わるんだ。終わるんだからなぁ！」

　さらに深く、剣を突き立てる。

　ズルッと、一気に、剣が体の奥深くへと突き抜けた。

　あ、やばっ……。

　さすがにまずいと思った。これは死ぬかもと思った。それでも、真吾は魔剣を放さず、胸に突き立てる。

「そ、そんな……、そんなバカな！」

　魔神の叫びは悲鳴に変わっていた。そして……。

「こんなバカなことを！　人間が、に、人間がぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁ……!!」

　魔神は絶(ぜつ)叫(きよう)を残して、消え去った。

　なにか黒いもやのようなものが、真吾の体から流れ出し、煙のようになって消えていくのを、その場にいた全員が見届けていた。
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　終わった。

　なにもかも、終わった。

　安(あん)堵(ど)して、真吾は剣を引き抜いた。

「ごふっ……」

　剣でせき止められていた血液が一気に逆流し、口から溢(あふ)れ出た。

「し、真吾くん！」

　その泣き出しそうな叫びは穂香だろうか。

　真吾は最後の力を振り絞り、清美の姿を探した。

　目がかすんでよく見えない。けれど、清美は、青ざめた顔で真吾を見ていた。裸(はだか)のままで、呆然と立ちつくしていた。

　そんな顔をするなよ。

　真吾は清美に笑いかけた。笑いかけたつもりだった。

　これで清美は自由になったんだ。あとは、おまえの生きたいように生きればいい。

　だから、だから……。

　かすむ視界が、ぐるりと回る。

　そんな顔をしないで、笑ってくれよ。それに……。

　服、脱がしてごめんな――

　そう言おうとして果たせず、真吾は意識を失った。







　真吾は直(ただ)ちに、タロウの指示で、清内路一族が経営に関わっている県(あがた)町(ちよう)の総合病院に運び込まれた。淳の瞬間移動でやってきたのだが、その淳も重傷だったため、一緒に手術室へと入れられた。

　病院には入れないタロウを除いた全員が、手術室の前で祈るような気持ちで待つことになった。

「あの、バカめ……」

　小さく毒づくのは、リーナだった。

「こんな方法で魔神を倒してどうする！　もっとスマートなやりかたがあったんじゃないのか!?　これで貴様が死んだら、大いに笑ってやるからな！」

　笑われたくなければ、無事に帰ってこい。そんな気持ちが詰まっていた。光夫も時折、リーナの言葉に賛同しながらも舌打ちを繰り返す。

　穂香は椅(い)子(す)に座り込んでずっと黙ったままだった。汚(よご)れた巫女服の袴を握りしめたまま、微(び)動(どう)だにしない。その目は虚ろに、ランプが灯(とも)った「手術中」の看板を眺めている。

　清美はいたたまれなくなって、誰からも目を逸らした。

　こんな結末を、清美は望んでいなかった。

　世界は救われた。だけど、真吾はいま、死の危機に瀕している。

　もし、真吾が死んでしまったら……。

　悲しいという以上に、心のどこかで冷静に、「やっぱり」と思う自分がいた。

　やっぱり、自分は、自分の意思で生きていくことはできないのだ。

　神であれ魔神であれ、誰かの指示に従って、誰かの言うことを聞いて生きていくことしかできないのだ。

　これはきっと、天(てん)罰(ばつ)に違いない。人並みに楽しさを求めてしまったから。みんなと一緒にいたいなどと、願ってしまったから。だから真吾は、いまにも命を失おうとしているのだ。

　自分のような疫(やく)病(びよう)神(がみ)、いなくなってしまえばいい。

　清美はふらりと歩き出した。

　家へ戻ろう。そして、一生、日の当たる場所には出ないでおこう。それで清美が許されるわけではないけれど、そうすることしか清美にはできなかった。思いつかなかった。

　だが、その行く手を、リーナが遮る。

「どこに行く？」

「…………」

「あのバカは、貴様を救うために体を張ったのだ。貴様は、あのバカがどうなるのか、最後まで見届ける義務がある」

「……でも、私がいると、たぶん、真吾くんは……」

「自(じ)責(せき)の念にかられて、また引きこもるつもりか？　それではシンゴも浮かばれんな」

「まだ、死んでません……」

　消え入りそうな声で、穂香が突っ込む。意識してのことではないだろう。目は虚ろなままで、清美たちのほうを見てもいない。

「……でも、じゃあ、私は、どうすれば……」

「自分で考えろ。シンゴが生きていたら、きっとそう言ったはずだ」

「だからまだ、死んでません……」

　穂香の呟きと同時に、手術中のランプが消えた。

　はっとして全員が手術室の扉を注(ちゆう)視(し)する中、だいぶたってからその扉は開かれた。

　医師の説明によると、傷はすべて塞いだという。ただ、多くの臓(ぞう)器(き)が傷つけられ、腸(ちよう)の一部に至っては完全に切断されていたらしい。もしあと少しでも上の方を刺していたら、肺や心臓を傷つけ、即死していた可能性もあったという。

　だから、傷は塞いでも重(じゆう)篤(とく)状態には変わりがないし、意識も戻らない。あとは本人の生命力に賭けるしかないが、それも今夜が峠(とうげ)だという。

　清美たちを安心させる言葉は、最後まで聞くことができなかった。

　それぞれの治療も行われた後、集中治療室に通された清美たちは、昏(こん)々(こん)と眠り続ける真吾の顔を覗き込んだ。

　死(し)線(せん)をさまよっているとは思えない、穏やかな顔だった。本当に、ただ眠っているだけのようだった。

　リーナはずっと、悪(あく)態(たい)をついていた。そうすれば真吾が反(はん)論(ろん)してくるだろうと期待するように、震える声で、真吾に向かって罵(ののし)り続けた。

　手術を終えた淳もやってきた。両手を吊(つ)った状態で真吾の顔を見て、包帯の間にはさんだ薫ちゃんに向かい、まるで神様へ祈るように、なにか呟いていた。

　光夫は、黙ったまま一言も口をきかない。穂香もまた、真吾の無事を祈って口を閉ざしたままだった。

　そして清美は……。

　やはり、この期(ご)に及(およ)んで、どうすればいいのかがわからなかった。

　自分は見守ることしかできない。生きて戻ってくれることを、願うことしかできない。だけど、自分が願ってもいいのだろうか。望んでもいいのだろうか。自分のせいで、真吾がこんなことになってしまったのではないか？　

　清美の体は震えた。

　気付いた。今頃になって気付いた。

　自分は、誰かの幸せのために、神の言葉に従っていたわけではなかった。家族の幸せのためでもなければ、村の人たちのためでもない。世界のためでもなければ、真吾たちの幸せのためでもない。ましてや、自分自身の幸せのためでもあるはずがなかった。

　まったく逆だった。自分は、幸せのためではなく、自分が辛い目にあいたくないから、神の言葉に従っていたのだ。

　自分のせいで、誰かが不幸になるのを恐れていたから。自分のせいで、誰かが死んでしまうのを恐れていたから。清美はずっと、一人でいた。一人でいることを受け入れた。

　なのに、つい、一人でいることが寂(さび)しくなり、一瞬でも真吾たちと共に歩むことを望んでしまったがために、真吾の命はいま、潰(つい)えようとしている。

　清美は祈った。自分はどうなってもいい。もう二度と、なにも望まないしなにも願わない。ずっと一人でいることも厭(いと)わない。だから、真吾が助かって欲しかった。そのためなら、自分の命を差し出してもかまわなかった。たぶん、そんなことくらいしか自分にはできないから。それくらいしか、できることが思いつかないから。

　お願いです、神様。私の最初で最後のお願いを聞いてください。

　彼を。真吾くんを、私の一番大切な人を、助けてください。

　清美は祈る。

　この祈りが、願いが届くように。

　神の元へと、届くように。ただひたすら、ずっと、懸(けん)命(めい)に……。

　だが。

「清内路清美よ」

　いきなり低い声で呼ばれて、清美はギョッとなった。

　この場に似つかわしくない尊(そん)大(だい)な抑(よく)揚(よう)の言葉は、住(すみ)吉(よし)穂香から放たれていた。

「そなたは、宮(みや)田(た)真吾からなにを学んだ？」

「……え？」

　穂香の瞳には精気が感じられなかった。雰(ふん)囲(い)気(き)も違う。

「……あなたは、誰？」

「わが名はグランディオーソ。グランと呼ぶがいい」

　ガラスのような硬質な瞳が、清美を見つめている。

「もう一度聞く。そなたは宮田真吾から、いったいなにを学んだのだ？」

「……な、なにって……」

「これでは、宮田真吾も浮かばれんな」

「まだ、死んでないっ」

　すかさずリーナが突っ込む。それを無視して、グランは続けた。

「清内路清美よ、そなたは間違っている」

　間違っている？　なにが？　穂香の急変とあいまって、清美の頭は混乱し始めた。

「神に祈っても、道は開かれない」

「え？」

「そなたは学んだはずだ。教示されたはずだ。このような際に、誰を頼るべきかを」

　教わった？　いつ？　それこそ、誰に？

「わからぬか。ならば我がもう一度、そなたに教示してやろう、このようなとき、一番に頼るべきなのは――」

　清美とリーナの顔を見回して、言う。

「仲間だ」

　ドクリと、清美の心臓が跳ね上がった。

　そうだ、確かに自分は教えられた。頼れと。仲間を頼れと。それで実際に、真吾は魔神を打ち倒した。清美を救ってくれた。

　だけど、そう言った本人が、いま、死の淵(ふち)にいる。

「そうは言うがな」リーナが口を開く。「我々ではこれ以上、どうすることもできない。頼られてもなにもできないのでは意味がないではないか」

「確かに、そなたらでは無力だ。だが――、我の力を持ってすれば、宮田真吾を救うことができる」

　清美とリーナは呆気にとられて、耳を疑った。

「助け、られる？」

「うむ」

「き、貴様が？」

「うむ」

「……そ、そういうことは、早く言え！」

　リーナの怒(ど)声(せい)を受け流すように、グランは一度、目を伏せた。

「誰も、我を頼ろうとしなかったからな」

　最後に、「それに、宮田真吾に死なれては困るおかたがいるのでな」と呟いたのは、誰の耳にも届かなかったが。

「それで、どうするのだ？」

「我の生命力を分け与える。さすれば、宮田真吾の傷は癒(い)え、生(せい)還(かん)できるはずだ」

「生命力？　そんなものをどうやって？」

「難しく考える必要はない。『死者をも生き返らせる万(ばん)能(のう)薬(やく)を投与した』、と認識する程度で充分だ」

　グランはベッドの脇に立ち、身を乗り出すようにして真吾の顔を覗き込む。すると、穂香の胸の辺りに、淡(あわ)い光のかたまりのようなものが生じた。

　そして、そのまま顔を近づけ、覆(おお)い被(かぶ)さるようにして……、

「住吉穂香よ、すまんな」

　言葉とは裏腹に、どこか楽しむような口調で言って――

　唇と唇を、重ね合わせた。

　とたん、穂香の中にあった光が、お互いの重なった部分を経由して、真吾の中へと移っていく。

　光が一瞬だけ強まり、真吾を覆い隠す。

　その瞬間、グランの意識と穂香の意識が入れ替わった。気付けば穂香の口に、真吾の唇の感触が伝わっていた。

　反射的に、穂香は飛(と)び退(の)くように唇を離した。

　清美は息を詰め、リーナは口をぱくぱくと魚のように動かし、光夫たちは目を見開いたまま凍りついたように硬直し、穂香は顔を真っ赤にして、真吾を見守った。
















　やがて……。

「う、ううん……」

　真吾が、うめき声を上げた。

「う……、あ、あれ？」

　あっさりと、目も開いた。何度も瞬(まばた)きして、ここがどこなのか、どうしてこんな所で寝ているのか、必死に思い出しているようだった。

「……あ、あれ、穂香。リーナに清美……、それに、みんな？」

　目を丸くしている真吾だったが、しばらくして、何かに思い当たったように、息をついた。

「そうか、なるほど……。俺は、ちゃんと、生きてるんだな……」

「そうですよ……」

　頰を紅潮させながら、穂香が涙をこらえつつ、答える。

「真吾くんはちゃんと、帰ってきたんですよ……」

「うん……」

「でも、もう、こんなムチャは、絶対に、しないで、くださいね……」

「したくても、もう、できないよ……」

　苦笑しながら、真吾は清美に目を向けた。

「なあ、清美」

「……は、はい」

「俺の言ったとおりだろ？」

「……え？」

「諦めなければ、信じ続ければ、未来は自分たちの手で、切り開けるんだよ」

　そうだ。本当にそのとおりだ。

　真吾は自らそれを証明してみせた。諦めずに、信じ続けて、清美を救ってくれたのだ。

　いつの間にか、清美の頰を涙が伝っていた。それは清美の、生まれて初めての、嬉し涙だった。

　清美は頷いた。

　涙をぬぐうこともせず、真吾の言葉を肯定するために、何度も、何度も。
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　翌日には、真(しん)吾(ご)は退院することができた。

　グランの力を得たことで傷はその日のうちに全快し、ありえない回復の早さに医師たちは困(こん)惑(わく)したが、清(きよ)美(み)が清(せい)内(ない)路(じ)一族ということで、余計な詮(せん)索(さく)をされることはなかった。そこは、タロウの判断が正しかったようだ。

　それでも、疲労が色濃く残っていたのか、帰宅すると同時に真吾は熱を出して寝込んだ。学校を三日も休むはめになった。

　そうこうしているうちに、気がつけば、すでに七月である。







　穂香(ほのか)は自室でカレンダーを見ながら、月日が経つ早さを実感せずにはいられなかった。

　自分たちが選ばれし者にされ、仲間たちと出会ってから、まだ一カ月ちょっとしか経(た)っていないのだ。この一カ月でどれだけの出来事があったのか、簡単には振り返れないほどだ。

　制服に着替えた穂香は、今日も真吾の分の弁当を持って家を出た。真吾の家に行くのも、ほぼ一週間ぶりである。

　この三日の間、穂香は真吾に訊(き)きたいことがあった。しかし、怪(け)我(が)で弱っている真吾に訊くことはできなかったし、そもそも自分でも踏ん切りがつかなかったので、訊(き)くに訊けないでいたのだ。だから、元気になって、学校へ行けるようになった今日を狙(ねら)って、穂香は真吾の家にやってきた。

「おはよう、穂香」

　穂香を出迎えた真吾は、すっかり元気を取り戻しているようだった。血(けつ)色(しよく)もよいし、どこにも傷は見あたらない。あらためて、グランの力を見せつけられた思いだ。同時にそれは、あの瞬間の出来事も思い起こさせるのだが……。

　あのとき、あの瞬間だけ、グランは意識を穂香に返した。だから、唇(くちびる)を重ね合わせたとき、穂香は真吾の唇の感触を、はっきりと感じとることができた。

　グランなりに気を利(き)かせたつもりなのだろうが、はっきりいって迷(めい)惑(わく)だった。心の準備もなかったし、急なことだったから、感触を味わうことも、余(よ)韻(いん)に浸(ひた)ることもできなかった。せっかくの、たった一度しかない、ファーストキスだったのに……。

　だから穂香は気になっていた。そのときのことを、真吾は覚えているのかと。

　だから思い切って訊いてみた。意識を取り戻したとき、真吾はグランに――穂香に、何をされたか覚えているか、と。

　すると、真吾は頭をかいて言うのだった。

「いや、どうやったのか知りたいんだけど、誰(だれ)も教えてくれないんだよ……」

　その物言いに、穂香はホッとするような残念なような、複雑な気分になった。

　けれど、知らない方がいいのかもしれない。知ってしまったら、変にぎくしゃくしてしまうから。でも、やっぱり、知っていてほしかったような気もする。そうすれば、二人の関係に、微妙な変化が訪れるかもしれないし、もうちょっと意識してもらえるようになるかもしれないし……。

　そんな複雑な心(しん)境(きよう)をごまかすように、穂香はもう一つ気になっていることを口にした。

「えっと、真吾くん、魔(ま)神(じん)のことなんですけど……」

「魔神？」

「はい。その、どうして魔神は、清美さんとそっくりだったんでしょう？」

「そりゃ、清美の子供が魔神の体に適してるから、そっくりだったんだろ？」

「でも、それって普通は逆じゃないですか？　魔神と清美さんがそっくりだから、清美さんの子供が魔神の体に適している。こっちのほうが、しっくりきませんか？」

　ひとしきり考えた後、真吾は「そうかもな」と答えた。

「そうなると、やっぱり疑問に思うんですよ。どうして清美さんと魔神はそっくりだったのかなって。そこには何か、秘(ひ)密(みつ)があるような気がするんです」

「秘密？」

「はい、例えばですけど……、魔神は、清美さんの祖(そ)先(せん)だったんじゃないですか？」

　意表をつかれたように、真吾は言葉に詰まっていた。穂香はさらに続ける。

「魔神は、神になりそこねた人間のなれのはてなんですよね？　魔神が清美さんにそっくりなのも、清内路神社に封(ふう)じられていたのも、清美さんの子供を手に入れようとしていたのも、清美さんと血の繋(つな)がりがあると考えれば、なんだか納(なつ)得(とく)できるような気がしませんか？」

　魔神が清美の体を乗っ取ったこと。それは、遙(はる)か昔になくした人間の体を取り戻したいという願望の表れではなかったのか。もしくは、村人たちから崇(あが)め奉(たてまつ)られていた清美を羨(うらや)んでのことではなかったか。

　確証はない。けれども、そうした人間くささが残っていたから、魔神は真吾たちを決定的に倒すことができず、つけいる隙(すき)を与えてしまったのではないか。

　魔神の断(だん)末(まつ)魔(ま)の叫(さけ)びは、真吾たちに向けられたものではなく、人間らしさを捨てきれなかった自分自身に向かって浴びせかけたものだったのかもしれない。同情すべきものは何もないはずなのに、どこか悲しくなってしまうのは、自分の思い込みのせいなのだろうか。

「……そうだとしても、結局のところ、あいつは悪い奴(やつ)には違いないよ」

　真吾の言葉に、穂香は小さくため息をついた。やるせなく、胸が詰まる思いだった。

　ただ、穂香の心を支配していたのは、そんな感傷ではなかった。不安だった。

　そう、穂香は不安なのだ。怯(おび)えていると言ってもいいだろう。

　魔神は神になりそこねた人間のなれのはてだという。どうすればそうなるのかはわからない。ただ、魔神に近い存在を、穂香は知っている。そう。

　神の一部を宿している自分は神のなりそこねではないだろうか。

　何かをきっかけに、自分は、世界を滅(ほろ)ぼすようになってしまうのではないか。

　そんな不安が、穂香にはあった。もちろん、穂香は世界を滅ぼすつもりはない。ごく平(へい)凡(ぼん)に人生を歩んでいきたいだけだ。けれど、魔神もそうだったのではないか。家族がいて、大切な人がいて、彼らと歩んでいければ満足だったのではないか。それが、何かをきっかけにして、満足できなくなり、一緒に歩んでいける人たちと決別し、悪魔のような力を手に入れてしまったのではないか。

　これについて、グランは「心配することはない」とだけ言った。不安に思うことも、怯えることもないとも言った。グランの言葉は信じたい。けれど、信じるには、グランという存在は謎(なぞ)が多すぎた。

　病院で呟(つぶや)いたグランの言葉は、誰の耳にも届かなかった。ただ一人、穂香を除いては。

　――それに、宮(みや)田(た)真吾に死なれては困るおかたがいるのでな。

　あの言葉はどういう意味だと問(と)い質(ただ)すと、グランは「また世界の危機がやってきたとき、宮田真吾には働いてもらわねばならんからな」と答えたが、それは建(た)て前(まえ)のように聞こえた。グランは何かを隠している。そして宮田真吾という存在は、何か特別な意味を持っている。それは間違いないようだった。けれど、グランが何を隠しているのかはわからない。真吾にどういう意味があるのかもわからない。

　何もわからない状態で、下(へ)手(た)に口にしてしまえば、余計な混乱を招くだけだろう。

　だから穂香は、それらのことを自分の胸にしまっておくことにした。胸の奥で、鍵(かぎ)をかけた。何も起こらないならそれでいい。前向きに行こう。真吾との距離を縮めるよう努力していれば、きっとそんな不安も感じなくなるはずだ。

　そうこうしているうちに、リーナがやってきた。

　真吾の傷が癒(い)えた後も、退院直前まで「おまえはバカだ、考え無しだ」と悪(あく)態(たい)をついていたリーナだったが、今日は様子が違った。元気そうな真吾の姿を見て、大きく息を吐(は)き、目を細め、感(かん)慨(がい)深(ぶか)げに言うのだ。

「……よかったな、元気になって。……あ、い、いや、その、まあ、げ、元気でいてもらわねば、わたくしも、いろいろと困るからな！」

　まるで照れ隠しをするように、真吾の背中をバンバンとはたく。

　あれ？　と穂香は首をひねった。なにか、リーナの態度が、おかしくないだろうか。

　そして、清美もやってくる。

「あれ、清美？」

　清美の姿に、真吾は不思議そうな顔になる。

「どうしたんだよ。もう、俺(おれ)と一緒に登校する必要はないんだろ？」

　ふるふると、清美は首を振った。

「……必要は、あるから」

「何で？」

「……その前に、これ」

　言って、鞄(かばん)から無(む)造(ぞう)作(さ)に取り出したのは、下着だった。ピンクのブラジャーと、パンツ。なんでそんなものが出てくるんだろうと、穂香は首を傾(かし)げようとして、絶(ぜつ)句(く)した。その下着には、見覚えがあった。

「って、それ！　私のじゃないですか！」

　間違いない。自分の下着だ。それをなんで、清美が持っているのか。

「……神社の木に、引っかかってたらしいの」

　そうか、淳(じゆん)の瞬間移動だ。

　淳の力は瞬間移動だが、これを女の子に使用すると、女の子の下着は脱(ぬ)げて宙(ちゆう)を舞うという理解不能の機能が搭(とう)載(さい)されているのだ。

　魔神と戦う直前に、穂香は瞬間移動した。おそらく、そのときに、宙を舞った下着が木にひっかかったのだろう。

「か、かか、返してください！　返してくださいぃぃぃぃ！」

　穂香はひったくるように清美から下着を奪(うば)い返(かえ)し、自分の鞄にむりやり押し込んだ。

「おい」

　リーナが引きつった顔で、清美に声をかける。

「もしかして、わたくしのも、その……、どこかに、落ちていたりするのか？」

　清美は首を振った。

「……見つかったのは、それと、私のぶんだけ」

「なっ!?　ということは……」

　リーナの下着は、いまだに清内路村のどこかに、置き去りにされているということだ。

「か、回収しろ！　意地でも回収しろ！　でないと五億六〇〇〇万の……、いや、それもダメだ！　わたくしの下着を回収するために兵を動かすなど、断じてできん！　うあぁぁぁぁぁ、ど、どうすればいいのだぁぁぁぁぁぁ！」

　ご愁(しゆう)傷(しよう)様(さま)です。

　穂香は自分の下着が無事に回収されたことを感謝した。

「……んで？　清美はどうしてうちに？」

　清美は真吾を見た。じっと、食い入るように、そしてわずかにだが、うっとりしたような、夢(ゆめ)見(み)心(ごこ)地(ち)のような表情で、真吾を見つめる。

　穂香はイヤな予感がした。

「……好き」

「へ？」

「……私、神様の言葉とか関係なく、たぶん真吾くんのこと、好きになっちゃったから」

「……はい？」

「……私が、自分の意思で選んだ人だから。……それならいいでしょ、真吾くん」

　真吾に問いかけつつも、清美の目は穂香とリーナに向けられていた。

　これは、もしかして……。

　間違いない。これは、宣(せん)戦(せん)布(ふ)告(こく)だ。

　真吾は渡さないという、明確な意思表示だ。

　穂香は覚(かく)悟(ご)した。女同士の戦いはいよいよ、本格的に激しくなるぞ、と。

　三人の間に、壮(そう)絶(ぜつ)な火花が飛び散る。

　その様子に、ひとり、状況を理解できていない真吾だけが、取り残されたように唖(あ)然(ぜん)としているのだった。




世界の危機はめくるめく！２　完







あとがき







　こんにちは、佐(さ)藤(とう)了(りよう)です。

『世界の危機はめくるめく！』第二巻、いかがだったでしょうか？

　前回は「萌(も)えと燃えの両立」をさりげなくテーマに組み込んでいたわけですが、今回のテーマはズバリ、「パンチラは正義、巫(み)女(こ)服は真理、エプロンは神秘、全裸は秘技」といったところでしょうか。

　いいですよね、パンチラ！　いいですよね、巫女服！　いいですよね、エプロン！　いいですよね、全裸！　ステキすぎて夜に悶(もだ)えて昼にのたうちまわります。

　じゃあそれって、単に作者の趣味の羅(ら)列(れつ)じゃねえのかよ、つーか作者がエロいだけじゃねぇのかよと言われそうですが、いいものはいいんです。趣味だろうが何だろうが、熱い情熱が作品に厚みと深みを持たせるのです（ホントかよ）。

　――なんてことを冗(じよう)談(だん)のつもりで書いていたら、実はあまり冗談になっていないことに気がついて焦(あせ)りました。まずい、このままでは作者の倫理とか品性なんかが疑われる。




　雲行きが怪しくなってきたので、ここで恒例の謝辞を。

　まずは、パンチラや脱ぎかけより全裸に萌えるらしい担当のＫ笠さん。今回もいろいろと細かいところまでありがとうございました。スカートをめくる姿を見てみたいという声が、ごく一部から殺(さつ)到(とう)しています。

　続いて、イラストの藤(ふじ)真(ま)拓(たく)哉(や)さん。相変わらず破壊力の高いイラストをありがとうございます。次も楽しみにしています。ちなみに、次回の表紙イラストはメイド服になる予定です（噓です）。

　恩師のＨ先生。なんだかんだでいろいろ楽しんでます。

　他、本作の出版に携(たずさ)わってくださった方々、支えてくださった方々に感謝を。

　そして、この本を（買って）読んでくれた読者の皆様に最大級のありがとうを捧げます。




　さて、今回の話はちょっとシリアスだったので、次回は一転して軽いノリのラブコメになる予定です。予定は未定ですが、これだけは決まっているのです。逆にいえば、これだけしか決まっていないということですが。




　それでは、次回への不安を感じつつ、このへんで。




二〇〇八年一〇月末日　佐藤 了
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